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第一章 亘態細胞 二就テ

余 ハ前 同 各 物 質 テ以 テ セル實 験 二於 テ、 多敷 ノ

亘態 細 胞 ノ登 現 テ見 タ リ。該 亘 態 細 胞 ハ ソ ノ核 、

類 圓 形 乃 至 類 楷 圓形 ニ シテ核 膜 鮮 明 、「クロ マ チ

ン」 網 比 較 的 明瞭 ニ シテー般 二疎 明淡 染 シ、 ソ

ノ大 サ 上皮 様 細 胞 ノ夫 ト略 ≧同 大 ナ ル モ ノ多 ケ

レ ドモ、 往 々之 ヨ リ梢 ヒ小 ナ ル モ ノ、 或 ハ 加 之

更 二 「ク ロマ チ ン」二富 ミ淋 巴球 大 テ呈 ス ル モ ノ

モ認 メ ラル。 是 等 ノ核 ノ位 置 ノ・胞 艦 内 二環1犬、

牛 環 状或 ハ 馬 蹄 状 二壁 立 シ、 或 ハ雨 極 乃 至一 極

二密 集 偏 在 セ ル モ ノー 般 二多 ケ レ ドモ、 亦 胞 膿

内振 散 性 二或 ハ 中心 性 二不 規 則 二存 スル モ ノ砂

ヵ ラザ ル コ トァ リ。 亘態 細 胞 膿 ノ形 状 ノ・一 定 セ

ズ、 概 シテ圓 形 ラ皇 ス ル モ ノ多 ケ レ ドモ、 亦 多

角 形 ラ示 シ、 厘{突 起 テ以 テ周 圃 上 皮檬 細胞 、

ソ ノ他 ト相 連 繋 セ ル モ ノ ア リ。 一般 二 「エ オ ジ

ン」 二淡 染 シ、 比 較 的 李 等 明瞭 二著 染 セ ル モ ノ

或 ノ・泡 沫 状 、 室 胞 状 テ呈 スル モ ノ等 混 在 ス。 大

ナ ル モ ノノ・撒 十個 ノ核 チ有 シ、 小●ナ ル モ ノノ・数

個 二 止 マル。 胞 膿 内 ニノ・往 々菌 屍 或 ハ注 入物 質

又 多核 白血球 乃 至 ソ ノ残 澤 テ囁 取 セル モ ノ認 メ

ラル。 本 細 胞 ノ出現 時 間 バー 般 二肉芽 層 ノ形 成

二件 ヒ、 出 現 或 ハ壇 加 シ繊 維 形成 ノ進 ム ト共 二

減 少 スル ガ 如 キ モ、 加 熱 人 型 菌屍 或 ハ 「アセ ト

ン」可溶 脂 肪 等 殆 ン ド之 テ認 メズ、或 ノ・該 傾 向 ノ

著 明 ナ ラザ ル モ ノ等 モ存 ス。 本 亘 態 細 胞 ノ出現

ノ彊度 二關 シテ ハ斯 ノ如 ク時 期 的 二大 イニ動 揺
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注 入 量 0.5cc 2mg 2,,
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3,,
5,, 10,, 5,, 5,, 5,, 0.5cc 0.5,,

健 常 海 狸 ± ± ± 十 什 帯 柵 柵 ± 一

健 常 家 兎 ± ± ± 什 十 一 一

健 常 「マ ウス」 ± 十 一 1_
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第3表
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」

注 天 量 2 2、 2

健常海狸

人型結核菌 督 世 一

鳥型結核菌 仕 ±

「チ モ テ ー 」菌 ± 什

結核海狸 人型結核菌 十 せ 一

「マ ウ ス 」
D● ± 1十 十 ,±

注 入(
mg)

健 常 家 兎

耀 駿 覧質1-±

o

人型菌燐脂質

1

人型菌 「アセ ト
ソ」可溶脂肪

量0
.12.0 10.0 1.0 3.0 10.0

兎 一 ± 世 ± ± 十十

アル テ以 テ、 明確 二之 ラ決 定 スル コ ト梢 ≧困難

事 二属 セ ドモ、 総 括 的 二観 察 シテ、 之 ガ傾 向 テ

窺 フ ノ資 トナ ス ニ於 テ ハ大 略 上 表 ノ如 キ結 論 二

到 達 シ得 可 シ。

本 表 ヲ通 覧 スル ニ例 ヘ バ健常 海 猿 、家 兎 二於 ケ

ル人型 菌 盟 残 渣 注 入 所 見 二於 テノ・「リボ イ ド」含

有 少 ナル モ ノ程 却 テ亘態 細 胞 ノ形 成 著 明 ナ ル ガ

如 キ モ、 此 ノ際 注 入量 二差 違 アル テ以 テ確 定 的

ナ ラズ。 「リボ イ ド」ノ側 ヨ リ見 ル ニ、 一 般 二蝋

脂 質 二本 細 胞 形 成 度 最 モ高 ク、 「ア セ トン」可 溶

脂 肪 最 輕 微 ナ リ。 斯 ノ如 ク、 蝋 脂 質 二基 ク木 細

胞 ノ出現 顯 著 ナ ル事 實 ハ恰 モ結 核 竈 二於 ケル本

細 胞 ノ出現 ガ本 物 質 二依 リ最 強 ク影 響 セ ラル ガ

如 ク見 ユ レ ドモ、一 方 第3表 二示 ス如 ク燐 脂 質 、

「ア」脂 肪 タ リ トモ少 シク増 量 セバ 同様 ノ結 果 ヲ

示 セ リ.加 之、 脱 脂 菌 側 ヨ リ ノ観 察 二於 テハ却

テ 「リボ イ ド」ナ キ程 本 細胞 ノ形 成 張 キ事 實 ハ、

「リボ イ ド」ト本 細 胞 出現 トノ間、 特 殊 關聯 性 ナ

カル 可 ク 推 察 セ シム。 醗 ツ テ諸 説 テ 省 ル ニ、

Tschistowitschノ 、曾 テ 「アル コー ル」、 「エ ー テ

ル」、「ク ロ ロホ ル ム」脱 脂 菌 二亘態 細 胞 ノ形 成 ナ

ク、 抽 出 物 二該 能 力 ア リ トシ、Jaff6ハ 「クロ ロ

ニホル ム」抽 出 二於 テ同様 ノ關 係 テ認 メ タ レ ドモ、

斯 ノ如 キノ・余 ト全 ク相 反 ス。 伊 藤 氏 ハ 「ク ロ ロ

ホ ル ム」睨 脂 菌 、加熱 死 菌 テ家 兎静 脈 二注 入 セバ

肺 臓 内細小 血 管 テ中 心 トスル結 核 性結 節 ノ登 現

ア レ ドモ、 之 ノ・前 者 二弱 ク、 反 之 、 亘態 細胞 ハ

後 者 二少 シ ト云 ヒ、 「ク ロ ロホ ル ム」可溶 脂 質 ガ

亘 態 細 胞形 成 テ阻 害 ス ト解 セ リ。 但 シ氏 ノ・雨 菌

禮 ノ場 合 、何 レモ 「ラ」氏型 、 異 物 型 ヲ認 メ、是 等

ハ成 因的 二血 管 内皮 細 胞 ノ肥 厚 セ ル上 皮 檬 細 胞

ノ融 合 二依 ル全 ク同一 性 質 ノモ ノ トシ、 結 核 結

節 二於 ケ ル 「ラ」氏 型 ハ 「クロ ロ ホル ム」可 溶 脂 質

以 外 ノ菌 艦 有 形 成 分 ノ異 物 刺 戟 二基 ク ト唱 ヘ タ

リ。 余 ノ場 合 二於 ラ脱 脂 度大 ナ ル程 亘 態 細胞 ノ

形 成 強 ク 且屡 鷲 ラ」氏型 ノ存 在 ラ認 メ タル ハ氏

トー 致 ス レ ドモ、 氏 ガ「ク ロ ロホ ル ム」抽 出物 テ

以 テ特 二意 義 アル 如 ク解 セル ニ反 シ、「エ ー テル」

可溶 脂 質 或 ノ・A-M菌 二依 リテ モ克 ク同様 ノ關
り

係 テ認 メ タ リ。 糸 川 氏 ハ 苛 性曹 達 「エ ー テル」、

「ク ロ ロホ ル ム」二依 ル抽 出脂 質 ガ加熱 死菌 ヨ リ

多 撒 二且 早期 二亘 態 細胞 ラ形 成 スル ラ認 メ.蝋
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様 脂 質 ト亘 態 細 胞 トノ間、 特 殊 關 聯 性 ラ推 論 ス

レ ドモ、斯 ハ余 ノ場 合 ト相 容 レザ ル ヤ明 白 タ リ。

Sabin,Doana,Forknerノ ・「ラ」氏型 ト異 物 型 ト

ノ雨 亘 態 細 胞 テ議 生學 的 二判 然 ト塵 別 セ シ後 、

前 者 ハ燐 脂 質 二圭 トシテ生 ジ、 蝋 脂 質 、 「ア」脂

肪 ハ雨 者 相 混 ジテ生 ズル外 、寒 天 、石 松 子 、 燈 心

・等 ノ異 物 二依 リテハ後 者 圭位 テ 占 ム ル テ實 謹 シ

テ、 所 謂 「ラ」氏 型 亘態 細胞 ハ結 核 菌 「リボ イ ド」

就 中特 殊 脂 肪 酸(phthioicacid)二 依 リ特 二形 成

セ ラル トノ見解 テ示 セ リ。 然 レ ドモ此 ノ際 氏 等

ガ 「オ リー ブ」油、「ス テ ア リ ン」酸 、「パ ル ミチ ン」

酸 、 寒 天 等 二依 リテ モ例 ヘ バ寒 天 ノ場 合 二於 テ

異 物 型21封 「ラ」氏 型8ノ 比 二認 メ タル ガ如 ク、

假 令 少 撒 タ リ トモ依 然 「ラ」氏型 テ認 メ タ ルノ・注

目 二債 ス可 ク、 更 二Smiteburna.Sabinガ 「チ

モ テー」 燐 脂 質 二依 リ結 核 菌 ノ夫 二劣 ラズ多 数

二 之 ラ認 メ、反 之、「レ プ ラ」菌 ニ テハ却 テ雨型 混

合 シ、 或 ハ 寧 ロ「ラ」氏 型 少 撒 ナ リ シ事 實 等 ノ・上

述 ノ所 読 二聯 力疑 義 テ提 ス ト解 スル ノ外 ナ シ。

余 ノ揚 合 二於 テ ノ・結 核 菌 禮 成 分 ト亘態 細胞 ノ蛮

現 トノ關 係 テ上 述 諸 読 二見 ル如 キ特 殊 作 用 テ以

テ読 明 スル ニ ハ甚 シ ク困難 テ感 ジ タ リ。 弦 二於

テ鑑 ル ニ、 人 型 菌 禮 蛋 白 二於 テ最 モ亘 態 細胞 ノ

獲 現 強 ク、 且一A.E.C之 二次 ギ、爾 他 ノ脱 脂 菌 最

モ劣 リ シ事 實 ハ 是 等 注 入物 ノ量 的 差 違 二基 ク ー

非 ル ヤ。 鳥 型 、 「チ モ テー」A-E-C二 於 テ特 二

本 細 胞 多 キ事 實 亦 克 ク之 テ以 テ設 明 シ得 ラル 可

シ。 「リボ イ ド」ノ側 二於 テ モ、 本 設 ノ該 當 スル

ハ 既述 ノ如 久 唯 同 量 テ以 テ特 二蝋 脂 質 二本 細

胞 褒 現 度 大 ナ リ シノ・該 物 質 ガ他 二比 シ難 浦 化 性

ナ リ シ爲 ナ ラ ン。 即 之 ノ・異 物 ト シテ ノ性 状 ノ差

違 ニ シテ特 殊 作 用 二基 クニ非 ズ ト解 セ ラル。

斯 ノ如 ク、 余 ハ亘 態 細 胞 出 現 ノ強 度蛇 二菌 種 ノ

相 違 テ相 比 スル コ トニ依 リ、 凡 テ余 ノ亘 態 細 胞

登 現 テ異 物 反 慮 ト解 セ ン ト欲 セ リ.然 レ ドモ、

特 異 設 テ持 スルー 部 ノモ ノノ・之 ガ 「ラ」氏 型 二屡
じ

スル ノ故 テ以 テ下 ラズ。 サ レバ余 ノ場 合 二於 テ

モ更 二形 態 學 的 検 討 テ試 ミル 必要 アル可 シ。

抑 モ 結 核竈 内 二 見 ラル ・多核巨態細胞 一 關 シテ・・

Langhans(1886)カ'ソ ノ核Ji包盟 縁部 二占居 シ特異 ノ排

列 ヲ示 ス ヲ指摘 ジ、結核 二特有 ノ所見 ト認 メテ以來廣

クLanghans氏 巨態細胞 ト呼 バt/、 一般異物 巨態細

胞 ト別 個 ノ特 異的存在 トセラル ハ周知 ノ事實 タ リ。ソ

ノ由來 二關 ジテハ或 ノ・結 締織母細胞 二、或 ノ・内被細胞

二、或 ハ上皮細胞 二、 其 ノ他 白血球、淋 巴球 ヲ以 テ ソ

ノ母細胞 二擬 シ、甲論 乙駁極 メテ多様 ナ リシが、清野

Aschoff等 ノ網状織 内被細胞 系設 ノ確立以來系統 ノ

細胞 二依 ル所 以一般 二認 容 セラル ニ至 レ!リ。然 レ ドモ
づ

之 ヨ リ如 何 ナ ル過 程 ノ 下 二形 成 セ ラル ヤ ニ 關 シテ・・

軍 一 細 胞 ヨ リ壇 殖 ス トナ ス モ ノ 及 ビ融 合 説 蛇 ニ ソ ノ

折 衷 説 等 ア リテー 致 セ ズ。一 方 斯 カル 研 究 二件 ヒ、「ラ」

氏 型 ト異 物 型 トノ 本 質 的相 違 ヲ究 メ ソ トスル モ ノ亦

少 カ ラ ズ。Baumgarten(1880)ノ ・雨 者 全 ク 同一 ニ シテ

異 物 小 ニ シテ胞 膣 内 二包 含 シ得 ル 時 ノ・「ラJ氏 型 ヲ ト リ

大 ニ シテ 巨態 細 胞 ガ 異 物 内 二 生 ズル 時 ・・核 ノ位 置不

規 則 トナル ト唱 ヘ タ リ。Weigert(1885)ノ ・「ラ』馬 型 ノ成

因 ヲ結 核 菌 毒 素 二蹄 シ、之 ガ爲 二分 裂 後 一 旦 増 殖 セ シ

核 モ胞 膣 中央 部 ヨ リ死 滅 、清 失 ノ止 ムナ キ ニ至 リ、 ソ

ノ結 果胞 膣 原 形 質 ニ モ異 常 ヲ來 シ テ、核 ・・比 較 的 榮養

佳 良 ナ ル 縁 部 二残 留 、特 殊 位 置 ヲ 占 ムルニ至 ル ト云 ヒ、

所 謂 中心 壌 死 説 ヲ提 唱 セ リ。 然 ル ニ若 林 氏 ノ・Weigert

ノ云 フ 中心 壌 死 部 二 多数 ノ中 心 小 膣 ヲ認 メ、壁 立性 核

配 列 ノ因 ヲ之 が爲 核 が胞 膣 縁 部 二膣 迫 、集 合 ノ止 ム ナ

キ ニ至 リタル モ ノ1・シテ 之 ヲ反駁 シ、Herxheimeru.

Roth亦 之 二貸 セ リ。 反 之Bacacs(1926)ノ ・死 後短 時

間 ニ シテ中 心小 膣 ハ謹 明 不 能 トナ ル事 實 ヲ爆 ゲ、若林

氏 等 ノ 中心 小 礎 ハ 遺 存 崩 壊 セ ル核 残 渣 二過 ギ ズ トナ

ス。 一 方 二於 テノ・Rindfleisch,K6ster.(1886)等 ノ提

唱 以 來 「ラ」氏型 ノ出 現 二脈 管(乃 至 腺 管)上 皮 細 胞 ノ關

與 ヲ推 定 シ、管腔 形 成 不 充 分 ナル モ ノガ核 ノ環 状配 列

ヲ示 シテ之 ヲ形 成 シ得 ル コ トアル ヲ認 メ、所 謂 血 管分

芽 説 ヲ認 容 ス ル 者 ア リ。然 ル ニ最 近 前 田 氏 ノ・詳 細 ナル

實 験 ノ下 二「ラ」氏 型 、異 物 型 ・・本 態 的 二何 等 差 違 ナ ク、

原 因 ハ総 テ胞 艦 原 形 質 ノ機 能 障 碍 二基 キ、此 ノ際 局 部

ノ損 傷 輕 微 ナ ル 時 ・・之 ガ原 因 ヲ除 去 或 ・・無 害 ナ ラ シ

ム可 ク、假 令 一 部 原 形 質 損 傷 セ ラル トモ爾 核 ノ ミ増 殖

シ、 軍 純 異 物 ノ如 ク、損 傷輕 微 ナ ル 時 ・・核 ・・無 秩 序 二

密 集 シテ、僅 二之 二遠 ザ カ リテ占 居 ス ル傾 向 ヲ示 シ、

原 形 質 ノ損 害甚 ジキ結 核 竈 ノ如 キ時 ニノ・、核 ・・損 傷 部

二殆 ソ ド出 現 セ ズ、之 ト最 モ遠 隔 ナ ル部 ニ ノ ミ集 合 排

列 シテ 「ラ」氏 型 ヲ形 成 ス ル ニ至 ル ト解 セ リ。帥 チ巨 態
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細 胞 ヲー 種 ノ病 的 産 物 ト解 シ、過 當 ナ ル胞 髄 ノ損 傷 及

ビ充 分 ナル 刺 戟 ノ 持 綾 アル ニ於 テ ノ・刺 戟 物 ノ種 類 ヲ

問 ノ・ズ、又 組 織 成 分 ノ種 類 ヲ問 ・・ズ之 二参 與 シ得 、 異

物 型 「ラ」氏 型 二於 テ ・・遊 走 性 組 織 球 性 細 胞 二依 リテ

形 成 セ ラル ト云 ヒ、上 記 各 説 二明 解 ナ ル反 謹 ヲ墾 ゲ テ

之 ヲ力説 セ リ。之 ヨ リセ バ結 核 二於 ケル 「ラ」氏 型 ノ・畢

寛 異物 型 ノー・種 二止 マ リ、何 ラ形 態 的 二特 殊 蜀 立 セル

モ ノニ非 ズ、而 シテ斯 ノ如 キ見 解 ・・現今 多 ク ノ學 者 ノ

提 唱 ヲ見 ル モ ノ ナ リ。

翻 ツ テ 余 ノ場 合 テ考 察 ス ル ニ、 余 ハ 軍 二結 核 菌

禮 成 分 ノ ミニ 止 マ ラ ズ 「チ モ テ ー 」菌 ノ夫 、 或 ハ

「パ ラ ヒ ン 」ノ如 キ 物 質 二依 リ テ モ 亦 「ラ」氏 型 テ

認 メ、 更 二 前 者 二 依 リ テ モ 異 物 型 テ認 メ タ リ.

斯 ノ如 キ 現 象 ハ 先 述 諸 家 ガ 結 核 菌 禮 成 分 二 基 ク

「ラ」氏 型 ノ登 現 テ 以 テ 、 該 組 織 反 癒 テ結 核 二 特

異 ヅ ケ タ ル 塵 ト全 ク相 一 致 セ ズ 後 者 ノ論 縁 薄 弱

ナ ル テ 明 示 ス可 シ。

次 二重 要 ナ ル 問 題 ・・假 令 異 物 刺 戟 トナス モ、ソ ノ刺 戟

ガ機 械 的 ナ リヤ、 或 ハ化 學 的(毒 素)ナ リヤ ノ問 題 ナ

リ。 保 田氏 ・・Baumgarten(1880)カ'石 炭 酸 二浸 セ シ絹

綜 二依 リテ ・・巨態 細胞 ノ形成 ア レ ドモ 、然 ラ ザル モ ノ

ニ俵 リテ ・・之 無 ク、 叉E.Marchand(1889)カ'沃 度

「フ
ォル ム」加 絹 練 二於 テF.Marchand(1883)カ'「 テ レ

ピ ソ」油 二浸 セ ル海 綿 二於 テ 同様 ノ關係 ヲ認 メ タル が

如 キ事 實 ヨ リ推 論 シテ、Weigertト 齊 シ クー 般 異 物 巨

態 細 胞 が 必 ズ シモ異 物 二依 ツ テ 毎 常 起 ル モ ノニ非 ザ

ル 鮎 ヲ指 摘 シ、機 械 的 刺 戟 ・・重 大 ナ ル意 義 ヲ有 セ ズ、

即 チ假 令 異 物 が不 断 ノ 慢 性 刺 戟 ヲ以 テ 巨態 細 胞 ノ形

成 二適 セル 黙 ノ・認 容 ス ル モ、死 菌 膣 成 分 ノ刺 戟 ヲ軍 二

機 械 的 作用 ノ ミニ蹄 ス ル ヲ得 ズ、却 テ毒 素 ノ刺 戟 作 用

ヲ重 覗 ス 可 キモ ノ ト見 倣 セ リ。然 レ・ドモ氏 が以 テ論 擦

トナ ス、Baumgartenソ ノ他 ノ實 験 ・・敢 テBiingner

(1890)が 海 綿 、 肺 臓 片 等 二 「テ レ ピ ソ」油、 沃 度 「フォ

ル ム」、 或 ノ・葡 萄 状 球 菌 寒 天 培 養 凝 固液 ヲ以 テ常 二巨

態 細 胞 ノ登 生 ヲ認 メ、ソ ノ間、 形 態 的 二何 等相 異 ナ キ

ヲ謹 セ シ實 験 ヲ侯 ツ迄 モ 無 久Lubarschu.Pagel.伊

藤 氏 等 最 近 ノ見 解 ヨ リ シテ、軍 二夫 ノ ミ ヲ以 テ ハ首 肯

シ難 ク、 異 物 ニ シテ適 當 ノ大 サ、 難 清 化 、吸 牧 性 等 ヲ

具 フル ニ於 テ ・・、 假 令 之 二沃 度 「ホル ム」、「テ レ ビ ソ」

油 ノ如 キ物 質 ヲ附 加 ス ル モ、毎 常 巨 態 細 胞 ノ登 生 アル

ノ・明 ニ ジテ、 特 二是 等 ノ物 質 附 加 ノ爲 二、夫/ミ ヲ以

テノ・既二巨態 細胞 ヲ蛋 生 セ シ異物質 が此 ノ際 ソノ形

成 能 ヲ全 ク失 フが如 キコ トノ・了解 シ難 キ虜 ナ リ。

Baumgarten(1880)・ ・慢 性経 過 ヲトル結核 二巨態細胞

多 ク、叉 牛型結核菌 ヲ家 兎二接種 スル時 ハ常 二巨態細

胞 形成 セラルニ不 拘、接種 結核 ヲ再接種ス ル時 ・・殆 ソ

ド之 ヲ見 ザル事實 ヨ リ推論 シテ、結 核菌 ノ毒作用強 キ

ニ失 セバ巨態 細胞 ノ形成 ナク、 帥チWeigert二 反 シ

テ毒素 ハ却 テ ソノ形成 ヲ阻害ス ト云ヘ リ。余 が是迄観

察 セ シ諸實験 ・・凡 テ死物 二依 ルモ ノニシテ、比較 考究

セ シi封照諸訊 モ 亦結核菌 ソノ他 ノ抽 出物乃 至死菌膣

二俵 ルモ ノ トス。 而 シテ其威 二登生 セ シ所 謂結 核様

結節 ト罹 セラル ・モ ノノ・殆 ソ ド凡 テ ノ場合増殖 性攣

化 ヲ指 シ、上皮様 細胞、巨態細胞 ノ有無 ヲ以 テ ソノ特

異性 ノ判定 トセラル。並 二於 テ余 ノ生菌 ヲ以 テセル實

験 ヲ観察スル ニ、此 ノ場合巨態細胞 ノ形成 ハ他 二比 ン

著明 二輕度 ニシテ、殆 ン ド之 ヲ認 ムル能 ・・ズ。抑 モ人

超 結核 二於 テ殊 ニソノ培殖 期 二當 リ「ラ」氏型巨態細胞

ノ獲 現 ヲ見 ル・・事 實ナ リ。然 レドモ此 ノ際人膿 二於 ケ

ル結 核 ノ獲 生 がソノ時期、菌 量二於 テ人工的動物結 核

ノ夫 ト著 シキ懸隔 アルノ・看過 ス 可 カラザル重 要事 ニ

シテ、雨者 ヲ相比 スル ニ ハ同種 ノ條件 ノ下二於 テ之 ヲ

行 フ可 カラザルハ言 ヲ侯 タ ズ.然 ルニ余 ノ場 合 ノ如 ク

感受i生高 キ海狸 二封 シ、人膣 ノ場 合二比 ス可 クモ非 ザ

ル大量菌 ヲ接種 セ シ場合 二於 テ・・、其腱 二生 ズル結 核

性病攣 ハ全 ク急性 炎症 ト見倣 シ得 可 キモ ノナ リ。從 ツ

テ拉 二巨態細胞 ノ登現 ナキノ・當然 ノ錦趨 ニ シテ、何 等

怪 ムニ足 ラズ。然 ルニー度 ビ死結 核菌 ヲ接種 セ シ場

合 ニハ生菌 ノ場合 二比 シ遙 二念性経過 ヲ撮 ル可 キ大

量 ヲ以 テ シテ然 モ常 二巨態細胞 ノ出現 ア リ。然 モ此 ノ

際余 ノ抽 出法 二於 テ・・菌艦 タル ト抽 出物 タル トニ論

無 シ。帥 チ斯 カル事實 ・・蓋 シ後 者二基 ク巨態細胞 ガ常

二全 ク異物反恋 トシテ 出現 セ シモ ノ ト解 スル ニ有力

ナル論 櫨 ヲ他方面 ヨリ與ヘ タ リト云 ヒ得可 シ。次 二

余 ・・Sabin-一一ilkノ所 説 ヲ楡 討 セソニ、彼 等 ノ・巨態細

胞 ガ軍 ニ ソノ核配 列 ノ ミヲ以 テノ、匠別 シ難 キニ鑑 ミ、

越 生趨染色 ヲ用 ヒタ リ。之 二依i・z2〈、(1)異 物巨態細

胞 ・・翠核細胞(圭 トシテ「モ ノチーテ ソ」)ノ融合 二依

リテ生 ジ、融合以前 二存 シタル個 々ノ細胞 内花環状 中

性赤穎粒 ・・一 ノ大 ナル 中心性花瑳 ヲ形成 ス レ ドモ、融

合 終 レバ直チ ニ再 ビ離解 シテ不規則 ナル大 サ、配列 ヲ

示スニ至 リ、且本細胞 ・・「ラ」氏型 二比 シ大型 ナ レ ドモ、

ソノ大 サハー定 セ ズ、(2)「ラ」氏型 ハ常 二所 謂第3期
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上 皮様 細胞 ノ無綜核分裂 二依 リ生 ジ、之 ト齊 ジク胞盟

内 ニノ・常 二等大 ノ微細 ナル 染色穎粒(空胞)ノ花環状排

列 ア リ、而 シテ本細胞 ・・(一)二比 シ小形 ニ シテ且凡 テ

略 く等大 ノー致 セル形態 ヲ備 フ。 ソ ノ作用機轄 二 關

シテノ・、雨者 ハ共 二異物 ノ貧 喰 ノ爲 二形 成 セラ レタル

モ ノナ レ ドモ、後 者ノ・特 二結核菌崩壊 ノ際 二遊 離 セラ

レタル菌盟 内 「リポイ ド」(就中燐脂質 及 特種 飽和脂

肪 酸)二 謝スル反慮 ニ シテ、前 者・・爾 他 ノ複雑 、多様 ナ

ルー般 刺戟 二封 スル反 磨 トセ ラル。帥 チ前者 ハ結核竈

内 二乾酪化、組織崩壌 、再感染 等 ノ未 ダ起 ラザル早期

反磨時 二生 ズル モ ノニ シテ、反之後 者 ノ・細胞壊死、 ソ

ノ他上記各種 ノ退行攣 性生 ジ、刺戟乃至反慮愈 く複雑

化 セル比較 的後 期 二於 テ多倣 二認 メラ1/、而 シテ前 者

ハ結核菌 ノ多数存 セル中心部 二多ケ レ ドモ、後 者・・從

ツテ結核竈 ノ邊縁部 二多 ヅ トセラル。帥 チ異物 巨態 細

胞 ・・結核竈 二於 ケル組織 崩壊、壊 死 二直接比例 シテ塘

減 スルモ ノナ リ。 而 シテ上述 セシ所 ヲ更 二換言 セバ、

結核 ノ急性炎症 時 二於 テ ・・慢 性時 二反 シテ、2種 ノ巨

態細胞 ヲ見 ル ヲ意味スル ナ リ。

斯 ノ如 キ雨型 巨態 細胞 ノ超生膣染色 二基 ク所見 へ 亦

固定染色標 本 二於 テモ之 ヲ窺 ヒ得 ルモ/ニ シテ、氏 等

二依 レバ「ラ」氏型 二團スル モ ノノ・胞盟ZF等 二著染 セラ

ル ・二反 シ異物型 ・・泡沫状 ヲ呈 ス。 即、超生髄染 色時

i著染 セシ顧粒 ・・固定染色時空胞 ヲ示 スモ ノナVド モ、

唯 「ラ」氏型 ノ場 合之 が微細 二過 ギテ辮別不能 トナル爲

卒等 性外観 ヲ 呈 ス ト云 ノ・ル。 余 ノ得 タル所 見 ヲ比ス

ノレニ當 リテ、專 ラ此 ノ標 準二從 ヒテ親察 ヲ下 ス ニ、先

ヅ余 ハ斯 カルニ型 ノ細胞 ヲ認 メタル ・・事 實 ニシテ、叉

著 シク大 形 ノモ ノト小形 ノモ ノ ・2種 ヲ認 メタル コ

トモ確實 ナ リ。然 レ ドモ、此 ノ際 雨者間 ニノ・常 二多撒

ノ移行型 ア リテ、果 シテ ソノ何 レニ罵 セシム可 キヤ剣

定 二苦 シム 場合砂 カラズ。 而 シテ此 ノ多様 性 ・・燐脂

質 二於 テモ、亦 ソノ他 ノ場合 二於 テモ常 二存 在 シ、彼

等 ノ認 メタル が如 ク、唯燐脂質 ノ場 合 二於 テ特 二、小

型 ノZF等 性胞髄 ヲ有 スル巨態細胞 圭位 ヲ占ムル が如

キ所 見ニハ接スノレ能 ハ ズ。更 二所謂 「ラ」氏型 ・・細胞壌 死

ノ進行 ジテー般刺戟 ノ盆 く複雑化 セノレ時期 二却 テ多

数 二認 メラ レタ リ。素 ヨリ此 ノ際 ソノ登現 ガ偶 く加熱

死菌 ソノ他 ノ菌盟 ノ崩壌 ニ ヨ リテ、氏等 ノ所 謂菌 膣内

「リポ イ ドj或 ハ就 中 ソノ特殊脂肪 酸 ノ遊 離 ノ旺盛 ナ

ル時 期 二相當 セ シガ爲 ト解 スル コ トノ・可能 ナ ソ ドモ、

特 二該脂 肪酸 ヲ最 モ 多量 二含有 ス可 キ加熱死菌 ノ崩

壊 時 二於 テ却 テ ソノ含有少 キ脱脂菌 司 リモ「ラ」氏型 ノ

蛋 現著 シク輕 度 ナ リシ事實 ハ訊 明スル能 ノ・ズ。更 二余

ハ著 シク大形 ノ巨態細胞 ニシテ然 モ ソノ核「ラ」氏型排

列 ヲ示 シ、胞 髄亦亭 等二染色 セシモ ノヲ認 ムル ト同時

二小型 ニ シテ爾之 ト全 ク相反 セルモ ノヲモ認 メタ リ。

或 ・・叉 生菌實験 ノ場 合二於 テ組織 ノ崩壌、乾酪化 が他

二比ス可 クモ非 ル強度 ナ リシニ不拘、巨態細胞 ノ蛋現

ヲ見 ズ、或 ・・加熱死菌 ソノ他 二於 テ、 「リポイ ド」ノ刺

・戟 最 モ強度 ナノレ可キ中心部 ニノ・一般 二巨態細胞少 ク、

ソ ノ出現 ノ・雨型 ヲ問 ノ・ズ常 二周邊肉芽竈 ヨリ繊維層

二亙 リテ、然 モ特 ニー定 ノ規 則ナ ク存 在 セ リ。斯 ノ如

ク余 ノ観察 ノ・種 々 ノ黙 二於テ氏 等 ノ所訊 トノ・全 ク相

容 レザル結果 ヲ示 ス ニ至 リタル モ ノー シテ、素 ヨリ此

ノ際斯 カル相違 が共 二超 生髄 染色 二基 ク所見 ノ上 二

立脚 セ シモ ノニ非 ル以上、余 ・・決 シテ之 ヲ以テ確定的

根櫨 ヲ與 フルモ ノ トノ・固執スル能 ノ・ザ レ ドモ、少 ク ト

モ氏等 ノ所説 ヲ 直チ ニ肯 定 スルが如 キ見解 二・・未ダ

到達 シ難 シ。蓋 シ余 ・・前記各章 二於 テ、之以外爾数多

ノ反詮 ヲ墾 グル ヲ得 タノレヲ以テナ リ。

次 二融合説 二關 シテー言 セ ソニ、糸川氏 ハ加熱死菌 ヲ

用 ヒタル ト蝋様 物質 ヲ以 テセル トヲ論 ゼ ズ同種 ノ巨

態細胞、常二登 生 ジ、後者 ノ場合 ニハ前 者二比 シソノ数

優 リ且 早期 二登 生 セ シヲ認 メタルニ加 エテ、是 等 ノ巨

態細胞 ノ・常 ニ ソ ノ内 二菌屍小塊乃至蝋様物質小塊 ヲ

有 スル カ或 ノ・夫等 ノ附近 二存在 シ、ソノ比較 的大 ナノレ

塊片 ヲナス所 ニノ・出現 セズ、反之、菌屍 が孤 立散 在 セ

ル場 合、或 ノ・蝋様 物質 ガ殆 ソ ド菌屍大 ナル時ハ個 々ノ

組織球 性細胞 二 包藏 セラル ・二過 ギザル事實 ヨ リ推

論 ジテ、結 核性巨態細胞 ノ登 生二・・之 ヲ包 メル難吸攻

性被 膜 力●圭役 ヲ演 ジ、嘗 テWeigertソ ノ他 ノ人 々ノ

左 祖 セ シ菌毒素 が果 シテ之 二關與スル モ ノナラバ、僅

二之 ・・一定 ノ大 サニ達 シタル巨態 細胞 ノ登育 ヲ助長

スル ニ止 マ リ、即チ「ラ」氏型 ト云 フモ、ソノ獲生機縛 ハ

異 物型 ト全 ク齊 シク、難 吸牧性 物質 ヲ園続 シテ之 が同

化 、吸牧 ヲ容易 ナラ シメ ソが爲 二生 ジタル融合性食喰

細胞群 二外 ナラズ ト稽 シ、異物巨態細胞 ニテモ、 ソノ

異物若 シ球状 ヲナス ニ於 テノ・巨態細胞 モ 亦之 二慮 ジ

テ必 ズ球状 二類 スル形態 ヲ構 成 シ、斯 カノレモ ノヲ載片

標 本 トナ シテ検索 スル時 ハ所謂「ラ」氏型 二酷似 セル組

胞 ヲ認 メ得 可 シ ト唱 エタ リ。

余モ各實験例 二於 テ屡 く記載 セ シ如 ク、数 個 ノ上皮標

細胞相融合 シテ恰 モ巨態細胞 二 髪 髭 タル 形態 ヲ呈 ス
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ル所見 二接 セ リ。但 シ斯 カル組織像 ヲ執 ラシムル物 質

二關 シテ、何 レが ソノ能力強 キヤ否 ヤノ・明確 二決定 ス

ル能 ハズ。新 家、伊藤氏等 モ亦結核菌抽 出物 二就 キテ

同様 ナル所見 ヲ認 メ、 湊川氏亦加熱死 菌及毒素(「 ツ

ベルク リソ」)物質 ヲ以 テ之 ヲ確認 スル所 ア リ
。斯 ノ如

キ結核菌抽 出物 ヲ以テ セル以外、一般 巨態細胞 二就 キ

テ、渡邊 氏・・藪 個 ノ類 上皮細胞相寄 リ密集 シ、然 モ各

細胞間 二間隙 ヲ窺知 シ得 ルモ ノ・・巨態細胞 ノ前駆形

ナ リトシ、清野 氏・・巨態 細胞 形成 二際 シ核分剖像殆 ソ

ド確認 セラt/ズ 、叉事實 上組織球 が異物 ノ周園 二密 集

融合 シ巨態細胞 ヲ形成 ジッ ・アル像 ヲ検出 シ得 ラル

ル事等 二依 リ、共 二融合読 二左 祖セ リ。然 ル ニ林氏 ・・

斯 カル融合像 ノ・総 テ異物 二依 ル病竈 内 ノ水腫 性 トナ

レル細胞 集落 二過 ギズ シテ、其 ノ繊 弱 ニシテ腫 脹 セル

原形質 が互 ヒニ密接 セル爲、境界不鮮 明 トナ レル ニ過

ギズ、一度 ビ炎症潰退 セバ原形質縮小 シテ再 ビ是等各

細胞 ノ境界 明瞭 トナ リ巨態細胞 二 非 ル ヲ認 メ得可 シ

ト唱エテ之 二反封 ヌル所 ア リ。

余モ斯 カル 融 合像 ヲ認 メ得 タル ハ事實 ナ リ。然 レ ド

モ、若 ジ此 ノ際 之 ヲ巨態細胞乃至 ソ ノ前駆形 ト見倣 ス

ニ於テノ・、他 ノー般 巨態細胞 ト甚 ダ趣 ヲ異 ニヌルモ ノ

ト認メザル ヲ得 ズ。 即、前者 ノ・核数甚 ダ少 ク、 而 シテ
コ

ー般 巨態 細 胞 が遙 二多 数 ノ核 ヲ有 シ
、然 モ ソ ノ胞 燈 ノ

大 サ ガ ソ ノ核 籔 二 該 當 ス 可 キ 上 皮様 細 胞 藪 ノ総 和 ト

ハ到底 一 致 ス 可 クモ 非 ル程 二小 ナ ル 所 見 ヲ呈 ス ル ト

著 ンク趣 ヲ異 ニ セ リ。 加 之 、後 κ二於 テ屡 ζ多 数 ノ核

が巨態 細 胞 内 ニー 標 二分 布 ス ル コ トナ ク、部 分 的 二密

集 セ シ所 見 ヲ 認 メタ ル 事實 ・・多 数 ノ細 胞 が融 合 ジテ

之 ヲ形 成 セ ル モ ノ ト推 定 ス ル ニ ハ甚 シク 困 難 ヲ感 ゼ

シム。固 ヨ リ斯 ク ノ如 キ細 胞 構 造 ノ攣 化推 移 二關 シテ

ハ例 ヘ バ核 膜 染 色 、 生 盤 染 色 等 特 殊 ノ 染 色 ヲ以 テ愼

重 、 詳 細 二 楡 ス ル ノ緊 要 ナ ル ・・言 ヲ侯 タザ ル所 ニ シ

テ、 余 ・・伊 藤 、 糸 川 、i新家 氏 等1・齊 シ ク、 斯 カル操 作

ヲ施 サ ズ、 從 ツ テ 余 ノ 所 見 ヨ リ直 チ ニ結 論 ヲ断 定 ス

ル ・・珈 早急 ノ誹 ナ キ ニ シモ 非 レ ドモ、少 ク トモ余 ・・上

述 セ シ理 由 ヲ リシテ 、余 ノ認 メ タ ル融 合 像 ヲ直 チ ニ以

テ 融 合性 巨 態 細 胞 登 生 説 ノ 有 力+ル 論 慷 トナ ヌ ニ躊

躇 ヲ感 ズル モ ノア リ。

Medlar氏 ・・結 核 ・場 合 巨 態 細胞 ノ形 成1・乾 酪 化 トニ

密 接 ナ ル 關係 アIJト ヅ、帥 之 ・・小 ナ ル乾 酪 竈 ヲ園 続 セ

ル 軍 核細 胞(上 皮標 細胞)ノ 集 團 ヲ意 味 スル モ/ニ ン

テ、ソ ノ生 活 セル 原 形 質 ト シテー 般 二認 メ ラル ・モ ノ

ノ・實 ハ小 乾 酪 竈 二相 當 シ、往 々此 ノ部 二認 メ ラル ・核

屑 片 、 菌 膣 、炭 粉 沈 著 等 ・・軍 二之 ヲ撮 取 セ ル 軍 核 細 胞

二 由來 ス ル ニ過 ギ ズ トナ シ、ソ ノ「ラJ氏 型 核 配 列 モ之

ヲ以 テ解 セ ラル ・ト共 二往 々孤 立性 巨態 細 胞 性 結 節 以

外何 等 ノ結 核 病 攣 ナ キ結 核 竈 ノ存 在 モ 、亦 之 ニ ヨ リテ

合理 的 二説 明 セ ラ ル ト唱 ヘ タ リ。 即、巨態 細 胞 ・・決 シ

テ結 核 二特 有 ナ ラ ズ、之 ・・唯 軍 核 細 胞 二園 綾 或 ・・浸 潤

セ ラ レ、 一 般 二 ・・淋 巴 球 、多 核 白血 球 二極 メ テ 乏 シ キ

炎性 死滅 組 織 ノー部 ニ シテ、軍 二組 織 修 復 ノ目 的 ヲ以

テ乾 酪 竈 二 生 ジ タル 異 物 反 鷹 ノ 現 ノ・レニ過 ギ ズ ト云

つナ リ。 氏 ノ所 説 ハ 甚 ダ燭 創 的 ニ シテ、融 合説 以 外 更

ニー 設 ヲ形 成 ス ルモ ノナ レ ドモ、余 ハ遺 憾 ニ シテ氏 ノ

如 キ所 見 二接 スル 能 ・・フご。 此 ノ際 氏 ・・一 方 二於 テ乾

酪 竈 ・・常 二 多核 白血 球 竈 ヨ リ 生 ズ ト ノ見解 ヲ有 ス。

從 ツテ 白血 巷 ノ立場 ヨ リ考察 セバ 、ソ ノ崩 壊 ヲ侯 ツ テ

初 メ テ 巨態 細胞 ノ登 生 ア リ トナ ス モ ノ ー シテ、結 核 二

於 ケ ル 巨態 細胞 ガ 修 復 期 二登 現 ス ル 異 物 反 磨 ノー 二

過 ギ ブごトナ ス黙 二於 テ ハ余 モ 亦 同 感 ナ レ ドモ、之 が登

生 機 輻 乃 至 本 態 二於 テ ・・左 祖 スル 能 ・・フご。 蓋 シ余 ハ

後 述 ス ル如 ク、乾 酪 化 二塁ナス ル 白血 球 先 行説 ヲ承 認 シ

得 ザ ル ノ ミナ ラ ズ、果 シテ氏 ノ設 〃如 ク眞 ・巨 態 細 胞

ノ・最 悪 性 増 殖 性 新 生組 織 ノ ミニ存 ス トス ル ナ ラ バ、余

ガ乾 酪 化 ナ ク シテ 屡 く認 メ タ ル「ラ」氏 型 巨 態 細胞 ガ

如何 ナ ル範 癖 二囑 ス 可 キ ヤ 甚 ダ設 明 二 苦 シム所 ナ ル

ヲ以 テ ナ リ。

第二章 早期反鷹 トシテノ多核 白血球 ノ意義 二就 テ

Yersin(1888)及Borrel(1893)が 結 核 蔚 ヲ家 兎静 脈 内

二接 種 ジ肺 臓 二於 ケル岬 期 反 慮 ト シテ 多 核 白血 球 ノ

遊 出 ヲ認 メ 、ソ ノ旺 盛 ナ ル 菌 貧 喰 ヲ注 目 シテ以 來 、 之

二關 ス ノレ報告 多 数 ア リテ 、一 般 二異議 ナ キ ガ如 ク ナ レ・

ドモ、 此 ノ際 本 現 象 ト結 核 トノ間 二、殊 二特 殊 ノ意 義

ヲ附 與 セ ソ トヌ ル モ ノ勘 カ ラ ズ。Herxheimer(1903)

・・結 核 菌 ガ各 細 胞 二necrotisch二 働 ク ト同 時 二多 核

白血 球 二 ・・趨 化 性 二働 ク トシ、Kostenitscha.Wolkow

(1892)モ 結 核菌 二・・特 二多 核 白血球 ノ遊 出 ヲ促 ス可

キ毒 素 ア リ ト シ、此 ノ早 期遊 出 ヲ名 付 ケ テ 第 一 次 反 磨
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ト呼 ブ ト共 一 乾 酪 化先 行 性 白血 球 遊 出 ヲ第 二 次 反 慮

1・ナ シ、本 細胞 二重 要 ナル 役割 ヲ認 ムル 所 ア リ、Lewis

己.Sanderson.(1927)・ ・結 核 死菌 ノ場 合 多核 白血 球 ノ

出現 が生菌 ノ場 合 二比 シテ顯 著 ナ ラザ ル ヲ認 メ、之 ヨ

リ本 細 胞 ノ出 現 ヲ以 テ軍 二異 物 反 磨 ト見 倣 ス 能 ・・ズ、

斯 ・・freeノ 生 菌 二封 ス ル特 殊 反 磨 ナ リ1・セ リ。 但 シ

此 ノ際 氏 ハ多 核 白血 球 ノ結 核 菌 貧 喰 、或 ・・雨 者 間 二特

殊 緊 密 ナル 物 理 的 關係 ノ 存 在 等 ヲ認 メ 得 ザ リシ ヲ論

擦 ト シテ、本 細 胞 ノ遊 出 が菌 髄 ソノ モ ノニ關 ス ル ニ非

ズ シ テ、 寧 ロ ソ ノdiffusionsproduct乃 至 破 壊 産 物 二

由來 ス可 キモ ノ ト解 セ リ。Medlar(1929)モ 結 核 二於

ケ ル多 核 白 血球 ノ寝 潤 ノ・決 シテニ 次 的感 染 二 由來 ス

ノレニ非 ズ シテ結 核 菌 ノ 特 殊 崩 壌 産 物 乃 至 ソ ノ特 殊 造

成 物 二依 ル ト唱 工、就 中氏 ・・早 期 反 嘔 以 外乾 酪 化 二封

シテ此 ノ重 要 性 ヲ提 起 ス ル所 ア リ。Volwald・ ・本 細 胞

ノ浸 潤 バー 時 性 ナ レ ドモ、之 ヲ無 覗 ス 可 キ ニ非 ズ、 之

ハ流 血 中 ノ結 核 菌 ヲ貧 喰 ジタ ル 後 、血 流 緩 徐 部 二集 籏

停 溝 ジテ 、 並 二結 核 菌 ノ濃 縮 、 限 局 ヲ 企 圖 ス ル ト共

二 、後 來 必 ズ此 ノ部 二上 皮様 細 胞 性 結 核 ヲ惹 起 セ シ ム

ル モ ノ ニ シテ、 即 チ、結 核 竈 ノ形 成 登 展 ・・必 ズ本 細 胞

ノagency二 依 リテ 生 ズb云 ヘ リ。 久 持 氏 ・・各 型 結

核 菌 ノ ミナ ラ ズ「チ モ テ ー」菌 、鼠 癩 系 抗 酸 性 菌 二依 リ

テ モ、早 期 貧 喰細 胞 トシテ、 本 細 胞 ノ遊 出 ア リテ、 ソ

ノ間 著 差 ナ キ ニ反 シ、 墨 汁 ヲ 以 テ シテ ノ・ソ ノ登 現食

喰、 共 二極 メテ微 弱 ナル ヲ認 メ、之 が注 目 ヲ促 ス所 ア

リシ が、特 ニ ソ ノ解 繹 二關 シテ ノ・言 及 セ ズ。 竹 内 氏 一

派 ノ所 説 二 關 シテ ハ既 述 ノ如 ジ。

Kostenitsh等 ノ所 謂 第 一 次 反 磨 ・・宮 田、 住 田、 堀 地 、

Kageyamaa.Sanderson.ソ ノ他 多 薮 ノ學 者 二依 リ、

殊 二 實 験 的動 物結 核 二 於 テ、 ソノ事 實 ヲ認 容 ス ル モ

ノ甚 ダ 多 ジ。

然 ル ニー 方 二於 テ ・・Mc.Callum(1928)・ ・假 令 、急 性

結 核 二 於 テ モ多 核 白血 球 ノ・極 メ テ勘 キ モ ノニ ジテ、淋

巴球1生 細胞 、 類 上 皮 細 胞 ヲ重 硯 ス 可 ジ トナ シ、Smyth

ハ 早期 反 慮 二於 ケ ル本 細 胞 ノ 出現 ヲ浮 游 液 ソ ノモ ノ

乃 至 破 屡 セ ラvenル 菌 髄 二飾 ス ル所 ア リ。Mallory・ ・

之 ガ唯 菌 量多 キ場 合 ニ ノ ミ生 ズ ル現 象b考 へ、Engel-

hardt亦 之 二賛 ス。Krause(1926)・ ・大 量 ノ結 核 菌 侵

入 時 、 ソノ大 ナ ル 集籏(fokalisation)二 封 ス ノv早期 反

磨 トシ テ、 多 核 白血 球 が覗 野 ヲ占 ム レ ドモ、之 ・・唯 凝

集 セ〃 蛋 白 二封 ス ル 非 特 異 性 反 鷹 トセ リ。 之 二i封 シ

テ ・・Gardner(1930)ノ ・如 何 二結 核 菌 少 〃 トモ起 ル ト

云 ヒ、Loong.Volwalda.Holley(1931)モ 血 管 内接 種

二依 リテ ノ・造 血 機 能 ノ 刺 戟 二依 ル コ ト亦 否認 シ難 ケ

レ ドモ、 角 膜 乃 至 氣 管 内 二 極 メ テ 微 量 ヲ注 入 シ テ爾

且 之 ヲ謹 セ シコ トヨ リ、該 現 象 が決 シテ 菌 量 ノ多 少 二

依 ラ ザ ル所 以 ヲ 明 カニ セ リ。 然 レ ドモ高 岡 氏 ・・人 工

的 家 兎 眼 結 核 二於 テ 早 期 反 磨 トシ テ、多 核 白血 球 ノ出

現 ア ル ・・事 實 ナ レ・ドモ、軍 二濃 厚 食 鞭 水 ノ ミ ヲ以 テ シ

テ 尚 之 ヲ認 ム ル コ トヨ リ、此 ノ際 結 核 菌 毒 素 ノ作 用 ・・

必 ズ シモ 必 要 ナ ラ ズ ト云 ヒ、Igersheimer〈1932)ノ ・結

核 菌 ノ刺 戟 二i封ス ル 反 磨 作 用 急 激 ナ ル 程 血 管 ヨ リ ノ

淋 巴 細胞 ノ遊 出 著 明 トナ リ、菌 量 大 ナ ル 時 二多核 白血

球 が 化走 的 二誘 致 サル ・ トセ リ、結 核 菌 氣 管 内 接種 時

二於 テ モ最 初 二遊 走 、食 喰 ス ル ハ大 型 上 皮 様 細 胞 ニ シ

テ、多 核 白血 球 ・・之 二次 グ トナ シ(Watariabe,Herx-

heimer,T6ppich.村 田、 坂 本 、 大 高 、束 田 等)、 而 シテ

多 核 白血 球 ノ出現 が 大量菌 ヲ 用 ヒ タル 時 ニ ノミ惹起

ス ル 非 特 異 的 反 鷹 ナ ル 可 シ ト云 フ モ ノア リ(渡 邊、坂

本 、Pagel等)。Kageyama(1925)・ ・白血 球 ノ遊走 ・・

網 状 織 内皮 細 胞 ノ増 殖 、死 滅 二績 イ テ起 ル モ ノニ シテ

決 シテ早 期 特 殊 反 慮 ト シテ 出 現 ヌル ニ 非 ズ ト云 ヒ、

Cunningham,Sabin,Arnheima.Kindwallノ ・結 核形

成 二封 スル 早 期 反 旛 ノ、常 二 「モ ノチ ー テ ソ」ナ リ トシ、
　

Sabina.Doanモ 結核菌家 兎静 脈 内注射後肺臓 ノ掻

爬標本 二於テ何 等炎症細胞 ノ 直接塘殖 セル ヲ認 メザ

リシガ紺田氏 ・・「マウス」二於 テ同法 ヲ行 ヒ常 二喰菌

多核 白血球 ヲ検 出セ リ。

要 之、 實 験 的 感 染 結 核 動 物 二於 テ、 多核 白血球

ノ遊 出最 早 期 二生 ズ ル ノ・現 今 之 テ認 メテ過 ナ キ

ガ如 クニ シテ、 余 モ亦 常 二之 テ認 ノタ リ。 此 ノ

際 齊 シ ク肺 臓 二封 シ氣 管 内接 種 テ行 ヘ ル多 ク ノ

學 者 ガ大 軍 核 細 胞(上 皮 様 細 胞)ノ 多核 白 血球 二

先 行 シテ、 反 慮 セル テ認 メ シニ反 シ、 静 脈 内注

射 二於 テハ常 一多核 白 血球 先騙 集 籏 スル テ認 メ

タ ル モ ノ多 キ ・・聯 注 目 二償 ス可 キ虚 ナ レ ドモ、

余 ハ之 二關 シテ ハ實 験 的 根 朦 ラ訣 キ遺 憾 乍 ラ批

判 テ下 ス能 ハ ズ。 然 レ ドモ若 シ、 結 核 菌 ニ シテ

特 殊 ナル 多核 白血球 趨 化 性 物 質 テ有 スル ニ於 テ

ノ・、 斯 カ ル相 違 ナ カル可 キ理 ナ レバ、 此 ノ貼 二

於 テ ハKostenitscha.Walkow,LeWisa・

Sanderson等 ノ所 読 二封 シ疑 義 ラ與 フ可 シ。 一

方 二於 テ、 余 ノ・蕾 二生 菌 二 止 マ ラズ、 各 種 死菌
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禮 或 ハ抽 出物 二依 リ、 結 核 菌 タル ト否 トニ論 ナ

ク、常 二多核 白 血球(圭 トシテ擬 「エ オ ジ ン」嗜 好

細 胞)ノ 最 早期 二遊 出 シ、來 ル テ認 メ タ リ。 帥結

核 生菌 ノ場 合 二於 ケルKostenitscha.Walkow

ノ所 謂 第一 次 反 庭iテ認 ムル ト同 時 二、 然 ラザ ル

場 合 二於 テ モ、 亦 之 二該 常 ス可 キ所 見 二接 シタ

ル モ ノニ シテ、 且 之 ガ結 核 菌膿 成 分 ノ ミニ特 二

顯 著 ナ リ シ トノ'構スル能 ハ ズ、 帥 之 ヨ リセバ 多

核 白 血球 ノ出現 ガ特 二結 核 菌 ト特 殊 ノ關係 アル

ガ如 ク思 惟 ス ル ゴ トノ・困 難 ナ リ。

Sabin,Doana.Forkner!1930)・ ・燐脂質(人 型結核菌)

腹 腔内注入後、腹膜乃至大謂 二於 ケル結核様組織 ノ登

生二當 リ、多核 白血球 ハ素 ヨ リ異物反懸 トシテ最 早期

二遊 出 シ來 レドモ、之 が集籏 シテ、膿瘍 ヲ形成 スル コ

トナク、ソレ以前 二既 二「クラス マ トチーテ ソ」二依 リ

テ貧喰 セラル ト云 フモ、余 ノ場合皮下接種 二於 テ・・常

二膿瘍 ノ形成 ア リテ、組織 球性細胞 ノ貧喰、素 ヨリ旺

盛ナル ニ不拘、然 モ爾 之 ヲ見 タ リ。斯 ノ如 キ相違 ・・、

或 ・・注 射局所 ノ差 二脹クヤモ計 ラ レザ レ ドモ、一方氏

等 が燐脂質 内特 殊造結 核性物質 トナス 飽 和脂肪酸投

、與後 ニハ常 二多核白血球 ノ 清失 ナク往 々膿瘍 ヲ作ル

トナセルニ不拘、燐脂 質 ノ場合二 ・・軍 二最初 ノ数回 ノ

ミニ本細胞遊 出 シテ爾 後ハ如何 二之 ヲ注入スル モ、ソ

ノ現 象ナク、只管、「ク ラス マ トチーテ ソ」二依 ル破壊

ノミ磯 リテ、然 モ之 二 ・・、2日 ヲ要 セ ズ ト云ヘル ヲ見

ソバ、果 シテ燐脂質 が膿瘍 ヲ形成 スル コ トナ ク、專 ラ

持 殊結核様組織形成 二/ミ 關與 スルモ ノナ リヤ否ヤ、

疑 ナキ能 ・・ズ。換 言 セバ氏等 ノ・多核 白血球 ノ遊 出 ヲ唯

異物反慮 トシテ解 セ ン トスルモ ノナルニ不拘 、然 モ之

ガ結核菌多糖類 二依 リテ・・毎注射時 二 新 シキ遊 出 ヲ

起ス ニ反 シ、燐脂質 ノ場合 二・・決 シテ之無 キ ヲ理 由 ト

シ、他面後者 ニハ結核形成能 ア リテ、前者 二之無 キ ヲ

論 櫨 トシテ、結 核菌髄成分 中白血球浸潤現 象 ノ相 異 ヲ

以 テ恰 モ ソノ間二特 殊ナル差異 アル ガ如 久 解 セ ゾ ト
ゲ

ス ル モ ノナ レ ドモ 、 斯 ノ如 キ ・・余 ノ執 ラ ザル 慮 ニ シ

テ、 余 ノ・結 核 菌 タ 〃 ト否 トニ論 ナ ク、ソ ノ菌膿 成 分 ノ

誘 起 スル 白血 球 遊 出 土 ・・決 シ テ本 質 的差 違 ナ ク、暇 令

ソ ノ程 度 二於 テ 多少 ノ強 弱 アル モ 、斯 ・・唯 異 物 トシテ

ノ量 的 乃 至 物 理 的 相 違 二一基 ク ヲ主 トシ、帥 千本 細胞 ・・

輩 二所 謂Mikrophagenト シ テ生 ジ決 シテ結 核菌 二基

ク特 殊 物 質 ノ 鴬 ナ ラ ズ ト思 罐 ス。 見 玉 氏 ノ・襲 砂 結 桟

菌 浮 游 液(毒 素)ノ・家 兎、海 狸 ノ白血 球 ヲ死 滅 セ シ メ、

ソ ノ・凪度 ・・該 毒 素 ノ多募 二比 例 ス レ ドモ、 同菌 ノ 「ア

ル コ ール」或 ・・1エ ー テ ル」抽 出 物 ハ却 ツテ 白血 球 ヲ増

加 セ シ ム ト 唱 へ が り。 余 ノ場 合 白血 球 ノ崩 壌 ガ斯 ノ

如 キ理 由 二基 〃 二非 ザ ル ハ 贅 言 ヲ 要 セ ザル 彪 ニ ンテ

氏 が所 謂 圭 免 疫 静 ト考 フルTuberculo・1eucocidinノ 存

在 ノ・素 ヨ リ余 ト検 索法 竪ナ ル ヲ以 テ確 言 ヲ揮 レ ドモ、

多 ㌻疑 ナ キ能 ハ ズ。

富 田 氏 ノ・葡 萄 状 球 菌 ノ「エー テ ル」、「アル コー ル」睨 脂

菌 が「マ ウス」皮 下 二 鋒テ 該抽 出 物 二比 シテ 細 胞1蔓潤 、

膿瘍 彩成 、 崩壌 等遙 二強 ク、 ソ ノ周 邊 ノ遊 走 細 胞 、結

締 織 血 管 ノ新 生 、 充 血 等 亦前 者 二強 キ ヲ認 メ テ、 壁

脂 菌 ノ免 疫 學 的 二毒 力 強 ク、食 細 胞 ノ貧 喰力 阻 害 呉 キ

事 實 ニー 致 ス ト云 ヒ、而 シテ 白血 球 ノ崩 壌 ヲ 毘菌 ノ寺

素 二基 〃直接 ノ破 壊 作 用 ト 實 喰 後毒 素 二制 セ ラ ソテ

崩 慶 二至 ル 間 接 作 用 トニ分 ツ ト共 二、ソ ノ軟 化 竃 ノ形

成 ハ周 邊 組 織 内細 胞 浸 潤 ノ 爲 血 行 歴 迫 障 碍 セ ラ レテ

榮 養 杜 絶 スル ニ依 ル ト解 セ リ。余 ノ結 核 菌 二俵 ル實 験

二 於 テ ノ・斯 カ ル 遊麗 ナ ルー一定 序 列 ヲ認 メ難 ク、脱 脂 菌

間 二於 テモ 、抽 出 物 間 二 於 テ モ尚 種 々混 沌 タル 結 論 ヲ

得 、特 二雨 者 間 二 ・ミ明 確 ナル 差 異 ヲ認 ムル 能 ノ・ザ リ

キ。唯 此 ノ際 兵 が是 等 ノ物 質 ヲ以 テ セル 所 見 ノ記 載 ガ

余 が結 核 菌 ノ種 々ナ ル物 質 ヲ 以 テ セ シ場 合 ト殆 ソ ド

同様 ナ リシ コ トハ注 目 二債 ス 可 ク、之 ヨ リ シテ モ、 余

ノ所 見 が 決 シ テ 結 核 菌 二特 有 ナ ラザ ル 所 以 ・・推 論 シ

得 可 シ。'

第三章 淋巴球二就テ

結核 症 二於 ケ ル 淋 巴球 ノ 意義 ハ從 來 種 々論 議 セ ラ レ

シ虜 ニ シテ、或 ハ感 染 動 物 膣 ノ抵 抗 力 ヲ示 フ ト云 ・・ノレ

(Sabin,Schiling,Flinna,Flinn,Murphy等)。 今 、 病

竈 二於 ケル 本 細 胞 遊 出 ノ本 態 如 何 ヲ尋 ヌル ニBerge

(1909-1920)・ ・海狸 、 家 兎 ノ胸 、 腹 腔 二扁 桃 油 、骨 油 、

「レ!チチ ソ」等 ヲ注 入 軟 淋 巴球 ザ「リパ ー ゼ」ヲ有 シ
、

且 旺 盛 ナ ル貧 喰能 ヲ獲 揮 セ シ ヲ認 メ、之 ヨ リ推 論 シテ

「リポ イ ド」被 膜 ヲ有 スル結 核菌 、癩 菌 等 二勤 スル作 用

亦 自 ラ明 白 ナ リ トジ、而 シテ ソ ノ暁脂 作 用 ノ・瑚園 ノ液

髄 二酵 素 ヲ與 つル コ トニ俵 り遊 離 ノ状 態 二存 スル菌
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ニ モ 及 ブモ ノ ニ シテ、Muchノ 穎 粒 ・・結 核 菌 ノ特 殊

型 二非 ズ、斯 ハ脱 脂 結 核 菌 ノ破 壌 期 ヲ示 ス ト稽 セ リ。

爾 來 氏 ノ所 説 ・・Aschoff-Kamiya,西 部 、 横 巻 等 二依

リ、 細 胞 學 的 判 断 ヲ誤 リタル モ ノ ト シ、之 が組織 球 性

細 胞 二過 ギ ザル所 以 ヲ強 調 セ ラ レ、Okuneffモ 「ラ ノ

リ ソ」油 、 「才 リー ブ」油 、 結 核 菌 「リポ イ ド」、「コ レス

テ リ ソ」等 ヲ静 脈 内 二注 入 スル モ、 特 二淋 巴球 ノ培 加

ナ キ ヲ認 メ テ、Bergeノ 設 二疑 義 ヲ 提 セ リ。 然 ル ニ

Steudner・ ・淋 巴球 ノ貧 喰 能 ナ キ ・・之 ヲ認 ムル モ 爾脂

肪 分 解 酵 素 二 依 リテ結 核 菌 、 癩 菌 、「チ フス」菌 等 ノ蝋

質乃 至 特 殊 被 膜 ヲ有 ス ル 菌 二親 和 力 ヲ有 ス トシ、紺 田

氏 亦 之 ヲ文 獄 的 二認 メ ン トス、 反 之、Reedノ ・結 核 菌

蝋 質 、 蜂 蜜 、「ラ ノ リ ン」等 ヲ供試 シテ何 等 淋 巴球 二該

能 力無 キ ヲ立謹 スル 庭 ア リ。Goしtlieb・ ・脂 肪 及 「リポ

イ ド」分 解 酵 素 が淋 巴 球 以 外 「モ ノチ ー テ ソ」二依 リテ

モ恐 ラク作 プル ・可 シb2Bergeノ 訊 ハ否 定 シ難 シ

ト云 ヒ、岡 田 ノ・「リパー ゼ」ト淋 巴球 ノ問 二全 ワ關 係 ナ

キ ニ非 フごト錐 モ 、華 岡 ハ肝 油 、 石 松 子 、澱 粉 ヲ家 兎 肺

臓 二供試 シ テ特 二肝 油 ノ場 合ニ ノ ミ淋 巴球 ノ遊 出 旺

盛 ナ ラ ズ、Wagnerが 種 々 ノ 油 類 、 脂 肪 ヲ皮 下 二注

入 シテ淋 巴球/早 期 出現 ナ ク、脂 肪 トノ特 殊 観 和 力 ヲ

言登セ ザ リシ ニ左 祖 セ リ。

一 方 二於 テBergelノ 所 訊 ・・組 織 培 養 ノ立 場 ヨ リ就 中

Maximow/Polyblasten説 出 ヅ ル ニ 及 ビ テ 盆B紛 糾

ヲ重 ヌル ニ至vリ 。Smythハ 淋 巴球 貧 喰 ヲ記 載 シ、

Timofejewskiu.Benewolenskajaハ 「モ ノチ ー テ ソ」

及 淋 巴 球 が 多核 白血 球 二比 ン 結 核 菌 二 封 ス ル 著 シキ

積 極 性 及 ビ抵 抗 性 ヲ 示 シ、 且 旺 盛 二 貧 喰 スル ヲ認 メ

Bergel(1927)亦 本 法 ヲ以 テ氏 ノ所 論 ヲ更 二確 立 スル

ニ至 リタvド モ、 倉 重 、植 田 、聴 見 、P.u.E.Jonescu一
の

Lewisa.Websterソ ノ他 最 近 ノ研 究 者 ・・何vモ 淋 巴

球 が結 核 菌 二封 シ無 關 心 ニ シテ、 菌 塊 二蝟 集 、貧 喰 ス

ル ヲ認 メ ズ、村 上 氏 ハ從 來 ノ論 孚 ノ因 が各 種 細 胞 混 在

二依 ル 組 織 培 養 ヲ以 テ セ シニ基 〃 ト解 シ、淋 巴球 ノ純

粋 培 養 ヲ行 ヒ、決 ジテ 菌 貧 喰 ナ ク組織 球 性 細 胞 ヘ ノ縛

化 ナ キ ヲ立 詮 ス レ ドモ、 此 ノ際 、 倉 重 、植 田氏 等 二反

シ淋 巴 球 ・・結 核 菌 二 封 ン アル 程 度 ノ 趨 化 性 ヲ有 ス ト

云 ヘ リ。Lewisd.Sandersonハ 淋 巴 球 ノ出 現 ・・感 染 ＼

二 封 ス ル 反 噸 ニ シテ 防禦 二非 ズ、 蓋 シ人 型 、牛 型 雨結

核 菌 ヲ家 兎 二注 入 スル 時 、若 シ淋 巴球 ニ シテ 反 臆 二重

要 ナル モ ノナ ラバ 雨 者 二差 異 アル 可 キ ニ不 拘 、之 無 キ

事 實 ヲ理 由 トセ リ。Medlar・ ・淋 巴 球 ・・危 瞼 性 物 質 ヲ

包園 ス可 ク、叉 ハ繊維化 二依 リ之 ヲ器質化 ス可 ク重 要

ナル役割 ヲ演 ズルモ ノト解 セ リ。

蘇 ツテ余 ノ場 合 テ考 察 スル ニ、 脱 脂 結 核 菌 、或

ハ各 種 「リボ イ ド」テ以 テ 人ル モ
、 後 者 二特 二淋

巴 球 ノ多 撒 遊 出 テ認 メ ズ、 又 「レチ チ ン」テ以 テ

セ ル場 合 モ 同断 ニ シテ、 之 ヨ リセバ 、 淋 巴球 ノ

脂 肪 、 或 ハ 「リボ イ ド」二封 スル特 殊 親 和 性 テ否

定 セザ ル テ得 ズ。松 波 氏 ハ豚 脂 、 磯 「リボ イ ド」

等 ノ皮 下 接 種 二依 リBergel読 テ肯 定 ス レ ドモ、

余 ノ・之 二質 セズ、 華 岡、Wagnerソ ノ他 二左 担

ス ル モ ノナ リ。 一方 生 菌 テ以 テ セ シ場 合 テ省 ル

ニ、 此 ノ際 常 二淋 巴球 ハ 多数 遊 出 ア リタル モ ノ

ニ シテ、 爾 他 ノ物 質 トノ・到 底 同 日 ノ談 二非 ズ。

但 シソ ノ早 期 反 慮 二封 スル意 義 二 關 シテノ・一般

二梢 ≧後 期 二多 キ感 ア リテ
、 早 期 ニハ 多核 白血

球 最 モ 圭位 テ占 ム。 又動 物 種 届 間 ノ差 違 二關 シ

テ ノ・「マ ウ ス」二殊 二旺 盛 ナ ル 遊 出傾 向 ア リタ

リ。 然 レ ドモ後 者 ノ・亦 生 菌 以 外 ノ墨 汁 ノ如 キニ

依 リテ モ、 之 テ認 メタ ル モ ノニ シテ輩 二之 ノ ミ

テ以 テ結 論 テ下 ス能 ハ ズ、 唯 少 ク トモ淋 巴球 が

早 期 反 慮 二重 要 ナ ラザ ルハ 各 試 獣 テ通 ジ之 ヲ認

メ テ妨 ゲ ナ カル可 シ。余 ノ・生菌 ノ場 合 二於 テモ、

他 ノ菌 膣 成 分 ノ場 合 二於 テ モ、 淋 巴球 ノ貧 喰 能

テ肯 定 ス可 キ所 見 一ノ・毫 モ接 スル能 ハ ズ。 .IS(,海

狽 、 家 兎 ノ間も 生人 型 結 核 菌 テ以 テ セ シ淋 巴球

ノ遊 出 一ハ何 等 顯 著 ノ差 違 テ認 メズ。 即之 ヨ リ

セバ 生菌 感染 二封 スル 淋 巴球 ノ意 義 二就 キ テハ
　

斯 ハ感 染 二封 ス ル反 慮 ニ シテ、 決 シテ防 禦 ノ意

義 ヲ有 セザ ルモ ノ ト思 惟 セ ラル。

既 二淋 巴球 が軍 純 脂 肪 ト特 殊 關 係 ナ キ所 以 テ明

白 ニ セ シ以 上、 之 ガ結 核 菌 「リボ イ ド」ト關聯 性

ナ キノ・自 ラ了解 セ ラル可 ク、 帥 チ結 核 二於 ケル

淋 巴球 ノ出現 ハ斯 ノ如 キ酵 素 的 立 場 ヨ リスル モ

或 ハ貧 喰 能 ノ意 義 ヨ リス ル モ之 ラ解 明 シ難 キモ

ノニ シテ、 他 二何 等 カ ノ本 質 的 因子 存 ス可 キ モ

ノナ ラ ン。 斯 ノ如 キ 生菌 感 染 二封 スル淋 巴球 ノ

意 義 ハ暫 ク措 キ、 余 ガ1眩二論 ズ可 キ問題 ノ・果 シ

テ余 ノ死 菌膿 成分 二依 ル淋 巴球 ノ遊 出 ガ結 核 二

特 殊 關 係 ヅ ク可 キ性 質 ノモ ノナ リヤ否 ヤ ノ貼 二
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ア リ。 而 シテ既 二結 核 菌 「リボ イ ド」二依 ル本 現

象 ガ何 等然 ラザ ル所 以 ハ上 述 セ シ虎 ヨ リ明 白 タ

リ.爾 他 ノ物 質(脱 脂 菌)二 於 テハ如 何 。 余 ハ 之

二封 シ是 等 二基 ク淋 巴球 ノ出現 度 ガ生 菌 ノ場 合

二比 シ極 メ テ輕 微 ナ リ シ事 實
、 及 ピ ソ ノ出現 期

ガ、 決 シテ菌 禮 注 入 二直接 關係 ナ ク、 寧 ロ ソノ

消失 セ ン トスル ガ如 キ時 期 二却 テ比 較 的 著 明 ナ

リ シ コ ト、 而 シテ斯 ノ如 キノ・敢 テ菌 禮 テ挨 タ ズ

トモ、 他 ノ輩 純 物 質 二依 リテ モ亦 認 メ ラ レ シ事

實 テ基 ゲ テ、 ソ ノ決 シテ結 核 二特 殊 關聯 ナ キ所

以 テ断 定 セ ン ト欲 ス。

現 今軍純 異物 ニシテ、ソノ後期 二淋巴球 ノ遊 出 アル・・

一般 二認 メラル ・が如 ン。渡 邊、堀 ハ種 々ノ藥液 ヲ皮

下二il三入 シテ淋巴球 が後期 二増殖 スル事實 ヲ認 メ、松

波 氏 ハ脂 肪 ハ動物性 タル ト植物性 タル トニ論 ナ ク、或

ノ・「リホイ ド」様 ナル ト否 トニ不拘、特 二淋 巴球 二特 異

現 象 ヲ表 ハ シ、蛋 白(大豆、卵 等)ノ・之 二反 シテ多核 白

血球 ノ遊 出1瓶ク、 而 シテ此 ノ際一般 器械的異物、石 松

子、絹練 、木 片等ソト同様 二淋 巴球 ・・後期 ニ ノミ遊 出

セシ事實 ヲ訊明 ン、異物(皮 下)接種 二依 ル細胞遊 出 ノ

第 一 ノ動 幾・・組織障碍、就 中圭 トシテ血管 ノ饗i化ニア

リテ、ソ ノ度 大 ナ レベ 多核 白血 球 ノ出現 亦著 シ ド、 部

細 胞 ノ趨 化 性 ナ ル モ ノハ 第 一 義 的 ニ ノ・組 織 障 碍 ニ ア

リテ、 之 が眞 ニ ソ ノ趨 化 性 ヲ獲揮 シ、毒 素 二封 抗 スル

ニ寧 ロ遊 出 後 二 於 ケ ル該 細 胞 ノ意 義 ナ リ ト云 ヒ、淋 巴

球 ガ 多 核 白血 球 二 遅 レテ 出 現 ス ルノ・直接 ノ刺 戟 二依

ル ニ非 ズ シテ、寧 ロ之 二依 ル組 織 障 碍 ノ爲第 二 義 的 二

生 ジタル 刺 戟 性 頽 魔物 ・存 在 二基 クモ ノ ト解 軟 多 核

白血 球 が異 物 二密 接 シテ蝟 集^ル ニ 反 ジ、淋 巴 球 ガ之

司 リ隔 タ リテ周 擁 二 幾存 ス ル 所 見 多 キ ノ・克 ク此 ノ論

糠 ノー 謹 査 タ リ得 可 シ ト唱 ヘ タ リ。余 ノ場 含 二 於 テ各

種 物 質 二基 ク反 慮 モ(白 血 球 性)、或 ハ之 ヲ以 テ設 明 セ

ラル 可 キ カ。 但 ジ 「リホ イ ト ニ封 ス ル淋 巴球 ノ特 殊

態 度 ・・松 波 氏 ト相 容 レザ ル コ ト前述 ノ如 シ。而 シテ斯

ノ如 キ ・・決 シテ 余 ノ物 質 ガ結 核 ト特 殊 關係 ナ キ ヲ示

ス モ ノニ シテ、假 令 ソ ノ間 多少 ノ程 度 ・差 ア リ}.7・ ル

モ、 斯 ・・異 物 ニ シテ既 二松 波 氏 モ 唱 フル如 〃、 ソ ノ

大 サ、 硬 度、 表 面 ノ構 造(器 械 的異 物 ノ、 或 ハ個 有 ノ

障 碍 、 量 、 濃 度 、 透 過性 等(化 學 的 異 物)二 依 リ、 白

血 球 ノ遊 出度 ヲ 異 ニ スル 以 上、 決 シテ怪 シ ム ー足 ラ

駅Silbersberg.)。 況 ヤ ソ ・i・質 二於 テ 全 ク相齊 シキ

ニ於 テ オヤ 。

　

第四章 乾酪化二就テ

乾 酪 化 が結 核 病 竈 二於 テ 組 織 學 的 二極 メ テ 重 要 ナ ル

指 針 ヲ與 フル コ ト・・周 如 ノ事 實 ニ シ テ、余 ノ場 合 二 於

テ モ 之 二關 シ考 究 ス 可キ ヤ 言 ヲ侯 タ フご。

抑 モ本 現 象 ヲ 初 メ テ科 學 的 認 識 ノ封 象 トセ ノ ・・Cohn-

heim〔1877ノ ニ シ テi欠デWeigert'1879-1891)・ ・之 が

結 核 菌毒 素 二 塔 ク 必 獲 軍 一 ノ攣 化 ニ シテ 所 謂凝 固 壌

死 二鴎 シ、該 物 質 ハ乾 燥 セル 黄 色 乃 至 白色 ノ軟 或 ・・硬

キ物 質 ニ シテ元 ノ組 織 構 造 ヲ 明 白 二認 メ シ ムル ヲ以

テ 特 徴 トセ リ。爾 來 此 ノ登 生 過 程 ヲ饒 ル 旺 盛 ナ ル 論 孚

起 リ、Gierke.Herxheimer等 ・・之 ヲ類 壌 死 トナ シ、

Weigertカ'核 崩 屡 、 脂 肪 沈i*:ヲ 別 種 ノ機 縛 トナ タル

ニ 反 シ之 ヲモ 含 メ、Lubarsch・ ・早 期 二起 ル 細胞 内 脂

肪 沈?11二 節 ジ、Dietrich・ ・特 殊 ノ 凝 固 喫 死 トセ リ。

Schleussingハ 、L5peschkinノ 外 傷、 熱 化 學 剤 等 二

依 ル 障 碍 強 度 ナ ル時 完全 凝 固 ヲ起 シ、元 來 化 學 的 結 合

弧 輩 ナ ラ ザ ル組 織 蛋 白及 「リポ イ ド」 ノ分解 急 ナ ル 時

核 原 形質 共 一 硬 化 シ同 質 性構 造 ヲナ ステ フ所 説 ヲ適

用 シ テ、Weigertノ 凝 固 壊 死 ヲ 此 ノ 「硬 化 」二蹄 シ、反

之 、緩 徐 ナ ル細 胞 死 ・・部 分的 凝 固 ヲ起 「二止 マ ・〕、 脂

肪 化 乃 至細 胞 崩 壌 現 象 ハ 之 以 後 二起 リ前=者i・稽1趣

ヲ異 ニス ト解 セ リ。 宮 田氏 ノ・又類 壊 死 訊 ヲ持.、 之

が結 核 菌 ノ相 封 性 毒 性 強 キ 場 合二起 ル ト稚 セ ドモ、

Pageiハ 脂 肪 沈 着、 壌 冗以 外 第 三 ノ 仁質 的 要 件 〉 ソ

テs繊.1{1素 及Amyloid二 近 キ同 質 性 硝 子様 物 ノ沈 著

ヲ翠 ゲ、L5schke・ ・之 ヲ 抗 盟 抗 元 反晧 二 由來 ス ト認

メ タ リ。

要 之 、結 核 二 於 ケ ル乾 酪 化 力類 壌 冗 二團 ス トナ スモ ノ

多 キ ガ如 キ モ、醗 ツ テ ソ ノ組 織 的 特 設 ヲ窺 フ ニ、 乍竈

二所 謂Fibrinoidト シテ凝 固 セ ル 液 状物 ・存 在 ヲ記

載 セル モ ノ少 カ ラ ズtNeumanハ 繊 維 素 漂 二膨 化 セ ル

基 質 ト繊 維 素 網 ヲ認 メ、之 ヲ1】brilloideDegぐ ・n・,・ation

ト稽 セ ドモ、Lubarsch,Tendelooノ ・繊 維 素 性 浸 出 物

ザFibrinoidト+リ 、VanGiegon氏 法 二 黄耀とス ルニ

至 ル ト云 ヒ、Marchand・ ・強 キ毒 性 障 碍 ノ欝 ノ瀕 死組

織 が凝 固 性 ヲ有 スル蛋 白質 ノ浸 潤 ニ ヨ リVei'qcl)melz・ ・

セ シモ ノト ナ セ ド ハ、S・」h:eUssingハFibrinoi,1ハ
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Welgert氏 繊 維 染 色 二多 少 光 線 屈 折 性 二 染 色 シ、Van

Gieson氏 法 二黄 乃 至 黄 禍 色 二染 マ リ、 ソ ノ他Fibri・

no三deBalkena.B証iiderノ 像 ヲ 呈 ス ル モ ノ 〉 シテ繊

維 素'繊 細 或 ・・膨 化 及膨 化 膠 原 繊 維 ヲ墾 ゲ最 モ重 要

ナル ハ梁 状 及 同 質 性 一 凝 固 セル 蛋 白質 含有 ノ液 状 物

1・シ、S・・hmausu.Albrecht.Herxheimer等 亦 之 二贅1

セ リき

一方 二 於 テ ・・、乾 酪 化 ノ前 提 ト シテ 多核 白血 球 ノ重 要

、ナル 意 義 ヲ強 調 スル ー 派 ア リテ、斯 ノ如 ク諸 設 種 々二

分L!ド モ 之 ヲ綜 合 シテ 組 織 學 的 特 徴 ヲ 窺 フ ノ資 トナ

サ パ 次 ノ如 クナ シ得 可 ジ。(1)乾 酪 竈 二 ・廉且織 ノ凝 固

ア リ、(2)核 二 ・・種 々ナル 退 行 攣 性 ヲ認 メ シ 人 叉 ソ

ノ清 失 ア リ、(3)ソ ノ部 二脂 肪 沈 著 ヲ示 ス コ ト多 シ。

(4)ソ ノ部 ノ細 胞 及 繊 維 二膨 化 ヲ示 スモ ノア リ、(5)

所 謂FibrinoideSubstai,7ヲ 認 ムル コ トア リ、(6)繊

維 素 及 多 核 白血 球 ノ存 在 ヲ見 ル コ トア リ。

斯 カル 事 實 ヲ 基 礎 トンテ翻 ツテ余 ノ所 見 ヲ考 察 スル

ニ 厘 菌 以 外 ノ物 質 二依 ノレ所 謂結 核 様 組織 内 ニ ハ斯 ノ

如 キ病 愛 二該 當 ス 可 キ所 見 ヲ認 ムル 能 ハ ズ。唯 早 期 二

獲 現 セ シ 白血球 集 團 内 ニ ノ・屡 く淡 染壊 死 楼 竈 ヲ認 メ

タ ル ノ、事 實 ニ シ テ 該 部 ノ・初 期 ニ ハ多 徽 ノ汚 稼 核 屑 片

ヲ散 在 ス レ ドモ後 二 ・・同質 性1・ ナL/1)。 之 ガ果 ジニ乾

酪 竈 二該 當 ス可 キ ヤ 否 ヤ 、本 竈 ・・常 二 多核 白血 球 ノ崩 ・

潰 、融 解 二件 ヒテ獲 生 シ、 ソ ノ前 提 トシテ常 一二前 者/

集 籏 ヲ 有 セ リ。 ソ ノ所 見 ・・金 ク 無 構 造 ニ シテ元 ノ組

織 ノ構 造 輪 廓 ヲ 髪 髭 セ ジ ムル コ トナ シ.素 ヨ リ凝 固

壕 死 ト錐 モ、Weigert,Tendeloo等 二依 レバ元 組 織 ヲ

髪 希 セ ン ムル ・・一 時 的 ニ シ テ、Schleussingノ 説 ク如

ク永 縮 性 ナ ラ ズ 臆 テ無 構 造 二蹄 ス ト硲 セ ラル ・所 モ

ァ リテ弧 チ無 構 造 ナ ル が 故 二 之 二非 ズ ト排 ス ル ・・當

ラ ザ レ ドモ少 ク トモ 斯 カル所 見 ヲ ソ ノ過 程 中 二有 シ

テ可 ナル ベ キ理 二 不 拘、余 ノ認 メ タル 前 述 壊 死 竃 ハ白

血 球 崩壌 物 ノ消 失 ト相 件 ヒテ 無 構 造 トナ リ此 ノ期 ヲ

見 ズ。 反之 、生菌 ノ場 合 ニ ハ常 二所 謂 凝 固 二 基 ク可 キ

所 見 二接 セ リ(第 五 、六 彰ll附岡 参 照)。 加 之 後 者 二 於

ケ ル 壌 死 竈 ノ・常 二 白血 球 竈 外 部 ノ 肉芽 竈 内 二多 籔 二

狡 生 シタル モ ノニ ジテ 叉 假 令 白血 球 竈 内部 二生 ジタ

ル 場 合 ト錐 モ、 ソ ノ部 ハ核 屑 片 、崩 壌 白 血球 等 ヲ含 有

ス ル 以 外 往 々 「ブ イ ブ リ ノイ ド」 ヲ認 メ シメ、 叉 或 ル

モ ノ ニ テ ・・明 カ ニ血 管 壁 ノ構 造 ヲ認 ムル ニ不 拘 、ソ ノ

核 清 失 セル モ ノ ア リテ 之 ヲ生 菌 以 外 ノ揚 合 二比 シ顯

著 ノ差 ア リ。 斯 カル 事 實 ヨ リセ バ 生 菌 以 外 ノ場 合 ノ

壊 死 竈 力膿 瘍 部 融 解 二基 ク液化 壌 死 二過 ギ ズ、決 シテ

酪 竈 トナ ス能 ノ・ズ ト解 ジテ 妨 ナ カル 可 シ。然 レ・ドモ此

ノ際 留 意 ス 可 キ・・多 核 白血 球 酪 攣 先 行 ヲ 強 調 ス ル ー

派 ア ル コ トニ シテ 、余 ノ場 合 二於 テ モ 亦一 磨 之 ヲ考慮

スル ノ要 アル 可 シ。,今之 二關 ス ル 諸 訊 ヲ検 討 セ ソニ 、

Kostenitsch.u.Wulkow・ ・結 核 病 璽 形成 ノ初 期(第 一

次 性 ♪及 乾 酪化 ノ前 期(第 二 次 性)二 於 テ ・・多 核 白血球

ノ出 現 ア リ1・s、Medlarモ 自然 、人 工 結 核 二於 テ之

ヲ立詮 シ、ソ ノ際 上 皮 標 細 胞 ノ壌 死 ・・白血 球 浸 潤 以 前

二起 レ ドモ 之 ガ殊 二鳥 結 核 二 明 白 ナ ル 如 久 決 ジ テ酪

竃 ト類 似 セ ズ トナ ス ト共 二 白血 球 浸 潤 ノ原 因 トシテ、

二 次 的感 染 説 ヲ排 シ菌 崩 壊 、増 殖 二依 リ或 ・・ソ ノ組 織

障 碍 、上 皮様 細 胞 ノ壌 死 等 二依 ル 種 々 ノ遊 離 物 質 ヲ器

ゲ タ リ。 更 二HObschmann.Schleussing等 モ酪 化 ノ・

常 二 多 核 白血 球 繊 維 素 、細 胞 ノ膨 牝 等所 謂 寝 出性 機傳

二績 獲 ス}・云 ヘ リ。 然vド モEvelbauerノ ・假 令繊 維

素 ノ存 在 ・・認 ムル モ之 が酪 化 ノ 前 提 ト見 倣 ス能 ハズ、

白血 球 出 現 モ 乾 酪 化 後 ソ ノ組 織 破壊 二依 ル遊 離 物質

二基 ク ト解 シ、lwan・wモ 乾 酪 化 二 ・・浸 出 性 機 轄 以 外

ノ要 素 ヲ 必 要 トシ、 白血 球 出 現 ・・同 時 二起 ル ト云 ヘ

リ。Miller等 ・・上皮 様 細胞 性結 核 周 邊 ノReticulum

が多 核 白血 球 ノ蛋 白分 解 酵 素 二 依 リテ ノ ミ破 壊 セ ラ

レ、然 ラ ザル 限 リ假 令 上 皮様 細 胞 ノ農 死 或 ハ乾 酪 化 ア

ル トモ決 シ テ空 洞 、 潰 瘍 ノ形 成 ナ シ ト云 ヘ リ。 斯 ノ

如 〃 白血 球 ヲ有 意 義 一 解 ス ル モ ノ ニ 劉 ジ、 一 方 ニハ

Malloryが 上 皮 標 細 胞 栓 塞 二・依 ル 榮 養 障 碍 ノ爲 酪 化 ス

1・ナ ジ、 或 ・・Aschoffが 常 二上 皮様 細 胞 ノ壊 死 二依

ル ト シ、 或 ・・Maxinowカ'酪 竈 ノ組 織 培 養 二於 テ 多核

白血 球 ノ再 生 ナ ク、壌 死 上 皮様 細 胞 ヲ認 メ タル ノ故 ヲ

以 テ セル 如 久 前 説 ヲ否 定 スル モ ノ少 カラ ズ。 若 シ此

ノ際 果 シテ多 核 白血 球 が酪 化 二 重 要 ナル 意 義 ア リ ト

セバ 何 故 ニ ー 般 化 膿 ・如 ク、 液 化 壌 死 ヲ招 來 セ ザル

ヤヨ斯 ノ當 然 ノ疑 問 二¥・f・yWells・ ・凝 固 ノ可 能 性 二次

ノ假 定 ヲ以 テ訊 明 セ リ、(1)Asphyxiedcell内 二作 ラ

ル ・酸 ノ爲 ノ凝 固、(2)細 胞 内特 殊 凝 固 酵素 、(3)結

核 菌 ノ蛋 白凝 固 酵 素 。Schmoll・ ・乾 酪 物 質 ヲ分 析 シ

テ之 ガ 可溶 性Protein乃 至Proteaseヲ 含 マ ザル ヲ謹

ン、Toblinga.Petersonモ 之 ヲ認 ムル ト共 二酪 化 ・・

蛋 白 ノ凝 固及 核 構 成 分 ノ離 散 ヲ以 テ特 徴 トス ト云 ヒ、

Schmol1・ ・凝 固 ノ原 因 二結 核 菌 ヨ リノ特 種 物 質 ヲ宛 テ

RupPe1・ ・之 ヲTuberculosaminb名 付 ケ タ リ。 膿 汁

bノ 相 違 二關 シSchmausd.Albrecht・ ・自家 融 解 酵
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素 ノ結 核 菌 達云素 二依 ル 早 期破 壌 ヲ鬼 ゲ、Schmoll・ ・之

ヲ化學 的 二 立謹 ス ルi・共 二,寒 性 膿 瘍 二 於 テ ス ラ大 差

ア リ1・シ、MUllerノ ・特 二遊 離1一ア ミ ノ」酸 ノCaldwell

・・白血 球 卸蛋 白 分解 酵 素 ノ鉄 乏 ヲ撃 グ。 反 之Opie及

Opiea.Barker・ ・結 核竈1ノ當 初 「アル カ リ」性 ナル 時

・・白血 球Proteaseノ 活 動 アル モ、炎症 進 ミテ酸 性 二至

レバ 之 ・・清 失 シテ 上 皮様 細 胞 ノ夫 ノ活 動 ヲ來 シ、並 二

乾 酪 初 期 ノ現 象 ヲ招來 ス1・解 ン、Toblinga.Peterson

ハ白血 球Protease二 依 ル 自家 融 解 ノ障 得 ヲ結 核 菌 崩

壌 時 ノ遊 離 不飽 和脂 肪 酸 二蹄 シ、 此 ノ酸 ノ爲 元 來 「ア

ル カ リ」性 二於 テ活 動 ス可 キ 白血 球Proteaseヲ 無 能 ナ

ラ シ ム ト解 シ、之 ガ該 酸 不 飽 和度 ト比 例 ス ト稚 セ リ。

斯 カルOpie等 ノ所 設 ・・Medlarモ 論 擦 二引 用 セル

如 ク、乾 酪 竈 内 白血 球 存 在 ヲ有 利 二解 明 シ、一 方Sabin

一 派 ノ所 説 ヲ考 照 スル 時 誠 二興 味深 キ塵 ナ ル 可 シ
。最

近 本邦 二於 テ竹 内、湊 川 氏 等 ・・白血 球 膿 瘍 様 竈 ノ乾 酪

化先 行性 ヲ力 訊 シ、而 シ テ湊 川 氏 ・・Schade一 門 ノ炎

症組 織PH減 少 訊 ヲ基 礎 トシ、 一 方 氏 が酸 二依 ル細 胞

蛋 白 ノ凝 集 最 適PHが 炎 症 時 塘 加 スル 事 實 ヲ縦 トシ》

組 織 蛋 白 ノ 酸 凝 集 ヲ以 テ乾 酪 化 ヲ訊 明 セ ソ トセ リ。

但 シ此 ノ際 白血 球 成 分 ノ 如 何 ナル 物 質 二依 ル ヤ(蛋

白、Protease,或 ・・蛋 白分解 産 物 、Necrohormon等 ノハ

不 明 ト云 ・・ル 。 之1・趣 ヲ異 ニ シテ興 味 ア ル ・・L6schke

ノ説 ニ シ テ氏 ハ酪 化 が 結 核菌 毒 素 ニ ヨ リ組 織 破 壌 後

遊 離 セ シ臼家 蛋 白 二 封 ス ル 沈 降 素 産 生 二依 ル沈 降 現

象 ナ リ トセ リ。 翻 ツテ 余 ノ場 合 ヲ考 察 ス ル ニ 、 生菌

ヲ以 テ セ シ時 局 所 二 ・・多 核 白血 球 集 籏 シテ 所 謂膿 瘍

標 竈 ノ形 成 ア リタ リ。 此 ノ際 該 部 二 多数 ノ結 核菌 ヲ

認 メタ ル ・・素 ヨ リ當 然 ノ 蹄 趨 ニ シテ 何 等 意 義 ヲ有 セ

ズ。然 ル ニ ソ ノ後 本 旭 周 邊 外 部 肉 芽 竈 二嬰 生 セ シ酪 竈

ヲ検 ス ル ニ素 ヨ ゾ之 ・・以 前 二散 在 セ ジ白 血球 、淋 巴球

等 ノ存 在 ノ・認 ム レ ドモ 、特 二此 ノ爲 二新 二旺 盛 ナ ル 白

血 球 遊 出 ア リシ ガ 如 キ所 見 ⊇ ・・毫 モ接 スル 能 ・・ス。

加 之、該 酪 竈 内結 核 菌 数 ノ・周 邊 肉芽 竈 ノ夫 二比 シテ 決

シテ顯 著 一 優 ル モ ノニ非 ズ 寧 ロ之 二劣 ル モ ノア リ。
へ

湊川氏 ・・所 謂 白血球膿瘍様竈 從ツテ叉乾酪竈 二最 モ

多数 ノ結 核菌存 シ、且後者 ニノ・菌艦互 ヒニ凝 集 セル ヲ

以テ特異 ノ所見 ト解 セ リ。 余 ハ上述 ノ如 ク前 者 ヲ肯

定ス可 キ所 見 二接 セズ、叉後 者二封 シテモ遺憾 乍 ラ之

ヲ排 セザル ヲ得 ズ。蓋 シ氏 ノ訊 ク如 キ菌凝 集像 ハ素

ヨリ余 モ往 々認 メタ レ ドモ、然 モ爾 之以外 二多数 ノ散

在性菌盟 ア リテ何 レが果 シテ圭 ナル ヤ取捨選揖i二少

カ ラ ザル 困 難 ヲ 感 ズル コ ト再 度 二止 マ ラ ザ リ シ ヲ以

テ ナ リ。 加 之 、余 が最近 「コ ソバ ラ マ リ ソ」加 培 地 長

谷 川 氏 法、ZF等 乳 剤 製 作 二優 秀 ナ リ)及 普 通 益」)_?一ニ

ヤ ー 二氏 培 地菌 乳 倒遠 心 上清 ヲ以 テ家 兎 、海 瞑 皮 下 接

種 後 ノ乾 酪 物 質 ヲ以 テ 保 野 氏 ノ追 試 ヲナ セル 成 績 二

於 テ モ全 ク上述 ト同 様 ノ困 難 二遭 遇 セ リ.此 ノ開 係 ・・

近 接 淋 巴 腺 内 乾 酪 物 ヲ以 テ シ テモ 全 ク 同噺 タ リキ。斯

カル事 實 ヲ 参 照 ス ル 時 、 素 ヨ リ余 ハ人 髄 材 料 ヲ用 ヒ

ズ、目的 他 ニ ア リシ爲 生菌 實 験 モ 例 鍛 乏 シキ ヲ以 テ噺

定 的結 論 ノ・下 ス 能ノ・ザ レ ドモ 、少 ク トモ 氏 等 ノ所 説 二

賛 意 ヲ表 ス ル ニ多大 ノ 躊 躇 ヲ感 ゼ ザル ヲ得 ズ。 而 シ

テ 余 が生菌 實験 二於 テ最 初認 メ タル 白血 球 竈 ノ・Kos・

tenitscha.Wolkowノ 第 一一i欠反 慮 二隠 ス可 キ モ、 第

二次 反 慮 二關 シテ ハ 既 述 ノ理 由 二俵 リ之 無 キ モ ノ ト

思惟 セ ラル 。

HUbschmann,Schleussing・ ・乾 酪化 ・・直 接 比較 的 高 度

ノ滲 出 二連 接 シ成形 的時 期 ハ之 二 次 グモ ノ トジ、帥 乾

酪 化先 行 シテ ソ ノ周 園 二 上 皮 様 細 胞 形成 セ ラル ト圭

張 セ リ。 此 ノ際 滲 出性 機 轄 トシテ 多 核 白血 球 ソノ他

ヲ掲 ゲ ソバ 既逓 ノ如 シ。 余 ノ場 合 氏 ノ所 謂 滲 出 機 縛

が'k菌 注射 ノ早期 二認 メ タ ル ・・事 實 ナ リ。然Vド モ斯

・・人 燈 ノ場 合 二比 ス 可 〃モ非 ザル 大量 ヲ ・一時 二而 モ

限 局 範園 二作 用 セ シ メタ ル モ ノニ シテ 、ソ ノ反 庶 ヲ直

手 二批 到 ノ材 料 トナ ス ・・安 當 ナ ラ ズ。強 イテ之 ヲ行 ・・

ソニ ハ該 注 射部 ヨ リ寧 ロ遠 隔 竈 ヲ 以 テス 可 キ ヤ明 カ

ナ リ。然 ル ニ此 ノ際 白血球 竈 二極 メ テ近 接 セル 外 部 二

於 テ肉 芽 竈(上 皮様 細 胞)ノ 登 現 後 初 ノ テ各 所 二酪 化

獲 現 シ/20日)、 爾 來 増大 ス ル ト共 二當 初 可 成 リ存 セ シ

白血 球 ノ消 失 ト相 侯 ツテ 定 型 的 無 構 造 ノ酪 竈 トナ リ

シ事 實 ヲ得 タ リ。 サ レバ 之 ノミ ヲ 基 トシテ観 察 スル

モHUbschmannノ 訊 ク結 核 登 展 過 程 ・・認 容 シ得 ザ ル

カ'如 ク、Grethmann,Pagel等 二賛 セ ソ ト欲 ス。 而 シt

テ 余 ノ・上來 余 ノ諸 批 判 ト 相 侯 ッ テ ー 般 二 多核 白血 球

ノ乾 酪 牝 先 行説 ニ ハ左 祖 スル ヲ得 ズ。

以 上 余 ・・乾 酪 化 二i封ス ル 諸 説 ヲ検 討 セ リ。而 シテ假 令

ソ ノ獲 生過 程 或 ハ本 態 二於 テ論 ア リ トスル モ、之 ガ結

核 菌 毒 素 ニ ヌ1!三クb認 メ テ 妨 ナ キ カ●如 シ。 然 レ ドモ並

二間騨 タル へ 之 が生 菌 ノ場 合 ニ ノ ミ数 力 ヲ有 シ 死 ス

ル ニ及 ベバ 消 失 ス ル ヤ 否 ヤ ノ黙 ナ リ。 若 シ然 リ トセ

バ 死 菌 禮 成 分 二俵 ル酪 攣 ・・求 メ得 ザ ル可 シ。Schleus-

singハ 之 二i封 シ、 結 核 菌 ノ直 接 作 用 、 ソ ノ毒 素 ノ作

用 、 障 碍 セ ラ レ・シ組織 ノ影 響 、結 核 菌 「リボfド 」ノ作
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用 、血 流 攣 化 二 基 ク組 織 攣 調 等 多様 ーノ因 子 ヲ提 起 スル

所 ア リ。 然 ル ニ ー 方 死 菌 髄 成 分 二依 り乾 酪 化 ヲ認 メ

タル 學 者 ア リ。余 ノ場 含 ・・之 ヲ否 定 シテ 妨 ナ キ が如 キ

モ、更 二 是 等 肯 定 説 二封 シテ モー 慮検 討 ヲ加 フ可 キ要

アル 可 シ。 余 が上 來 縷 述 セ シ 諸 家 ノ業 蹟 極 メ テ廣 汎

ナル ニ不 拘 、ソ ノ中 乾 酪 化 ノ獲 生 ヲ認 メ タ ル モ ノ僅 二

数 人 二過 ギ ブご以 テ ソ ノ如 何 二塞 々 タル カ ヲ知 ル 可 シ。

是 等 個 々 ノ詳 細 ハ夫 々 ノ部 二於 テ 詳 述 セ シ ヲ以 テ累

設 ヲ避 ケ 乾 酪 化 二封 シテ ノミ 比較 考 究 セ ソニ、Ga・

maleia・ ・加 熱死 結 核 菌(100-120度)ヲ 犬 、海 狸 ノ腹

腔 内 二接 種 スル 時 ・・腹 膜 全 汎 二亙 リテ 多数 ノ結 節 生

ジー・部 酪 化 シー部 ・・乳 脂 状(rhamig)膿 汁 ヲ有 ス ル ヲ

認 メ、静 脈 内 注 射 時 二乾 酪 化 起 ラ ザ リシバ此 ノ際 早 期

二弊 死 スル爲 期 日 二 絵 硲 ナ カ リ シニ 基 ク ト解 セ リ。

而 ジテ彼 ・・Pruddenu.Hodenpy1ノ 反駁 二 封 シ テ ・・

後 者 が鳥 型 菌 ヲ用 ヒ シ コ ト 及 人 型 菌 ヲ用 ヒ タル 場 合

二於 テ モ 之 ヲ強 ク洗 灘 セ シ爲 、毒1生 ア ル 可 キ部 ノー部

鉄 如 ヲ來 セ シ コ トヲ 指 摘 シ テ之 二報 ヘ リ。 然 レ ドモ

此 ノ際 注 目 ス 可 キ ・・彼 が犬 二於 テ 爾 之 ヲ認 メ シ コ ト

及 加 熱 死 菌 ヲ静 脈 内、腹 腔 内何 レニ注 入 スル モ、 然 カ

ク生 存 期 二著 ジキ 差異 ヲ 認 メ得 ザル ハ 今 日幾 多 ノ實

験 二於 テ 明 白 ナ ル コ トニ ジ テ、叉 余 ハ加 熱 死 菌 二依 ル

免 疫 数 果 ヲ楡 セ ソ爲 之 ヲ腹 腔 内 二注 入 セ シ が、ソ ノ際

大 網 、 腹 膜 二獲 生 セ シ所 謂 結 節 ・・組 織 的 二膿 瘍(膿 瘍

膜 ヲ有 ス ル,ト 認 ム可 キ ヲ明 カニ セ リ。 又 結 核 菌 ノ水

溶 性 物 質 ハ新 家 、 湊川 氏 等 モ 認 ム ル如 〃乾 赤化 ハ 愚

力、所 謂結 節形 成 能 ス ラ極 メ テ微 弱 ナ ル モ ノ ニ シ テ、

彼 ノ以 テ 反詮 トナ ス 根 擦 ノ・極 メ テ ギ・鰯 ナ ル ヲ免 レズ、

加 之 、 若 シ彼 ノ設 ク如 ク、死 菌 二爾 「破 壌 的」特 殊毒 性

ア ル モ ノ トセ バ 、等 シ ク加 熱 死 菌 ヲ以 テ乾 酪 化 ヲ認 メ

タルSternbergが 彼 .二反 シテ静 脈 内 接 種 二於 テ 爾 且 之

ヲ諦 セ ル事 實 ヲ訊 明 スル 能 ・・ズ。 假 令之 がSternberg

ノ程 スル 如 ク、菌 量 乃 至 毒 力 ノ相 違 二基 ク コ ト多 ジ ト

ナ ス モ、Gamaleiaノ 所 見 ・・感 受 性kシ!〃 低 キ犬 二於

テ モ謹 セ ラ レ タル モ ノニ シテ、Sternbergノ 家 兎 二於

ケ ル モ ノ ト封 比 セバ 、ソ ノ毒 性 或 ハ菌 量 二於 テ、 然 カ

リ優 劣 著 シキ モ ノ ト解 ス ル 能 ・・フご。 斯 カル 事 實 ・・余

ヵ●皮 下 接 種 二於 テ 乾 酪 化 ヲ認 メ得 ザ リ シ ト相 侯 ヅテ

彼 ノ所 訊 二 多 大 ノ疑 義 ヲ懐 カ シムル ナ リ。

Sternberg・ ・加 熱 死 菌(20--30分 倣 同 百 度 滅 歯 ヲ家

兎、 海 狸 ノ腹 腔 、静 脈 内 二注 入 シテ乾 酪 化 ヲ認 メ、 反

之 、 「アル コー ル」、 「エ ー テ ル 」、「〃 ロ ロホ ル ム」脱 脂

菌 乃至 「ツベル 〃 リソ」・・然 ラズ、故 二彼 ノ・特殊結核形

成 物質 ハ菌禮 内 二 含 マ レ上記抽出 ニ ヨ リテ著 シク減

少 スル モ ノトナセ リ。但 ジ彼 ・・此 ノ際所謂結節 ノ形

成 が抗酸性擬結核菌 二俵 リテ モ(生、及死菌)起 ル ヲ認

メテ、上皮様細胞、巨態 細胞 ヲ含 ム結核様結節 ハ決 シ

テ特殊作用 二基 クモ ノニ非 ズ、唯異物反慮 二過 ギザル

ヲ明寵 ニスル ト共 二、上記結核死菌 二依 ル乾酪化蛋生

事 實 ヲ以 テ 結核菌特 殊作用 卜看倣 スモ ノナ リ。 即チ

彼 ノ所説 ・・結節形成 ヲ 異物作用 トナスニ於 テ余 ニー

致 シ死菌 二依ル酪化獲 生 二於 テ全 ク相 反ス。彼 ハ該特

殊毒素 が抽 出二依 リテ減弱 ス ト錐 モ余 ・・之 ヲ認 メズ。

當時旺盛 ナル論 敵bシ テBaumgarten,Klett,Krae・

mer等 ハ如 何 二大量 ノ死 菌 ヲ接種スル モ決 シテ乾酪

化 ヲ認 メズ、Sternbergノ 所説 ・・静脈 内接種 二基 〃菌

塊 乃至培養基物質(寒 天 ノ如 キ)ノ 肺血管栓塞 二依ル

ト反駁 シテ譲 ル所 ナ カ リキ。

Sternbergノ ・之 二答 フルニ動 物 ノ個艦差及菌 量 ヲ重視

ス可 ク提唱 ス レ・ドモ、余 ノ場合果 シテ彼 ノ云 フ如 ク死

菌 ノ大量 が一部 ノ組織 二 限局 シテ働 ク時 二乾酪化起

ルモ ノナラバ、静脈 内接種 ヨ リ皮下接種 二於 テ蓬 ニソ

ノ可能性 多 カル可 キ理 ナル ニ不拘、然 モ余 ノ・之 ヲ認 メ

ザ リキ。

上述 ノ見解 ・・亦Thomasが 加熱 死菌 ヲ家兎静脈 内注

入2ケ 月後 ニ シテ 肺臓 結節内 二乾酪化ヲ認 メタル事

實 ニモ亦適合 セラルモ ノーシテ、Thomasノ ・生、死菌

二基 ク病攣 ノ差 ・・後 者 二 於 テ・・之 が著 シク軍 調同一

性 ニシテ、上皮様細胞 ノ如 キモ、個 々ノ親察期 二慮 ジ

テ何 レモ全 ク同一 ノ進 化退行 ノ期 ニア リ、生菌 ノ場 合

新 蕉相交錯 セル ト大 イニ趣 ヲ異 ニセル ヲ認 メ タ リ。

而 ジテ彼 ノ認 メタル 肺 臓内乾酪化竈 ・・中心多数 ノ白

血球 ヲ以 テ充満 セ ラル。白血球 性膿瘍様竈 ヲ以テ乾酪

化 ノ前提 ト強調 スル竹内、湊川氏等 ノー派 モ、加 熱死

薗 ヲ以 テ・・乾酪化 ヲ認 メ得 ザ リシモ ノニ シテ、彼 等 ・・

生菌 ノ場合 二 於テ ノ ミ所 謂膿瘍楼竈 が乾酪化 ヘ ノ移

行 ヲ認 メ、即之 ガ生 菌 二特有 ナル ヲ以 テ ソノ有 力ナル

論 慷 トス。假 令余 ハ此 ノ白血球竈 ノ意義 ヲ認容 スル

能 ・・ズ トノ・云へ、斯 ・・死菌 二俵ル乾酪化獲 生 トノ・自 ラ

別問題 ニ シテ、而 シテ少 ク トモ彼等 が生菌 二於 テ ノ ミ

之 ヲ認 メ得 タル ヲ以 テ論慷 トナスニ思 ヲ致 サバ、甚 ダ

興味深 キ所 アル可 シ。

結 核 菌膣 内'i暴素 トシテ、所 謂 燐 脂 質 或 ハPhthioic
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acid二 極 メテ重 要 ナ ル 意 義 テ有 セ シムルSabin

一 派 ハ 「アル コー ル」
、 「エ ー テル」、「クロ ロ ホ ル

ム」腕 脂 菌 ラ家 兎 ノ 皮 下 及 ビ静 脈 内 二夫 々1.3

冠(7同 二分 割)接 種 後 前 者 ニ テ ハ23臥 後 者 ニ

テ ハ37日 後 屠 殺 時 二 於 テ 乾 酪 化結 節 テ認 メ タ

リ。 而 シテ皮 下接 種 ノ場 合 、 最 初 肉眼 的 二膿 瘍

ト認 メ タ レ ドモ検 鏡 時 之 ガ多 撒 ノ上 皮 様 細 胞 二

園 続 セ ラ レタ ル故 テ以 テ液 化 二赴 ケル乾 酩 化 竈

ナ リ ト構 セ リ.余 ノ場 合 二於 テ モ、 自家 融 解 二

陥 リ同質 性 無構 造 トナ レル膿瘍 ノ周 園 ニ ハ 肉芽

竈 内 二常 二多檬 ノ上皮 様 細 胞 ノ敷 列 セル ヲ認 メ

タル モ ノ ニ シテ、 彼 等 ノ論 法 ヨ リセ バ、 之 モ亦

液 化 セ ル乾 酪 化竈 ト見 倣 サ ・"ルテ得 ザ ル理 ナ レ

ドモ、 余 ノ所 見 二關 シテノ・既 述 ノ如 ク之 ガ膿 瘍

ナ ル ハ明 ニ シテ最 早 多 言 テ要 セ ズ。

Auclairハ 結 核 菌 ノ「エー テ ル」及 「ク ロ ロ ホ ル

ム」抽 出 テ行 ヒ、殊 二前 者 ラ以 テ乾酪 毒 素 ト見 倣

シタル モ、斯 ノ・既 二Armand-Derille,Courco-

uxetRibadeau-Dumas.等 同 一物 テ用 ヒテ否

定 セル モ ノー シテ殊 二後 者 ノ・Auclairノ 造 繊 維

化 物 質 トナ ス ク ロ ロホ ル ム」抽 出物 ニ テ モ、 之

テ腸 間膜 静脈 注 入後 肝 臓 二酪 化 テ謹 シ、 之 ガ該

物 質 ノ不 水 溶 性 二基 ク粗 大 穎 粒 ノ爲梗 塞 テ形 成

セ シモ ノ ト シ特 異 物 質 二 依 ル ガ爲 ナ ラズ ト解 セ

リ。GaeblingeretTilmont(1911)ハ 肝 臓 内 「リ

ボ イ ド」 二或 ル種 ノ抗 酸 性 脂 肪 酸 ア リテ之 テ皮

下接 種 セ バ乾酪 化 テ件 フ結 核 様 結 節 生 ズル ラ認

メ、 之 ラAuclair/Ethero-bacilineト 同 一

物 ト見 倣 シタ レ ド毛、 ソ ノ後 該 酪 竈 ガ唯 膿 瘍 二

過 ギザ ル テ認 メ タル テ以 テ斯 ・・酪 化 ノ黙 二於 テ
　

ハ最 早 問題 タ ラズ。 却 テ寧 ロ所 謂 結 核 様 結 節 ガ

結 核 菌 「リボ イ ド」二特 殊 ナ ラザ ル テ立 澄 ス ル ノ

論 檬 トナ レ リ。Raya。Shipman.(1923)モ 、 結

核 菌 「エ ー テ ル」可 溶 「リボ イ ド」其 ノ他 「アノしコ

ー ル」或 ノ・「クロ ロ ホ ル ム」可溶 「リボ イ ド」テ↓り,

テ、 海 狽 、 家 兎 二所 謂 結 核 様 結 節 ラ作 リ、 然 モ

之 ガ大 腸 菌、「チ モ テー 」菌 、又 牛肝 臓 ノ夫 等 二依

リテ モ同様 二起 リタル・ラ認 メ テ、 全 ク異物 反 慮

二過 ギザ ル ラ立 澄 々 レ ト共 二、 其 ノ際Auclair ,

GaehlingeretTilmont等 ガ乾 酪 化物 質 トナ ス

モ ノハ 是等 ノ動 物 ノ膿 汁 ガ固 形 性 ラ有 スル 爲誤

認 セ ラ レタル ニ依 ル トセ リ。而 シテ彼 等 ハOpie

(1910)ノ 所 説 テ引 用 シ、家 兎 ・海 猿 ノ血 清 ニノ・多

核 白 血球 ヨ リ出 サ ル ・蛋 白 分解 酵 素 二拮 抗 的 二

作 用 ス ルAntienzymガ 多量 二存 スル 爲、 ソ ノ

膿 汁 二固形 性 ヲ與 フル モ ノ トシ、Auclairガ 家

兎 二於 テ乾 酪 化 トセ シノ・Solidpus二 過 ギ ズ ト

云 フ.Jaff6(1915)ハ 結 核 菌 「クロ ロ ホ ル ム」抽

出物 テ家 兎 静脈 二頻 同 注 射 シテ肺 臓 二中 心壌 死

テ有 スル結 核様 結 節 テ認 メ、 之 ガ恐 ラ ク乾 酪 化

ノ前 提 ナ ラ ン ト考 ヘ テ更 二大 量 テ以,テセ シニ、

脾 臓 二於 テ同檬 ノ所 見 ヲ得 タ リ.之 ラ説 明 ス ル

ニ彼 ハSternbergノ 読 テ以 テ シ、 死菌 デ ス ラ

大 量 テ要 〉リレニ非 レバ乾 酪 化 起 ラザ ル以 上 、 該

抽 出物 ガ溶 媒 タル 「オ リー ブ」油 二旗 散 セル 爲、

充 分 ナル 大量 テ用 フ ル要 ア リ シバ當 然 ナ リ ト云

ヘ リ.今 ソ ノ記 載 テ見 ル ニ、彼 ガ以 テGamaleia

ノ加 熱 死 菌 二依 ル所 見 ト肉眼 的 、 組 織 學 的 二酷

似 セ リ トナ ス該 乾 酪 化 ノ・中心 二多 撒 ノ崩 壊 淋 巴

球 及 多核 白 血球 ノ集 團 ア リテ ソ ノ周 邊 上皮 檬 細

胞 、 亘態 細 胞 テ有 入ル厚 キ 肉芽 層 二園 …曉 セ ラ レ

ソ ノ外 側 ハ 多!ll!管性 粗 懸 肉芽 層 ヂ経 テ結 締 織 二

至 ル モ ノー シテ果 シテ之 テ乾 酪 化 竈 ト見 倣 ス可

キ ヤ疑 ナ キ倉巳ハ ズ。

最 後 二Sabin一 依 ノ所 詫 二論 及 ス可 シ。 彼 等 ノ・

結 核 菌禮 成 分 二依 ル結 核 様 組織 ノ輔 蹄 二關 シ、

人 型 菌 中燐 脂 質 ノ ミ ガ 最 モ酪 化 ヲ起 ス傾 向 張

ク、蝋 脂 質 ア」脂肪 及爾 他 ノ1フ ラ ク チ オ ン」ニ ハ

之 テ認 メズ(Sabin,Donaa.Forkner)。 即 チ

「リボ イ ド」二依 ル攣 化 ノ轄 蹄 テ2二 分 チ(1)崩

壌 セ ル上 皮 様 細 胞 力"帥 皿球 ノ浸 潤 テ受 ケ テ酪 化

ス ル カ、(2)「 ク ラス マ トチー テ ン」二 貧喰 吸 牧

セ ラル カ何 レカ ニ シテ、 化學 的 形 成結 核 様 組 織

二於 テノ・一般 二後 者 ラ主 トナ ス ト云 ヘ リ。

即 チ乾酪 化 ノ・上 皮 様 細 胞 ガ集 團 的 二死 滅 スル時

二生 ズ ル モ ノニ シテ(Sabin ,Smithburna.Tho-

mas)、 白血 球 ノ浸 潤 ハ ソ ノ崩 壌 後 二次 的 二 牛 ズ

ル モ ノ ト解 シ、Medlar等 ノ白血 球 先 行 説 テ排
■
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1ヘル ト共 』、Auclair/Caseation-fractionノ ・

上 皮 様 糸H胞遊 出 物 質 ト見1故セ リ(Sabin)。 今 ソ

ノ記載 ヲ見 ル ニ燐 脂 質(80睡 宛 毎 日12同 計0・96

瓦)腹 腔 内注 射13'日 後 腹膜 二 生 ジタル結 節 内乾

酪 化 物 質 ハ家 兎 ノ白色 濃 厚 膿 汁 ト異 リテ、 黄 色

「チー ズ」様 崩 壌 物 二充 サ レ、 組 織 學 向 ニノ・此 ノ

中 心壌 死 竈 ラ園 リテ、健 、認 上皮 様 細 胞 ノ外 輪 ア

リ往 々 ソ ノ間 乃 至 周 擁 二白 血球 ノ蝟集 ラ認 ム ト

云 ノ・ル。 即 チ之 ヨ リセバ 肉 眼 的 ニノ・明 カ ニ膿 汁

ト匿 別 セ ラ レ、 又 組 織 學 的 ニノ・原 則 トシテ結 節

ガ健 常 ナ ル上 皮 様 細胞 縁 テ続 ラ て ル中心 壌 死 組

織 テ有 スル場 合 二之 テ乾 酪 化 ト認 メ タル モ ノ ナ

リ(Sabin>。 但 シ此 ノ際 該 乾酪 竈 内 所 見 ノ詳 細

ナ ル記 載 ナ シ。猶 彼 等 ハ(Smithburna.Sabin)

燐 脂 質 ノ ミニ就 キ、之 ラ牛 型 、鳥 型 結 核 菌 、「レ プ

ラ」菌 、 「チ モ テー 」菌 ヨ リ抽 出 シ テ、 家 兎 、海 狽

ノ腹 腔 内 二接 種 セル ニ何 レモ2週 内外 ニ シテ結

核 様 結 節 中 二乾 酪 化 テ起 ス テ認 メ タ リ。 弦 二注

目 ス可 キノ・「チ モ テ ー」菌 燐 脂 質 二依 リ、 他 ノ如

何 ナ ル結 核 菌 ノ夫 ヨ リモ最 強 度 二乾酪 化 テ招來

セ シコ トニ シテ ソ ノ記 載 二依 レバ 「チモ テー」〉

鳥 型 〉 牛型 〉 人 型 ノ順 二乾 酪 化 少 シ トセ ラル。

然 ル ニー 乃'Sabin等 ハ 各 「フ ラチ オ ン」二基 ク結

核 構 成 因 子 ヲ特 殊 飽 和液 脂 肪 酸(就 中Phthioic

acid)二 馬}セル モ ノナ レバ、 今 、之 ガ 各燐i脂質 内

含 有1.111ラ検 スル ニ、Anderson二1∫ 《レ ・・人 型

(20.9%)〉 「チモ テー」(18%)>1;型(16%)〉

鳥 型114.1%)〉 「vプ ラ」菌(13・5%1ノ 順 ニ シ

テ、 上記 セ シ所 ト梢 く趣 テ異 ∴ セ リ。 加 之 、 人

型 菌 ノ場 合 二於 テハ燐 脂 質 ノミ乾 酪 化 ヲ起 セ シ

ガ、 該 菌1ア セ トン」可 溶 脂 肪 ノ上 記飽 和 脂 肪 酸

含 有 量 ハ38%ニ シテ 上述 何 レ ノ菌 ノ夫 ヨ リモ

遙 二多 ク、 然 モ爾 乾 酪 化 ラ示 サ ズ。 又 「レ プ ラ」

菌 燐i脂質 ノ場 合 ソ ノ0.8瓦 二 依 リ テ乾 酪 化 ア リ

シニ不 拘 、 更 二多 キ1瓦 ラ以 テ ス ル モ乾 酪 化 ノ・

愚 力全 ク無 反 磨 二終 リ シテ記 載 スル腿 ア リ。

斯 ノ如 キノ・績 核 病 攣 形 成 能 テ特 種 脂肪 酸 ノ特 異

作 用 二蹄 スル 見 解 二多 大 ノ疑 義 テ與 フル モ ノ ト

云 ヒ得 可 シ。 加 之 、 彼 等 ハ加熱 死 結 核 菌 二依 ル

乾 酪 化 テ記 載 スル塵 ナ シ。 有 放 初 質 ラ最 多 量 二

有 ス可 キ本 死 菌 二依 リテ爾 之 ガ饗 現 ナ キノ・不 可

解 ニ シテ彼 等 ノ注 入量 ガ100匙 ナ ル テ惟 ハ ・"決

シ テ爾他 ノ場 合 二比 シ ソ!量 二於 テ劣 ラズ。 此

ノ際 人 型 菌 燐 脂 質 ノ溶 融 鮎 ハ210度 ニ シテ加 熱

二依 リ溶 解 流 出 セ シモ ノ トノ・思 惟 シ 難 久 又

Phthioicacidノ 夫 ハ28度 、 沸 縢 鮎 ハ200度

(0.001mm座)ナ ル テ以 テ或 ハ流 出、 攣 質 セ シ

ヤ モ計 ラ レザ レ ドモ、 然 モー 方 二於 テ加 熱 死菌

ガ尚 克 ク上皮 檬 細 胞 性 結 核(氏 等 ノ意 味 二於 ケ

ル1檬 組 織 テ構 成 セ シ事 實 ハ 此 ノ推 定 ラ以 テ遁

僻 トナ ス能 ハ ザ ラ シム可 シ。 ゼア セ トン」可溶 脂

肪 ヨ リ得 ラ レ タル 同一 ノ液 状 飽 和 脂 肪 酸 ハ化學

的 二人 型::f、iノ場 合 ノPhthioicacidト 全 ク同一

ナ レ ドモ、 光學 的 ニ ハ不 活 性 ナ リ(Anderson)。

然 ル ニ之 ヲ病 理 組 織 的 二検 索 セ シSabin等 ・・之

ガ活 光性 ナルPhthioicacidト 全 ク同檬 二、特

有 ナ ル結 核 病 攣 テ形 成 スル テ見 タ リ ト。 如斯 人

型 菌 ノ場 合 二於 ナノ・光 學 的 活 性 ノ有 無 二依 リ、

化 學 的 二同 一 構 造 ラ有 スル物 質 間 二全 ク相 反 ス

ル 生 物 學 的 性 状 テ認 メ シ ニ 不 拘 、 牛 型 、 鳥 型

結 核 菌 、 「チ モ テー 」菌 ノ場 合 二至 レバ、 化 學 的

ニノ・素 ヨ リ同一 物 質 ニ シテ、 然 モ人 型 菌 ノ場 合

二全 ク無 能 ナ リ シ不 活 性物 質 二彊 力 ナ ル造 病 攣

性 ラ認 ム ル ガ如 キ甚 シキ矛 盾 ヲ生 ゼ シ理 由 ハ誠

二不 可 解 ト云 フ ノ他 ナ シ。

余 ノ・云 フ如 キPhthioicacidヲ 製 シテ之 ガ 生物

畢 的 性 状 テ検 シ タル ニ非 ズ又 余 ノ得 タ ル物 質 ガ

彼 等 ノ夫 ト同 一 ナ リヤ否 ヤノ・保 シ難 ケ レ ドモ、
む

少 ク トモ上 述 セ シ如 キ幾 多 ノ矛 盾 撞 著 テ既 二彼

等 自 身 ノ中 二獲 見 シ得 タ ル コ トハ畢 寛 ソ ノ所 説

テ根 本 的 二排 スル ノ理 由 ト シテ毫 モ 妨 ナ 久 加

之Guillery(1932)ガAndersonヨ リ得 タル 同

一 燐 脂 質 テ以 デ 家 兎 二何 等 乾 酪 化 テ認 メザ リ シ

事 實 ハ余 ノ論 檬 二益 々強 力 ナ ル 支 柱 テ與 フル モ

ノ ト云 フ可 シ。
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第五章 血管ノ存在二就テ

結 核竈 二於 ケ ル 血 管 ノ意 義 二關 シテKipner(1880)が

凡 テ ノ結 核 病 逆 ヲ血 管 ノ新 生 的 過 程 ト目 シテ以 來 、之

ヲ重 硯 ス ル ー部 ノ學 者 ア リ。Rickeru.Goerdeler

(1913ノ ・・毛 細 管 ・・結 核 二絶 耐 不 可避 的成 分 ナ ラザ レ

ドモ、時 二新 生 ス ラ認 メ ラル ・場 合 ア リ ト稔 シ、Buhl

(1873ノ,Justi(1897)・ ・結 節 形成 早期 二於 テ此 ノ存 在

ヲ圭 張 シ、Ceelen(1913)モ 粟粒 結 核 ノ周 邊 二毛 細 管

ノ侵 入 シ來 ル ヲ認 メタ リ。Ranke(1916)・ ・硬 化 セル 初

期結 核 竈 中 二血 管 新 生 シ來 ル ヲ認 メ、Wurm(1926)モ

必 ズ ジモ結 節 中 血 管 鉄 除 ヲ要 セ ズ1・ シ、Putschar,佐

藤 等 亦 之 二賛 ス。斯 ノ如 キ血 管 新 生訊 ヲ唱 フル 者 ノ新

生 機 轄 二關 スル解 糧 ヲ窺 フ ニ、Rankeノ ・第2期 二於

ケル 高 度 ノ毒素 感 受 性 ト之 二件 フ炎 性 充血 及 浸 出性

機 樽 が血 管 ヲ誘 導 ス ト云 ヒ、Wurmハ 混 合 型 ニ シテ

ソ ノ中培 殖 型結 核 が急 二塘 悪 スル 時 、炎 性 浸 出性 病 攣

ヲ呈 ンテ ソ ノ際 出 現 ス ト唱 工、佐藤 氏 ・・此 ノ外 然 ラ ザ

ル場 合 ニ モ血 管 斯 生 ヲ認 メ、而 シ テ ソ ノ要 約 ・・不 明 ナ

ル モ、殆 ソ ド毎 常 結 節 周 邊 ノ結 締織 繊 維 新 生 ト密 接 ナ

ル關 係 ヲ認 ム ト云 ヘ リ。

醗 ツ テ考 フル ニ、一 般 二血 符 ・・他 組 織 ヨ リ結 核 菌毒 素

二抵 抗 強 ク、一 標 二乾 酪 化 セ ジ中 二於 テ モ伺 克 ク外 形

ヲ持 スル コ ト屡 くナル ハ周 知 ノ事 實 ニ シ テ、余 モ 前 報

二於 テ之 ヲ記 セ リ。Beitzke・ ・乾 酪 性 肺 炎 二於 テ毛 細

管 ハ直 チ ニ 閉 鎮 不 通 性 トナ リ、小 血 菅 ハ内膜 炎 ト共 二

血 液 ノ凝 固、酪 墜 二依 リ閉 塞 セ ラ ル ト云 フ。 斯 ノ如 キ

事 實 ヨ リセ バLubarschカ'粟 求・玩結 節 周 邊 二母組 織 血 管

ノ残 留 ア リ ト云 ヒ シ如 久 叉Buhl,Justi等 ノ如 ク 早

期 ニ ノ ミ認 ム トセル ノ・恐 ラ ク残 留 血{・1;ヲ意 味 ス ル ニ

非 ル ヤ疑 ナ キ能 ・・ズ。 而 シテ ー 部 新 生訊 ヲ 唱 フル ト

モ 、少 ク トモ成 熟 セル 結 節 内 二血 管 極 メ テ砂 キノ・未 ダ

否認 シ難 キ が如 ン。

此 ノ意 味 二於 テ死 菌 或 ・・諸 種 菌 禮 成 分(抽 出)二 依 リ

從 來 結 核 關 聯 説 ヲ持 ス ル 者 ノ所 見 ヲ省 ル ニ、此 ノ方 面

ノ最 モ有 力 ナル 提 唱 者 タルSabin一 派 二於 テス ラ、

彼 等 が最 モ結 核 一 類 似 性 ヲ求 ムル 燐 脂 質 結 核様 組 織

が生 菌 ノ場 合 二比 シ 遙 二 多倣 ノ血 管 新 生 ア リシ ヲ記

載 セ リ。 乾 酪 竈 ヲ有 シ、然 モ血 管 二乏 シキ、 結 核様 肉

芽 組 織 ヲMuchノ ・氏 ノPartigenN.u.F.二 依 リテ

得 タ)}ト 錐 モ 、 同 物 質 ヲ以 テ セ ル ー 門 ノHaima.

Authurハ 乾 酪 化 ヲ見 ザ ル/ミ ナ ラ ズ人 血 「リポ イ ド」

二依 リテ モ斯 カル所 見 ヲ 謹 セ ル ヲ以 テ 最 早 問 題 トス

ル ニ足 ラズ。 余 ・・各 々記 セ シ ガ如 ク、極 メテ 旺 盛 ナル

血 管 新 生 像 ヲ認 々ル コ ト毎 常 ニ シ テ、注入 物 質 ノ種 類

二基 ク相 違 ハ看 過 シテ妨 ナ キ状 態 ニ ア リタ リ。素 ヨ リ

之 ハ繊 維 化 二赴 ク ニ從 ヒ、減 少 ノ傾 向 ア リタ レ ドセ、

少 ク トモ 問題 トナ レル 所 謂 結 核 檬結 節或 ・・肉 芽 竃 形

成 期 二 ・・常 二 多数 ノ血 管 散 在 セ ジ・・事 實 ナ リ。爾 他 ノ

學 者 亦 同所 見 ヲ記 セル ・・縷 説 ヲ要 セ ザル 所 ニ シテ、斯

カ レバ最 早 余 が並 二 贅言 ヲ須 フ ル迄 モ ナ カ ラ ソ。

第六章Sabin一 派 ノ上皮様細胞読二就テ

Sabin-一 一派 ノ所 、」≧ニ ノ・既 二屡 くま比'i…リテノ加ヘ タ レ

ドモ本 躯 二於 テ ノ・特 ニ ソ ノ上皮 様細 胞 特 異 虎 二

關 シ検 討 テ加 フ可 シ。

Sabin一 派 ・・中性 赤 ノ超 生 膿 染 色 テ癒 川 シテ貧

喰 細胞 ヲニ 種 二分 チ、 軍核 球(Monocyte)及 崩

壌細 胞(Clasmatocyte)ト シ、前 者 ノ・中 性 赤 穎 粒

ガ中 心膿 ノ周 園 二花 環}1犬二配 列 七ルroSetteCell

ニ シテ後 者 ハ不 規 則 二原 形 質 内 二振 散 セルNon-

Iosettece11ナ ル テ以 テ特 徴 ト7・ト云 ヘ リ。 之

ラ登 生 的 二見 ル時、 前 者 ハ網 状織 細 胞 二由 來 シ

後 者 ノ・内被 細 胞 二由來 λル モ ノニ シテ共 二網 状

織 内被 細 胞 系 統 ニ ノ・場 スル ニ相 違 ナ ケ レ ドモ、

ソ ノ中結 核 二於 ケル 上皮 様 細胞 ハ軍 核 球 二依 リ

テ ノ ミ形 成 セ ラ レ、 崩 壊 細胞 ヨ リ螢 生 スル コ ト

ナ ク、 而 シテ結 核 菌 ハ前 者 二於 テハ共 棲 的 關 係

ニ ア リテ、 即 上皮 様 細 胞 内 デ破 壌 ビ ラ ・レ・ゴ ト

ナ 久 反 之 崩 壊 細 胞 ハ旺 盛 ナ ル破 壌 、 溶 解 ラ行

フ ト唱 ヘ タ リ。

即 チ氏 等 ノ所 詫 ハ先 ヅ軍核 球 ト崩 壌 細 胞(組 織

球)ラ 全 ク別 個 ノ形 態 學 的 二確 然 ト峻 別 シ得 可 キ

存 在 トセ シ所 二立 脚 スルモ ノナ レ ドモ、之 二封 シ

テ ハ、本 多 氏 ハ 定 型 的 軍核 球 ト定 型 的 組 織 球(氏
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ハ之 テ皮 下 結 締 織 、腹 腔 浸 出 液 等 ヨ リ探 取 セ リ)

トノ間 ニノ・一 見 梢 胤明 カナ ル差 異 デ認 メ得 可 シ

ト難 モ、 ソ ノ間 凡 ユ ル 移行 型 存 在 シテ、 之 ラ形

態 的 二鑑 別 シ得 可 キ細 胞 種 ト見 倣 スハ 不 可 能 ニ

シテ、機 能 的 ニ モ、「カル ミ ン」貧 喰 能 二何 等 甲、

乙 ナ ク、 且 雨 者 ハ屡 ヒ生物 學 的行 動 テ共 ニ ス ト

稻 シ、上 與、奈 原 氏 バー 種 ノ「カ ル ミ ン」超 生 膿,染

色 ヨ リ組 織 球 ト輩 核 球 ハ 同 一物 ナ リ トシ、 叉 、

馬 杉 、Bloom等 モ、 花 環 状 配列 ハ決 シテ軍 核 球

ノ ミニ特 異 ナ ラズ ト構 ス ル塵 ア リ、 仁 藤 氏 ノ・輩

核 球 ト組 織球 ノ、何 レモ墨 汁、 「セ ピヤ」等 二旺 盛

ナ ル 貧 喰 テ示 シ、 然 モ ソ ノ間 、 多 数 ノ移 行型 ア

リテ臨 別 スル能 ノ・ズ ト云 ヒ、 斯 ノ如 キ ハ、長 與 、

三 田 村、Witts、 村 上 等 何 レモ承 認 セ リ。倉 重 氏

ハ鶏 胎 脾 臓 ノ超 生艦 染 色及 通 常 染 色 ニ ヨ リテ、

細 状 織 細 胞(所 謂B型)ト 寳 内皮 細 胞(所 謂C型)

ノ間 ニ ノ・中性 赤 穎 粒 ノ配 列 二 凡 ユ ル 移行 型 ア リ

テ、 之 テ判 然 ス ル能 ハ ズ、 加 之 、Sabin一 派 ガ

前 者 二特 異 トナ ス穎 粒 色調 ノ同一一性乃 至 ハ ソ ノ

等 大 性 ガB型 細 胞 ノ ミニ於 テ モ種 々憂 動 アル テ

記 載 セ リ。 即 チ氏 ハ雨 者 ハ形 態 、 造 構 、 機 能 ノ

上 二於 テ、 全 ク鑑 別 不 能 ト構 ス。 如 斯 、Sabin

一 派 ノ輩 核球 、 崩 壊 細 胞(組 織 球,識 別 可 能 論 ノ・

殆 ン ド大 多 数 ノ追 試 者 二依 リテ 否定 サ ル ・ガ如

ク、 從 ツ テ上皮 様 細胞 ガ軍 二軍 核球 ノ ミヨ リ磯

生 ス トナ ス説 ハ ソ ノ 根 嫁 梢 ≧動 揺 テ 來 セル ノ

感 ア リ。

次 二彼 等 二糠 レバ、 軍 核球 ハ假 令結 核 菌 テ貧 喰

ス ル モ、 之 テ破 壌 ス ル コ トナ 久 ソ ノ共 棲 的 存

在 ニ ョ リテ原 形 質 内攣 調 テ來 シテ上皮 様 細胞 ト

ナ リ、 而 シテ之 ガ故 二上 皮 様 細 胞 ハ結 核 二特 有

ナ ル存 在 トセ ラル。 之 二依 レバ結 核 菌 ノ崩 壌 、

破 滅 ハ掲 リ崩壊 細 胞(組 織 球 ♪ ・ミニ依 リテ行 ハ

レ、 齊 シク網 状 織 内被 細 胞 系 二鳩 シ、 然 モ同 様

二貧 喰 能 テ有 ス トセ ラル軍 核 球 二於 テ ハ長 時 二

亙 リ テ、 胞 艘 内 二生 存 シテ、 破 壌 セ ラル ・コ ト

ナ シ。 今 ゾ ノ論 朦 トスル庭 テ窺 フ ニ、(1)組 織

培 養 二依 リテ該 細 胞 内 一 多数 ノ結 核 菌 ラ見 ル コ

ト、(2)陳 蕉 乃 至 乾 酪 結 核 二於 テ結 核 菌 ガ生 存

シ得 ル コ トニ依 ル ガ如 シ。 之 二封 シテ ノ・既 二、

Maximow,Lang,Timofejewskya.Benevo.

lenskaja,Lewis,Fischer羽 里、 倉 重 、 村 上 等

組 織 培 養 テ試 ミタ ル多 撒 ノ學 者 ガ組 織 球 性 細 胞

内 ノ旺 盛 ナ ル菌 崩 壌 乃 至 穎 粒 状 退 慶 テ齊 シク認

ム ル虚 ア リ。 植 田氏 ノ・貧 喰 結 核 菌 ノー 部 ハ本 細

胞 内 ニ テ穎 粒 状 二迄 崩壌 ス レ ドモ以 後 ハ崩 壌進

マズ、 細 胞 生活 力 ノ減 退 ト共 二菌 ハ却 テ増 殖 シ

テ胞 膿 内 テ充 満 シ之 ラ死 滅 セ ンム トナ シ、 梢 ≧

異 ナル 所 見 テ記 セ ドモ、 村 上 氏 ハ死 菌 二依 リテ

モ 同 一 ノ現 象 アル コ トヨ リ寧 ロ斯 ハ該 細 胞 ノ旺

盛 ナ ル 生活 力或 ハ貧 喰 カ ー基 キ、 胞 鞘 内菌 檜殖

二依 ル ニ非 ズ トセ リ。 醗 ツ テ考 フル ニ、 素 ヨ リ

組 織 球 性 細 胞 ト錐 モ、 組 織 培 養 中、 ソ ノ生活 力

二種 々 ナ ル推 移 ラ來 スノ・當 然 ニ シテ、 同時 二結

核 菌 ハ培 地 内 二於 テ釜 篭檜 殖 ス可 ク、 從 ツテ ソ

ノ中結 核 菌 二封 シテ貧 喰 崩 壊 旺 盛 ナル モ ノアル

ト同 時 二、 機 能 減 退 シテ却 ツ テ結 核 菌 ノ爲 二死

滅 セ シメ ラル ・モ ノ アル ノ・自 ラ推 察 セ ラル ・威

ナ リ.即 チ特 二或 ル細 胞 二限 リ、 長 時結 核 菌 ラ

生存 セ シメ、 之 テ破 壌 スル コ トナ シ トハ考 フル

能 ・・ズ。 就 二Sabin等 ノ云 フ軍 核 球 ト崩 壊 細胞

ガ共 二網 、 内 系 二属 スル ハ 明 白 ニ シテ、 本 系 ノ

細 胞 ガ侵 入細 菌 二封 シ貧 喰 、 繊 減 テ企 テ 生艦 ノ

防 禦 二極 メ テ重 要 ナ ル意 義 テ有 ス ル コ ト疑 ナ ケ

レバ、 掲 リ結 核 菌 ノ場 合 二於 テ ノ ミ、 ソ ノー部

ガ 之 テParasitト シテ生 存 セ シム可 キ機 能 ヲ有

シ、 一 部 ハ之 ラ破 壌 スル機 能 テ有 ス トハ理 論 上

首 肯 シ難 シ。Gottliebガ 超 生膿 染 色 二依 リSabin

ノ所 謂 輩 核 球 二完 全 ナ ル結 核 菌破 壌 力 アル テ確

謹 セ ンハ當 ナ リ ト云 フ可 シ。

斯 ノ如 キSabin一 派 ノ 上皮 様 細 胞 即 結 核 特 異

存 在 トセ シ=基礎 概 念 ハ鰭 テ彼 等 ノ各種 菌 膿 成 分

二 依 ル病 攣 ノ解 繹 二重 重 ナ ル關聯 性 テ有 ス ラ以

テ更 二之 二論 及 ス可 シ(第 六 報 蓼 照)。

即 彼 等 ハ軍 核球 ヨ リ上 皮 様 細 胞 ヘ ノ移 行 テ3期

二分 チ、 就 中 、 中 性 赤 穎 粒 ノ最 微(同 大)一 シテ

花 環 状 配列 ラナ ス テ定 型 的 上 皮様 細胞 トシ、 之

ガ燐 脂 質(各 型 結 核 及 「チモ テー」菌)二 依 リ特 二
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顯 著 二現 ハ レ、 輩核 ノ該 物 質 囁 取 後 三 階 程 テ経

テ之 二至 ル ニ反 シPhthioicacidニ テ ノ・直 チ_

第3期 上皮 様 細胞 テ生 ズ ト云 フ。果 シテ然 ラバ生

菌 感染 ノ場 合 常 二第3期 細 胞 ノ ミ出現 スル事 實

ハ菌 崩壌 後 遊 離 セ シ物 質 ガ蓋 クPhthioicacid

ノ形 二於 テ存 ス可 久 爾 他 ノ複 雑 ナ ル(燐 脂 質 、

「ア」脂肪 二止 ラズノ 物 質 ノ存 在 ハ 想像 シ得 可 ク

モ非 ズ、 斯 カ ル想 定 ガ事 實 可 能 ナ リヤ、 余 ノ・甚

グ了解 二苦 シム塵 ナ リ。 翻 テ所 謂 第3期 細 胞 ガ

然 力・リ特 定 ノ モ ノナ リヤ否 ヤ ラ検 スル ニ、 倉 重

氏 ハ1:皮 様 細胞(所 謂D型 細胞)ノ 中性 赤 穎 粒 ハ

粗大、 不 同 、 色 調 不 定 ニ シテ 内胞 膿 二充 満 入 ト

記載 シ、 之 ガCarrel.Lewisa.Lewisノ 血 液

軍核球 培 養 二於 ケ ルL皮 細 胞 、Erdmannetc.

ノ白鼠脾 培 養 二於 テ網H犬織 細 胞(Sabin等 ノ原

上皮様 細 胞)ノEndphaseト セルreticulares

Makrophagen,或 ・・Lewisa.Lewisノ 薄 膜 様

二伸 展 シ中 心 圏 ノ出現 セルKlaSmatOcyten等

・二形 態 、 構 造 、 性 状 全 ク同一 ナ ル テ認 ムル ト共

一、上皮 様 細 胞 ノ・賓 内皮 細胞 、網 状 織 細 胞 、何 レ

ヨ リモ形 成 セ ラル ラ 見 タ リ。羽 里 氏 ノ・輩 核 球 、組

織 球 ノ中性 赤 頼 粒 ガ異 物 、細 菌 テ吸 著 、囁 取 スル

テ認 メ、ソ ノ消化 、 崩壊 進 ム ニ從 ヒ、却 テ該 穎 粒

ハ膨 大 シ、 微 細 穎 粒 ノ・減 少 乃 至 ハ全 ク清 失 ス ト

云 フ.然 モ此 ノ現 象 ハ結 核 菌 二 止 マ ラズ、 枯 草

菌 、 化 膿 菌 、 「サ ル モ 弔ラ」属 等、 何 レモ軌 テー

ニセ リ。 懸 ツテ惟 フ ニ、 軍 核球 ノ形 態 的特 徴 ガ

Sabin等 ノ云 フ如 キ軍 一 固 定 性 ノモ ノニ非 ザ ル

ノ・翫 二認 容 シテ可 ナ ル ベ ク、從 ツ テ、之 ヨ リセ ル

所 謂 第3期 上皮 様 細 胞 ガ特 ニー一定 ノ不 可逆 性特

徴 ア リ トハ推 論 シ難 ク、 而 シテ之 テ上記 諸 詮 ト

封 比 セバ、 形 態 的 立 場 二立 脚 シテ燐 脂 質 二依 ル

上 皮様 細 胞 テ結 核 二特 異 關聯 ス可 キ謂 ノ・レナ キ

モ ノ ト推 察 セ ラル。

次 デ機 能 的立 場 ヨ リ考 察 スル ニ、 彼 等 二依 レバ

上 記 抗 酸 性 菌 燐 脂 質 乃 至Phthioicacidノ ミ軍

核 球 乃 至 ソノ原 始 細 胞 二貧 喰 セ ラ レ、 齊 シ ク後

者 二由來 セル 崩壌 細 胞 ハ全 ク之 二關 與 セズ ト云

ハ ル。 然 ル ニ弦 二奇 異 ナ ルハ ー 方 二於 テ彼 等 ハ

月嵩髄 ヨ リ抽 出 セ シ「レチ チ ン」二依 リテ モ所 謂 上

皮檬 細 胞 或 ノ・ソ ノ結 節形 成 テ 認 メ タル ゴ トナ

リ。 斯 カ レバ最 早 上 記 物 質 二基 ク上皮 檬 細胞 ガ

決 シテ結 核 二特 異 的 關 係 ア リ トハ云 ヒ得 ザ ル理

ニ シテ、 假 二此 ノ際 一 歩 テ譲 リテ、 彼 等 ノ筆 法

二則 リ之 ガ結 核 菌艦 内 「レチ チ ン」二基 ク ト解 セ

ンカ、 敢 テ特 種 ナルPhthioicacidノ 如 キ テ挨

ツ必 要 、毫 モ ナ カ ル可 シ。襲 二余 ノ・流 動 「パ ラ ヒ

ン」 二依 リテ上 皮 様 細胞 或 ハ組 織 球 性 細胞 ガ特

二他 二比 シテ ソ ノ遊 出傾 向著 明 ナ ル テ記 載 シ、

Pierson.華 岡 等 ノ脂 肪 或 ハ 「リボ イ ド」ト組 織 球

トノ親 和 性 是認 説 二 左担 セ リ。 即 チ此 ノ際 二於

テ モ、 上 記 現 象 ラ斯 ノ如 キ意 味 二於 テ詮 明 セ ン

トスル ナ ラバ、毫 モ妨 ゲ ナ キ理 ニ シテ、Sabinモ

之 テ認 メ ラル ニ不 拘 、 然 モー 方 二於 テ、結 核 菌

燐 脂 質 或 ・・Phthioicacidノ ミニ特 異 性 テ蹄

シ、 之 テ以 テ結 核 特 殊 彩成 物 質 ト断 定 ヒル ガ如

キ ハ甚 ダ 了解 二苦 シム塵 ナ リ。・彼 等 ガ結 核 特 異

組 織 ト云 フノ・上皮 様 細 胞 及 「ラ.氏 型 亘態 細胞 テ

含 ム 肉芽 組 織 ニ シテ、 前 者 ガ禰 蔓 性 二散 在 セ ル

モ へ 或 ・・集 籏 シテ、結 節 状 テナ スモ ノ テ・塞 ダ テ

所 謂Tubercular組 織 ト構 シ、 之 テ結 核 二關聯

セ シノ、 反 之 、 非 特 異 性 反 慮 トシテハ(1)血 管

ヨ リ ノ白 血球 遊 出、(2)細 胞 分裂 ノ増加 、(3)

組 織 球(崩 壌 細 胞)乃 至 ソ ノ貧 喰 能 ノ増 加、(4)

未 分 化 固定 結 締 織 細 胞 乃 至繊 維 母 細 胞 ノ増 加 、

(5)血 管 ノ新 生、(6)異 物 亘 態 細 胞 ノ檜 殖 、(6)

血 液 内乃 至 局所 淋 巴球 ノ分 裂 増 加 ラ基 ゲ、 後 者

ハ假 令前 者 ト同 時 二或 ハ之 二前 後 シテ登 現 セ シ

場 合 ト錐 モ、 而 シテ之 ハ殆 ン ド毎 常 認 メ ラ レ シ
ロ

慮 ナ レ ドモ、 全 然成 績 ノ判 定 ヨ リ除 外 セ ラ レ、

所 謂 特 殊 反 癒(Specificeaction)ト シテ ノ決 定

ニノ・、專 ラ前 者 、就 中 上皮 様 細 胞 ノ多 寡乃 至 態 度

如何 テ以 テ之 二宛 テ タ リ。然 ル ニ既 二述 べ シガ

如 ク、 彼 等 ガ所 謂 上皮 様 細 胞 テ特 二結 核 ト關 聯

セ シムル ハ 各 方 面 ヨ リ見 テ妥 當 ナ ラズ。 サ レバ

氏 等 ノ特 異 反慮 ノ解 繹 二妥 當 テ鋏 ケ ル ハ明 白 タ

リ.Sabin-一 派 ノ使 用 セ シPH.A-3テ 分 與 セ ラ

レタルGuillery(1932)ノ 、ソ ノ50-80mgテ 家
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兎 静 脈 内 二注 入 シ僅 二肝 臓 ニ ノ ミ攣 化 ア リ ト云

ヒ、 ソ ノ所 見 ノ・門 脈 周 園 組 織 ノ小 圓形 細 胞 浸潤

及 上 皮 様 細 胞 ノ遊 出 ア リテ、 時 ニ ハ唯 亘 態 細 胞

ノ ミガ唯 一 ノ攣 化 ナ リ シ場 合 モ存 ス トセ ラル。

然 モ氏 ノ・此 ノ亘 態 細 胞 ノ形 成 テ以 テ結 核 菌 毒 素

ノ爲 ト解 シ、本 燐 脂 質 テ結 核 菌 毒 素 ト見 倣 セ リ。

然 レ ドモ亘 態 細 胞 ノ登 現 ガ敢 テ結 核 菌 毒素 ラ挨

ツ可 キ謂 ハ レナ キ コ ト既 二明 白 タ リ。 一 方 氏 ノ・

大 量 ラ以 デ シテモ少 量 ノ場 合 ト攣 化 二差 異 ナ シ

ト云 ヒ、 或 ハ 同一 量 テ以 テ ス ル モ亘 態 細 胞 ノ登

生 ナ キ モ ノア リ、 更 二果 シテ之 ガ眞 二毒 素 タ ラ

ンカ何 故 二肝 臓 ニ ノ ミ攣 化 ラ起 シ、 脾 、 肺 ノ如

キ結 核 好 登 部 二之 無 キ ヤ。氏 ノ・燐 脂 質 ノ働 ク所 、

細 胞 ノ種 類 ラ問 ハ ズ亘 態 細 胞 テ登 生 セ シム ト構

シ、 ソ ノ登 生 ノ有 無 ハ肝 臓 内血 流 停滞 シテ本物

質 ノ作 用 歪曾強 スル場 合 二依 ル ト錐 モ、 血 流 ノ更

二緩 徐 タ ル脾 臓 ノ如 キ最 モ好 登 ス可 キ ニ不 拘
、

何 等 ノ攣 化 ダ ニ ナ キ コ ト甚 グ首 肯 シ難 シ。 斯 ノ

如 キノ・氏 ン論 稼 不 徹 底 ト云 フ ノ他 ナ ク、 而 シテ

Sabin一 派 ト同一 物 テ以 テ セ シGuillery自 身

既 二大 イーSabin等 ト所 見 テ異 ニ セ シ事 實 ハ之

ラ毒 素 ト見1故ス ニ更 二幾 多 ノ矛 盾 テ提 出 セル モ

ノ ト,思∂1猛セ ラル。

第七章 上皮様細胞性結核二就テ

結核病 墜 二於 テ、上皮様細胞 ノ出現 ・・最 モ特殊 ナル墾

化 ノー ナ レ・ドモ、ソ ノ本態 乃至登 生過 程 ヲ続 リテノ・多

標 ノ読 ア リ。即 チ或 ノ・血液細胞 ヨ リ(白血球 説、一部添

認説)・ 或 ノ・内被 綱胞 ヨリ或 ・・結締織 母細胞 ヨ リ或 ノ・

上皮細胞 ヨ リ之 ガ由來 ヲ求 ム。清野氏 ハ本細胞 ヲ以 テ

形 態的類似細胞群 ト見 倣 シ、大部分 ハ組織球性遊 走細

胞 ヨリ成 レ ドモ、一部 ・・局所 結締織母細胞、乃至 内皮

細 胞 ノ肥大、培殖 ニ ヨ リ叉淋 巴球、「プラ スマ」細胞 モ

之 二關與 シ得 ト唱へ、是 等 ノ・何 レモ、結 核菌毒素 ノ爲、

攣 性、腫大 ンテ生 ズ ト云 フ。Page1モ 局所 ノ種 々ノ

細胞 が髪性若 ク・・刺 戟状態 ヲ呈 セル型 ナ リ トシ、反

之、Htibschmannノ ・局所毛細管乃至淋 巴管内皮細胞

ヲ圭 トナセ ドモ、他細胞 モ之 二關與 シ得ル可能性 ア リ

トナス。Maximow・ ・組織球元、淋 巴球元 ノ2種 二分

テ ドモ、村 上氏 ノ・最近淋 巴球純梓組織培養二成 功 シテ

後 者 ヲ 否定 セ リ。斯 ノ如 ク特種 ノー 定細胞或 ・・細胞

群 二限局 シ、或 ハ各種細胞種 ヲ以 テ母細胞 トナス等多

檬 二岐1ノド亀、 要之、類 上皮細胞 が組織性 ノ細胞 ノ培

殖 二依 リテ生 ジ、即 チ遊 走性及固定性 ノ組織球乃至網

状織 内皮細胞 ナル ・・確 實ナ リ。翻 ツテー般 二上皮標

細胞 ト栂 セ ラル モ ノ ・形態 的特徴 ヲ尋 ヌル ニ、之 ・・核

モ胞 盟 モ淡染性 ナル 軍核細胞 ヲ指 スモ ノ_シ テ、原形

質 二富 ミ、 胞状 ノ圓、楕 圓或 ・・腎臓 形等不定 ノ比較的

大 形淡 明 ノ核 ヲ有 シ、1或 ・・2個 ノ核小留 ヲ容 レ、胞

盟屡 く突起 ヲ有 シ、叉空胞 ソノ他 ノ包藏物 ヲ認 ムルコ

トァ リ、境 界互 ヒニ明瞭或 ・・然 ラフごト云 ・・ル。余 ノ場

合 二於 テモ 全 ク之 ト同一 ノ所 見ヲ呈 セ シモ ノニ ジテ、

之 が生結 核菌以外 ノ種 々ナル抽 出物 、脱脂菌 二依 リテ

螢生 セ シコ ト亦 既述 ノ如 シ。而 シテ斯 ノ如 キ所見・・亦

既 二縷述 セル如 ク 筍 クモ生菌以外 ノ菌禮 成分二依 ル

組織 反鷹 ヲ検 索 セソ ト 人ノレ総 テ ノ學者 が認容 セ シ所

ナ レ ドモ、然 モ或 ・・之 ヲ以 テ特異結核性組織 二蹄 セソ

トシ或 ・・寧 ロ之 ヲ異 物反慮 ト見倣 サ ソ トス。翻 ツテ

考 フル ニ、院 二上皮標細胞 ノ本 態 が少 ク トモ ソ ノ大部

分 が組織 球性細胞 二由來 スル コ ト・・、認識 セラ レタル

所 ナ リ。 然 ラバ 之 力・ソノ旺盛 ナル 貧喰機能 ヲ登揮ヌ

可 ク、障碍物 二向 ツテ蝟集 シ來 ルハ生艦 臼然 ノ妙機 ト

ジテ素 ヨ リ當 然 ニシテ、敢 テ結核菌 ノ存在 ノ ミヲ侯 ツ

可 キ要 ナキ ・・臼明 ノ理 ナル可 シ。即チ余 が巨態 細胞 二

關 スル 考察 二於 テ述 ベ シ所 ・・亦之 二適用 シ得 ルモ ノ

ニ シテ、異物 ノ刺 戟 ニシテ適 當 ナラ・＼ 強 イテ之 ヲ結

核菌毒素 二關聯 セ シムル迄 モナ ク、常 二組織細胞 ノ墾

調 ヲ來 シテ、上皮標細胞 ヲ形成 シ得"∫ク、此 ノ際 巨態

細胞及上皮様 細胞 が 決 シテ結 核 二特定 セル輩一孤 立

ノ特殊細胞 二 非ル コ ト明白ナ レバ(第 七章及 一章参

照)、 之 ・・當然首肯 シ得 ラル ・所 ナ リ。此 ノ意味 二於

テ既述 諸訊 ヲ省ル ニ、ソノ特殊解繹 ヲ下スモ ノ・殆 ソ

ド総 テ・・軍 二結核菌 二由來 スル物質 ノミヲ以テ シ、之

以外 ノ死菌 膣乃至 ソノ抽 出物或 ・・軍純 異物 ヲ以 テ比

較封照 セルモ ノ甚 ダ少 ク、而 シテ彼等 ノ・之 ガ結核菌 二

關聯 ヲ有 ヌル が故 ヲ以 テ、ソノ特種性 ヲ認 メ ソ トスル

ナ リ。然 レ ドモ、現今 異物 二依ル所謂異物結節 ガ結核

二於 ケル上皮櫟細胞 性結節 ト隔別 シ能 ・・ザル 所見 ヲ

呈 スルコ ト・・幾 多 ・實験 ヨリ明 カナル ヲ以 テ、箪 二該
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物 質 が結 核 菌 二 由 來 ス ル ノ理 由 ノ ミニ基 キ テ、之 ヲ特

殊 反 感 ト見 倣 ス ・・根 榛 極 メテ 薄 弱 ナル ノ誹 ヲ免 レズ。

余 ・・結 核 菌 以外 ノ物 質 二依 リテ モ、常 二之 ヲ認 メ タル

モ ノー ジ テ、敏 室 ノ占部 氏 或 ハ廣 瀬 氏等 モ、 各 種 多数

ノ非 病 原性 抗 酸 性 菌 ヲ以 テ ソ ノ生 、死 二不 拘 、 叉 墨 汁

ヲ以 テ シテ モ 、常 二上 皮 株 細 胞(氏 ノ所 謂特 殊細 胞)ノ

獲 現 ヲ認 メタ リ。 斯 カル 實 例 ハ 敢 テ 並 二逐 一 列 緊 ス

ル迄 モ ナ ク、實 二多 数 二 存 スル モ ノニ シテ、 異 物 ノ種

類 二於 テ モ 絹 線 弾 力繊 維 、 「ヒ ヨ レス テ リソ」、 澱 扮

標紫 片(Lubarschu.Pagel)ソ ノ他 實 二枚 暴 二逗 ナ キ

程 、多 捺 二 亙 レル ノ・周 知 ノコ トナ リ。 此 ノ際 之 が決 シ

テ乾 酪化 二 陥 ラ ザル ヲ以 テ 結 核結 節 ト匠 別 シ得 ラル

ル コ ト亦 一般 二 承認 七 ラル 所 ナ レ ドモ、前 記 諸學 者 ニ

シテ之 が獲 現 ヲ認 メ タル モ ノ殆 ソ ド無 〃、多 ク ハ繊 維

性 二治癒 ス トナ ス カ、或 ・・鰭 テ 乾 酪化 二隔 ル ナ ラ ソ ト

ノ漠 タル 想 像 ノ下 ニ ソ ノ特 殊 性 ヲ 掻 調 セル ナ リ。 叉

假 令 少 数 二於 テ乾 酪 化 ノ記 載 ヲナ ス ト錐 モ 、ソ ノ所 見

ノ不 確 實 ニ シテ、或 ・・論 旨 ノ徹 底 セ ザル所 以 ・・既 二余

ガ前 章 二 於 テ 詳 細 之 ヲ論 駁 セ シ所 ヨ リ自 ラ明 カ ナル

可 ジ。 即 チ、生 菌 以 外 ノ結 核 菌髄 成 分 ヲ人 工 的 二作 製

シ、 之 ガ括 入 局所 二於 テ 結 核 類 似 結 節 ヲ作 ル ト共 二、

該物 質 力'結核 菌 二 由來 ス トノ理 由 ヨ リ シテ、直 チ ニ該

物 質 ヲ以 テ結 核 形成 二 關與 ス 可 キ特 殊 物 質 トナ ス ノ、

極 メ テ早 計 ニ シテ、 之 ヲ結 核結 節 様 攣 化 、或 ハ結 核 様

結 節 ト認 ムル コ ト ・、特 異 ナ ル結 核 礎化 ト認 ムル コ ト

トノ・自 ラ別 個 ノ問題 ナ リ。

]M[edlar,Stoddarda.Cutler,Davis等 ノ、Bla一

stomycosis二 依 リ 乾 酪 化 ラ ス ラ件 ヘ ル定 型 的

結 核様 結 節 ラ認 メ タ リ。 徽 毒 、 放線 状 菌 、「レ プ

ラ」等 二於 テ屡犬 同様 ノ所 見 テ得 ル コ ト衆 知 ノ

事 實 タ リ。然 レ ドモ之 ガ故 テ以 テ決 シテBlasto-

mycosisソ ノ 他 ト結 核 菌 トノ特 異 關聯 性 テ云

云 人ル能 ハ ズ、前 記 病攣 ガ結 核 二特 異 タ リ トノ・

毫 モ構 スル能 ノ・ザ ル可 シ。

斯 ノ如 ク、 既 二 上皮 様 細 胞 ガ決 シテ結 核 菊 ノ ミ

ノ存 在 ラ張 要 ス可 キ謂 ノ・レナ キ コ ト明 白 タル以

上、 余 ノ封 照 タル死 菌 或 ノ・「リボ イ ド」反 癒 ノ特

異 詮 ハ弦 二於 テ モ根 瀕 葦弱 タ ル テ免 レズ。

現 今結 核 病 型(塘 殖 、 滲 出1二 關 スル論 雫 テ続 リ

テ ソ ノ塘 殖 型 二際 シ結 核 菌 ノ異 物 作 用 テ張 調 ス

ル者 少 カ ラ ズ(Kretz,HUbschmann,Ranke,

Pagel,宮 田、 佐 田 等1。 然 レ ドモ斯 ・・余 ノ揚 合

ト別 問題 ニ シテ、 且 と ガ故 二余 ノ諭 豫 喪 失 セ ラ

ル モ ノニ非 ズ。 如何 トナ レバ余 ノ谷菌 膿 成 分 二

依 ル反 慮 ノ・強 イ テ之 ラ結 核 二類 似 性 テ求 ム レバ

所 謂 曾 殖 性 憂 化 二該 當 ス可 ク、 而 シテ之 ガ生 菌

感 染 ノ場 合 二於 テ モ 同様 異 物 反 磨iト シテ 生 ズル

ラ以 テ、 一 見 恰 モ余 ノ所 見 ガ 生菌 感 染 ト特 殊 關

聯 性 テ有 スル ガ如 クナ レ ドモ、 翫 二結 核 菌 ガ異

物 ト シテ作 用 スル以 上 、 何 等 其 庭 二結 核 菌 自艦

二基 ク特 殊 因子 ノ活 動 ナ キ ヤ明 白 タル テ以 テ ナ

リ。

第八章 結核個禮二於ケル組織攣化二就テ

Zieler・ ・結 核感 染 個 彊 ・・結 核 菌 乃至 之 ヨ リ作 プ レ・タ

〃 「ツ ベル ク リ ソ」ノ投 與 ニ ノ ミ反 鷹 シ、非 特 異 刺 戟 物

質 二封 シ テ ・・抵 抗 強 ン ト総 シ、「ツ」反 賑 ノ特 異性 ヲ強

調 ス ル ト共 二、 彼 ハ1ツ 」(以 下 「ツベ ル 〃 リソ」ヲ「ツ」

ト略 稚 ス)注 射部 二定 型 的 結 核 組 織 ノ登 現 ヲ認 メ、 反

之 、 赤痢 菌 毒 素、 或 ・・Staphylolysin等 二依 リテ ・・輕

微 ノ然 モ非 特 異 炎 症 アル ニ 過 ギ ザル 事 實 ヨ リ 氏 ノ所

訊 二更 二論 榛 ヲ得 タ リ ト構 セ リ。Selter,Bessauモ 結

核 人燈 二於 テ 之 ヲ讃 シ、Bessauノ ・「ツ1反 慮 ・・生 物 學

的 見 地 ヨ リ見 テ新 生 結 核 竈 二他 ナ ラ ズ、即 チ「ツ」反 懸
の

ト ハ個 燈 ガ 「ツ」刺 戟 二i封ジ 結 核組 織 形成 能 ヲ有 ス ト

ノ表 現 二 過 ギ ズ ト論 断 セ リ。

然 ル ニBandleru.Kreibig,KlingmUller,K6nig,

Noblu.Kasahara,Stangleanu等 ハ之 二疑 義 ヲ提 シ

或 ・・之 ヲ否 定 シ、結 核様 組 織 ノ登 現 ア リ トモ 決 シテ結

核 二特 殊 關 聯 性 ヲ齎 ス 可 キニ 非 ズ ト唱 へ 、或 ・・全 ク之

ス ラ モ認 メ ズ。Zieler・ ・後 者 二 封 ジ、観 察 期 早 カ リ ジ

爲 塑 化 ヲ認 メ ザ リシモ ノb反 駁 シ、Koopmann,Sieg・

ristu.Seligmann亦 之 二賛 ス レ ドモ、Vallardi・ ・唯

血 管 周 圃 小 圓 形 細 胞 ノ浸 潤 アル ノ ミニ シテ、結 核 ヲ暗

示 ス 可 キ何 等 ノ 所 見 ダ ニ ナ シ ト報 ヘ リ。 一 方 二於 テ

・・所 謂Zielerノ 結 核 所 見 が決 シテ 「ソ」注 射 部 ノ ミニ

特 異 的 二出 現 ス ルr.非 フごト罹 シテ、Selterハ 大 腸 菌 屍

ヲ結 核 人腱 皮 問 二 接 種 シ テ之 う"瞬硫 或'・'死結 核菌 注
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射 部 ト全 ク同 一 現 象 ヲ 呈 ス ル ヲ認 メ、Oppenheimer

ハ異 物 ソ ノ他 種 々 ノ他 細 菌 二依 リテLupus様 組 織 ノ

獲 現 ヲ詮 シ、Kyrleノ ・SporotrichoseBlastomycose.

Trichophytieソ ノ他 ニ ヨ リ之 ヲ認 メ、Blumenberg・ ・

食 臨 水 、 大 腸 菌 物 質 ノ接 種 ニ ヨ リ、Pagelハ 「ペ プ ト

ソ.」肉汁 二 依 リ、 共 二結 核 個 髄 二於 テ該組 織 ノ出現 ヲ

立 詮 セ リ。 斯 カル 事 實 二加 ヘ テ、更 二 「ツ」反 磨 ト同標

ノ肉 眼 的 反 鷹 現 象 ヲ 他 物 質 ヲ以 テ 立謹 セ シモ ノニ、

Fr.R6面er(Pyocyaneus),Entz及Sorgo(赤 痢 、 「ヂ

フ テ リー一]毒 素)、Boguetu.N6gTe,Irimesca(「 チ モ

テ ー」菌)、Selter(大 腸 菌)等 ア リ テ、 之 ヨ リ セ バ

Zieler,Bessau等 ノ所 読 ノ・稽1動 揺 ヲ來 セ ル が如 ク、

而 シテ 余 ・・余 ノ實験 所 見 ヨ リ見 テ、少 ク トモ組 織 學 的

意 味 ヲ以 テ 「ツ」反 慮 ノ 特 異 性 ヲ云 々 セ ソ トス ル が如

キ見 解 二 ・・賛 シ難 ジ。

然 レ ドモ 弦 二 新 二 問 題 トナ ル ノ・假 令 「ツ」反 慮 或

ノ・作 用 ガZielerノ 意 味 ノ特 異 的 ナ ラ ズ トナ ス

モ 、 一 部 ノ學 者 ノ中 ニ ノ・該 組 織 攣 化 テ結 核 個 膣

ニ ノ ミ謹 シ テ健 常 個 膿 二 求 メ ザ リ シ理 由 ヨ リ、

更 二 異 ナ ル 意 味 テ 以 テ 解 繹 セ ン トス ル モ ノ ア ル

コ トナ リ。.即 チ 、Kyrleノ ・皮 膚 ノー 種 ノ反 慮 力

高 上 二 基 ク ト解 シ、Oppenheim・ ・之 テ皮 膚 ノ

或 ル 「ア レ ル ギ ー 」ノ状 態 可 ビ或 ル 素 因 二蹄 ス ル

庭 ア リ。Matthes,Krehlu.Matthesノ ・結 核

個 膿 ハ 異 種 蛋 白 二 封 シ高 度 ノ感 受 性 ラ示 ス ト云

フ。 斯 ノ 如 キ ノ・余 ガ結 核 、 健 常 雨 個 膿 二於 テ 共

二 結 核 様 組 織 ノ獲 現 テ認 メ タ ル ト趣 テ 異 一 ス ト

云 ノ・ザ ル 可 ラ ズ 。 サ レバ 余 ・・此 ノ期 二於 テ所 謂

結 核 様 組 織 獲 現 ノ本 態 二 關 シ諸 詮 テ検 討 ス可 キ

必 要 テ得 ル ニ 至 レ リ。

「ソ ベ ル ク リ ソ」二依 リ 當 該 愛 化 ヲ認 メタ ル コ トニ關

シ、 一 部 二 ・・「ツ」作 用 が 本 態 的 二 結 核 菌 燈 或 ・・ソ ノ

崩 壊 物 二俵 ル トノ見 解 ヲ示 ス モ ノ ア リ。Klingmtiller

ノ、濾 過 セ シ奮 「ッ ベル ク リソ」二依 リテ伺 結 核檬 組織

ノ登 現 ヲ認 メ タvド モ、Wolff・Eisner・ ・有 数 物質 ノ・

ultramikroskopischeSplitter二 依 ル ト シ、 前 記Pick

u.Daels,Jadassohn,Stadelmann等 ノ「ツ」二依 リテ

得 タル 箋 化 ヲ並 二節 シ、Kyrleノ ・intaktノ 菌 膣 ノ混

在 二依 ル ト ヅ、肉 芽 中 巨態 細胞 ノ多 キ ノ・病 芽 及 ソ ノ崩

壌 物 多 量 二存 スル 爲 ニ ンテ 、少 キ ・・ソ ノ大 景 が 除 去 サ

レタ爲 ト解 シ、菌 ノ謹 明 シ難 キ・・ソノ崩壊 ニ ヨ リ著染

力 ヲ失ヘ ルニ基 ク トセ リ。然t・ドモZielerノ ・ソノ後

結 核菌 「エ ムル ジヨソ」 ト薄 「ツ」間何 等巨態細胞 ノ蛋

現 ニー 定 ノ關係 ナク、後者 二依 リテモ或 ・・濾過透析液

二依 リテモ爾 多鍛 ノ巨態 細胞 ヲ得 タ リ。

Liebermeister・ ・之 二封 シ、Zielerノ 菌存在 ナキ透析

物 二依 ル現象 ハ 血液或 ・・静脈 壁 二潜伏 セ ジ結核菌 二

基 ク ト解 シ、 即、Virchow,Orthノ 「ツ」刺戟 二依ル

菌 ノMobihsierung設 ヲ以 テ説 明セ ソbス 。Schmidt,

Neustadtu.Stadelmann等 ・・結 核様 組織 ノ形成 ・・菌

ガ抗燈 ノ作用 ニヨ リ、分解 セ ラレタル部 二生 ズル ノミ

ナラズ、循環障 碍 ノ種類及 強度 ガ最後 ノ数果 ヲ決定ス

ト錐 モ、Blumenberg・ ・之 ヲ排撃 セ リ。

以 上 ノ諸 詮 ガ決 シテ肯 肇 二債 ス可 ラザ ル所 以 ハ

敢 テ、 余 ノ實 験 ラ挨 ツ迄 モ ナ ク、 既述 ノ如 ク健

常 動 物 二於 テ、 然 モ結 核 菌 ヲ含 マザ ル各種物 質

二依 リ テ所 謂 結 核 様 組織 ノ出現 テ認 メ タル幾多

諸 家 ノ實 験 ヨ リ シテ モ亦 自 ラ明 カ ナル 可 ク、況

ヤ 假 令菌 膿(UltramicroskopischerSplitter

nachWolff-Eisner或 ハKyrleノ 不 染 性 菌膿)

ガ余 ノ場 合 抽 出物 二術 混 在 セ ン トスル モ、 結 核

菌 以 外 ノモ ノニ依 リテ モ亦 同様 ノ攣 化 ラ得 タル

コ ト、 然 モ之 ガ正 常 動 物 二於 テ克 ク登 現 セ シ事

實 ヨ リ セバ、 少 ク トモ組 織 學 的 立 場 ヨ リセ ル結

核 獣 ノ感 受 性充 進lllとハ之 ラ認 容 シ難 キ が如 シ、

Blumenbergノ ・臨躰 的 二全 ク健 常 ナ ル人 罷 二於

テ大 腸 菌 物 質 皮 間接 種 二依 リ テ爾 結 核 様組 織 ノ

登 現 テ認 メ、 「ツ」反 磨 ノ・決 シテ新 生 結 核 竈 ノ登

現 テ意 味 セ ズ ト シテZieler,Bessau等 ノ所 詮

子排 撃 スル ト共 一、 結 核様 組 織 ノ・結 核 菌或 ハ ソ

ノ毒 素 二特 殊 關聯 性 ラ有 セ ズ、 非 特 異 性反 磨 ナ

リ ト断 ジ、 之 ガ血管 神 経 系 統 ノ物 理 化學 的影 響

二 依 リ生 ズ ル モ ノ トセ リ。 即 チ氏 ハ器 械 的 意 味

二於 ケ ル異 物 反 慮 トハ セ ズ、 寧 ロ ソ ノ物 理 化 學

的 ノ性 質 テ重覗 セ リ.

謙 ツ テ考 フ ル ニ、 余 ガ實 験 二使 用 セ シ物 質 ハ菌

艘 二於 テモ抽 出物 二於 テ モー 般 二物理.的或 ～・器

械 的 刺 戟 テ張 度 二與 フ ル モ ノ多 久 而 シテ然 ラ

ザ ル流 動 「バ ラ ヒ ン」或 ハ極 微 粒 子 墨 汁 ノ如 キ ハ

所 謂 結 核 様 肉芽 竈 テ登 現 セ シム ル コ ト遙 二輕 度
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ニ シテ、 就 中墨 汁 ノ如 キハ全 ク之 テ見 ザ リキ
。

現 今 所 謂 結 核 様 結 節 ガ諸 種 ノ異 物 二依 リテ出現

入ル ハ衆 知 ノ事 實 ニ シテ無 機 的、 有 機 的 各種 ノ

物 質 が基 ゲ ラ レ、更 二叉 昇 柔(Maresch)或 ノ・「サ

ル バ ル サ ン」、 甘 乗(Riehl)ノ 如 キ化學』溶 液 ニ シ

テ術 之 ヲ見 タ リ ト云 ハ ル。 即 チ之 ヨ リセ バ異 物

タ リ トモ、 輩 二器 械 的 因子 ラ含 ム モ ノ ノ ミテ指

ス可 キ必 要 ナ キ ガ 如 シ。 一 方 二於 テ余 ハ齊 シ

ク、 菌 膣 成 分 ニ ヨ リテモ ソ ノ間 尚 吸牧 或 ノ・反 慮

二種 々 ノ階程 アル テ見 タ リ。 而 シテ異物 ニ シテ

ソ ノ化 學 的刺 戟 或 ハ物 理 的特 徴 ラ異 ニ スル 時、

反 慮 張度 二 種 々攣 化 アル コ トノ・敢 テSilbers・

berg,華 岡、Pinkerton,松 波、 渡 邊 、堀 等 テ挨

ツ迄 モ ナ ク 自 ラ容 易 二推 論 セ ラル。

サ レバ余 ガ從 來 異 物 反 磨 ト構 セ シモ ノガ決 シテ

器 械 的 刺戟 ノ意 味 二於 ケ ル モ ノ ・ ミテ指 スニ非

ル ハ 明 カ ナ ル可 シ。 偶 胤余 ノ場 合 二於 テ異 物 ノ

性 質 上 、 器 械 的或 ハ物 理 的 因 子 二影 響 セ ラル ・

塵 多 カ リ シノ・事 實 ナ レ ドモ、 余 ノ・之 ガ故 テ以 テ

菌 農 抽 出 物或 ハ諸 種 菌 屍 二基 ク諸 反 磨 ガ夫 等 ノ

器 欄 的 刺 戟 ノ ミニ基 ク ト強 調 スル モ ノニ非 べ

當 該 反 慮 ガ決 シテ特 異 毒 素 二依 ラズ、 廣 キ意 味

ノ異 物 反 慮 二基 ク所 以 テ強 調 七 ン ト欲 スル モ ノ

ナ リ。 即 チ此 ノ意 味 二於 テ余 ノ・Blumenberg,

Riehl等 ノ所 論 テ認 容 セ ン トス。

以 ヒノ所 詮 テ総 括 スル時 、Zieler,Bessau等 ノ

意 味 二於 ケ ル組 織 學 的 「ツ」反 磨 特 異 詮 ハ 既 二全

ク論 縁 刊 ミヒ、 又 結 核 感 染個 膿 ニ ノ ミ非 特 異性

結 核 様 組 織 ノ費現 テ得 ト ノー 部 諸 設 二封 シテ ハ

多大 ノ疑 義 存 セ リ。

第九章 動物種族間相違二就テ

結 核 先 天 免 疫 ヲ有 スル 動 物 ガ 結 核 感 染 二樹'シ… 程 度

ノ抵 抗 力 ヲ有 ス ル 理 由1・ シテMachkur(]905 、ノ・多 核

白血 球 ソ ノ他 細 胞 ノ喰 菌 現 象 ヲ以 テ訊 明 シ、Bergel,

Kraus,石 原 氏 等 之 二賛 セ リ。 渡 邊 氏 ・・大 軍 核 細 胞 、

内皮 細 胞 及 淋 巴 腺 内諸 細 胞 ノ結 核 菌 二封 スル 持 久 的

作用 能 力 二 因 ス トシ、南 氏 ・・加 熱 死 菌 二依 リ獲 得 セ ラ

ル ・凝 集 素 ノ猶 生 過 敏 現 象 ノ強 度、二 次 的感 染 二鍬 ス

ル 抵 抗 が犬 、 山 羊、 家 兎、海 狸 ノ順 二 相卒 行 シ テ低 下

スル ヲ認 メ 之 ヲWolf-Eisnerノ 「リジ ソ」設 ヲ以 テ訊 明

ス ル所 ア リ。佐 藤 氏 ノ・Slidecellculture二 依 リ「ラッテ」、

鶏 、家 兎血 液 二人 型 菌 二封 ス ル 増殖 阻 止 作 用 アル ヲ確

認 シ之 が特 殊 有 力 ナ ル 免疫 力 ナ リ ト シ先 天 免 疫 ノ設

明 ヲ之 二求 メ タ リ。 進 ソデ伊 藤 氏 ハ 之 ガ 白血 球 ヨ リ

寧 ロ血 漿 中 二存 ス 可 キ所 以 ヲ立 詮 シ、澁 谷 氏 ・・更 二血

漿 内 「オ プ ソ ニ ソ」ノ能 力 ヲ重 硯 シ、 白血 球 、補 髄 ・・各

動 物 共 通 ニ シ テ待 殊 能 力 ナ シ ト弧 調 シ、R6mer以 下

上記 細 胞 免 疫 説 二封 シ液 燈 免 疫 訊 ヲ提 唱 セ リ。一 方 村

上 氏 ・・組 織 培養 ヨ リ海 狸 ノ淋 巴 腺 内 白血 球 、組 織 球 ・・

人 型 菌 二劉'シ速 カ ニ壊 死 二 昭 ル ニ 反 シ家 兎 ノ夫 ・・旺

盛 二喰 菌 ヲ螢 ム ヲ認 メ、Lewisa.Sandersonノ ・家 兎

・・人 型 菌 二勤 ジ 酪 化 ヲ示 サ ズ、 速 カニ菌 ヲ死 滅 セ シ

メ、 牛 型 菌 ノ場 合 ト反 慮 ノ本 質 ・・同一 ナル モ、此 ノ菌

培殖 ナ キ鮎 ヲ感 受 性 相 違 ノ本 態 トシ、之 ガ菌 成 長 乃 至

塘殖促進物 ノ鉄乏 ノ爲 ト解 セ リ。

余 ノ場 合 二於 テ モ 生菌 二依 ル各 動物 早 期 反 慮 ハ

全 ク同 一一ニ シテ、Sabin,Doan,Lewisa.San-

derson等 ト軌 テー ニ ス ル ト共 二、 注 入菌 ノ蓮

命 二關 シテ モ、 海 狽 ノ場 合 盆 ≧曾 殖 テ螢 ム ー反

シ「マ ウ ス」二於 テノ・比 較 的 早 期 二浦 失 シ、 家 兎

ハ ソ ノ中間 二位 スル ガ如 キ所 見 テ得 テ、氏 等 ノ

事 實 ニー一致 セ リ。,,b山崎 氏(1926)ノ ・「ラ。テ」二人

型 菌 接 種 ノ場 合 、乾 酪 化 ナ キ ノ・素 ヨ リナ レ ドモ、

緻 維 性 二包 裏 セ ラル ・コ トモ ナ シ ト云 ヘ リ.蓋

シ ソ ノ毒 性 張 キ カ或 ハ ソ ノ観 察 期 短 キ ニ 因 ル ニ

非 ザ ル カ。 反 之 原 澤 氏 ハ余 ト殆 ン ド同様 ノ病 攣

推 移 ラ 「ラッテ」皮 下弱 毒人 型 菌 接 種 二 依 リテ観

察 セ リ.余 ノ場 合 生 菌 二基 ク斯 カル反 慮 ノ相 違

ガ果 シテ血 液 内液 艦 免 疫 設 ヲ立 謹 スルヤ否 ヤ、或

ノ・之 ガ貧 喰 細 胞 ノ機 能 相 違 二因 スル ヤ ハ到 底 之

ノ ミテ以 テ云 々 スル能 ノ・ザ レ ドモ、 弦 二注 目 ス

可 キ ハ斯 ノ如 キ動 物 種 間顯 著 ナ ル反 慮 ノ相 違 ガ

死 菌 或 ノ・抽 出物 二 依 リテハ決 シテ認 メ ラ・レザ リ

シ事 實 ナ リ。 若 シ、 後 者 二基 ク病 壁 ガ眞 二結 核

組 織 ト認 定 サ レ得 ル ナ ラバ 、 換言 セ バ若 シ後 者
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ガ 爾 眞 一造 結 核 性 煮性 ラ有 スル ナ ラバ、 各 動 物

種 屡 間 二於 テ少 ク トモ、 或 ル程 度 ノ反 磨 性 ノ相

違 アル可 キ理 ナ リ。 素 ヨ リ余 ノ場 合 二於 テモ、

ソ ノ間 多 少 ノ差 異 ハ認 メ タ レ ドモ、 而 シテ又 生

菌 及 爾 他 ノモ ノ トノ間 ニハ檜 殖 力 ノ有 無 二關 シ

テ著 シキ軒 輕 アル ハ 當 然 ナ レ ドモ、 然 モ 少 ク ト

モ、 後 者 二尚該 毒 性 存 スル ナ ラバ、 斯 カ ル差 異

ハ 常 ニー 定 ス可 キ筈 ナ リ。 然 ル ニ例 之、 齊 シク

「マ ウス」
、 海瞑 ノ間 二於 テモ或 ル物 質 ハ前 者 二

病 攣 遷 延 シ、他 ノ物 質 ノ、然 ラザ ル ガ 如 キ、 或 ハ

同一一物 質 ニ シテ 「マ ウ ス」ニ ノ・強 ク 家 兎 ニノ・弱

ク、 海 瞑 ニハ更 二微 弱 ナ ル ガ如 キ、 之 テ逐 一 詳

述 スル ノ煩 二耐 エ ザ し・ドモ、 斯 カ ル矛 盾 ノ・上記

各 實 験 随 所 二於 テ認 メ ラル可 シ。

斯 ノ如 キノ・實 二是 等 生 菌 以外 ノ物 質 二基 ク病 攣

テ異物 反 磨 ト見 倣 スニ有 力 ナ ル論 檬 テ與 フル モ

ノ ト云 フ可 ク、 此 ノ見解 テ以 テ ス ル以 外 ニ ハ全

ク明快 ナル論 明 テ下 ス能 ハ ズ。 翻1ツ テ生 菌 テ以

テ セル 場 合 、 「マ ウ ス」二於 ケル反 磨 テ省 ル ニ、

素 ヨリ此 ノ際 雌 モ・ ソノ病攣注糧 二比 シ{

遙 二廣 汎 、 張 度 二亙 リ、 純 然 タル 異物 反 慮 ト見

倣 スー ハ梢 ≧異 ル庭 モ ア レ ドモ、 乾 酪 化 ナ ク、

繊 維 化 ノ傾 向大 ナ リ シ'コト等 、 他 ノ死 菌 乃 至 抽

出 物 テ以 テ セル 場合 ト本 質 的 二相 似 タ リ.サ レ

バ 今假 リニ百 歩 テ譲 リテ、 是 等 菌 艦 成 分 二基 ク

病 攣 テ叩 ナル 異物 反 慮 卜解 セ ズ。 結 核 ト特 殊 ノ

相 關 性 テ有 スル モ ノ ト見 倣 サ ンカ、 然 モ 上述 種

属 間病 礎 性 二何 等 一 定 ノ序 列 ナ ク、 生 菌 ノ場 合

二比 シ、 著 明 ノ懸 隔 ア リ シ事 實 ハ全 ク之 ラ以 テ

読 明 スル能 ハ ザ ル ナ リ。 新 家 氏 ノ・結 核 菌 ノ 「ア

ル コー ル」、 熱 「アル コー ル」、「クロ ロ ホ ル ム」各

抽 出物 ガ海瞑 、 家 兎、 皮 下 接 種 後 惹起 スル病 髪

二 關 シ、 同 種 屡 間 ニ ハ経 過 二大 差 ナ キ モ、 海 猿

ト家 兎 ラ比 較 セ バ著 シキ逞 庭 ア リテ、 後 者 ニ ハ

遙 二慢 性 二経 過 スル テ認 メ、 氏 ノ所 謂 結核 檬 肉

芽 組 織 ノ登 生 ガ斯 ク種 屡 的 二相 違 アル ハ夫 々結

核 菌 ノ構 成物 及 産 生物 ノ毒 性 二封 ス ル評 慣 ガ先

天 的 二異 ル爲 ト解 セ リ。 一 方 又 氏 ノ・肝 臓 二封 ス

ル影 響 テ検 シ、 漏 冥 ノ場 合 ニノ・肝 臓 實 質 ノ退 行

攣 性 著 シキ ニ反 シ、 家 兎 二於 テノ・寧 ロ間 質 結 締

織 ノ檜 殖 強 ク、 ソ ノ高 度 ナ ル 時 ハ 萎縮 性 肝硬 攣

二迄 到 達 スル ラ認 メ タ リ。 然 レ ドモ、此 ノ際 「ア

ル コー ル」 可 溶 脂 質 ノ・海狽 二於 テ モ亦 厘 ㌃肝 硬

憂 テ 惹起 セ シメ タル モ ノー シテ、 「ク ロ ロホ ル

ム」 可 溶 脂 質 ハ 家 兎 ニ ノ ミ之 ラ起 シ、 生理 的 食

盤 水 抽 出 二基 ク菌 蛋 白 ハ全 ク此 ノ作 用 ナ シ。 斯

ノ如 ク氏 ノ・木 抽 出物 テ以 テ、 結 核 菌特 殊 毒 素 ト

見倣 シ、 就 中 「アル コー ル」可 溶 脂 質 ハ殆 ド結 核

生 菌 な素 ト同 一 物 ナ リ トシ、 主 ト シテ結 核初 期

ノ病 憂 テ司 リ、 「クロ ロ ホ ル ム」可溶 脂 質 ハ後 期

ノ病 憂 テ司 ル モ ノ ト見 倣 セ リ。 氏 ノ所 説 ハ全 ク

余 ト相 容 レザ ル そ ノナ レ ドモ、 今 仔 細 二本 説 テ

検 討 スル ニ、 先 ヅ氏 ガ皮 下接 種 局 所 二認 メ タル

所 謂 結 核 様 肉芽 組 織 ハ既 二氏 自身 二依 リテ、 葡

萄 状 球 菌 、 連 鎖 状球 菌 ノ各 同 様 抽 出物 テ以 テ然

モ之 テ認 メ ラ レク リ。 而 シテ ソ ノ際 、 氏 ガ初期

後 期 、 各 病 攣 ト抽 出像 トノ特 殊 關 係 ラ云 々セ シ

攣 化 ハ常 二惹 起 シラル モ ノー シテ、 ソ ノ間 何等

ノ軒 輕 アル ナ シ。 之 ヨ リセ バ該 抽 出物 ノ特 殊 毒

素 タル所 以 既 二極 メ テ疑 ハ シク、 サ レバ肝 臓 二

封 スル反 慮 ガ假 令 雨 種 屡 二然 カ ク差 異 テ有 スル

事 實 ハ之 テ認 容 ス ル トモ、 直 チ ニ之 ヨ リ詣素 ト

ノ關聯 性 ラ求 ム ルノ・蓋 シ早 急 ノ誹 ラ免 レズ、 況

ンヤ最 モ生菌 毒 素 二類 似 ス可 キ「アル コー ル」可

溶 脂 質 ニ シテ尚 海 狽 二於 テ往 々檜 殖 性乃 至硬 攣

性 肝 攣 化 テ起 セ ル ラ見 ル時 、 盆 ≧此 ノ感深 カ ラ

ザ ル ラ得 ズ。 既 二動 物 二封 シ脂 肪 飼養 二依 リ實

験 的肝 硬 攣 ノ登 生 テ得 ル コ ト衆 知 ノ事 實 ナ レバ

(19natowski,Chalatow,赤 松 、和 田、星 島等)、

氏 ノ得 タ ル肝 硬 攣 モ、 唯 ソ ノ注 射 物 ノ類 脂肪 性

二基 クニ非 ル カ、 食 盤 水抽 出物 二依 リテ之 テ得

ザ リ シ事 實 ハ之 テ以 テ克 ク設 明 シ得 ラル可 ク、

敢 テ結 核 菌 毒 素 ト特 殊 ナ ル關聯 性 テ與 フル 必 要

毫 モ ナ カ ル可 シ。 氏 ハ菌 蛋 白(食 盤 水 抽 出物)一

ハ 全 然 毒 性 ナ シ トナ スモ、 余 ガ菌禮 腕 脂後 製 作

セ シ菌 禮 蛋 白 ノ・氏 ノ所 謂結 核 様 肉 芽組 織 ト毫 モ

異 ル塵 ナ キ組 織 反 磨 テ惹起 セ リ。 之 ノ・畢 寛 余 ノ

夫 ガ粉 末 状 テ呈 セ シニ反 シ、 氏 ノ夫 ハ軍 ナ ル水
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牲 物 ナ リ シニ基 クニ他 ナ ラズ。 氏 ガ結 核 菌 以外

ノ化膿 菌 脂 質 二依 リ同様 ノ所 見 テ得 タル ノ・、 唯

ソ ノ脂 肪 様乃 至蝋 質 檬(物 理 的 意 味 二於 ケル)ノ

形 状 テ相 齊 シ クセ シガ爲 ニ シテ、何 等 他 二特 別

ナル 意義 ナ キ モ ノ ト思 惟 セ ラル。 「アル コー ル」

可 溶 脂 質 ト「ク ロ ロホ ル ム」可 溶 脂 質 ノ有 スル異

同 性 二關 シテ ノ・敢 テ弦 一 吸 々 ラ須 フル迄 モ ナ

ク、 既 二撒 次 二亙 リテ論 及 セ シ慮 ナ リ。 即 チ氏

ノ流 儀 二倣 フナ ラバ、 余 ハ穂 テ ノ抽 出物 、 総 テ

ノ脱 脂 菌 二 依 リ、 然 モ ソ ノ結 核 菌 タル ト否 トニ

論 ナ ク、 盤 ク之 テ特 殊 毒性 物(造 結 核 病攣 性)ト

見 倣 サ ・"ルテ得 ザ ル可 シ。.

斯 ノ如 キ ハ實 二是 等 生 菌 以 外 ノ物 質 二基 ク病 攣

テ異物 反 慮 ト解 シテ初 メ テ繹 然 タ ノしテ得 ル モ ノ

ニ シテ、 氏 ノ所 詮 ノ・弦 二於 テ、 徹 底 ス可 キ モ ノ

ト,思'1整セ ラル。

要 之 、 先 天 晃 疫 ノ本 態 ノ・暫 ク措 キ、 少 ク トモ動

物 種 屡 間 二結 核 二封 ス ル感 受 性 ノ顯 著 ナ ル相 違

ア ルノ・既 二嚴然 ト シテ 明 白 ナ ル 事 實 ナ ル ニ不

拘 、 然 モ余 ノ場 合 、 各種 菌龍 成 分 二依 ル病 憂 ニ

ハ毫 モ之 テ認 メ ズ。 サ レ ハ、 之 ヨ リ該 物 質 ガ決

シテ結 核 性特 殊 毒 素 タ ラザ ル所 以 、 自 ラ明 カー

シテ、 夫 二基 ク反 慮 ハ全 ク異物 反 癒 ト認 メ テ誤

ナ 久 而 シテ乙 バー 方 余 ガ結 核 感染 海 瞑 二於 テ、

齊 シキ 見解 ラ得 タ ル ト克 ク相 符 合 セ シ事 實 タル

可 シ。

第十章 見疫 トノ關係

余ハ上來各種菌膿成分 二基 ク局所反慮ハ之ラ異

物反癒 ト解 シ、敢 テ結核 二特殊關聯性テ求ム可

キニ非ル所以ラ張調 セリ。舷 二於テ問題 トナル

ハ之ガ結核発疫 トノ關係如何 トノ疑問ナル可

ンo

現 今 加熱 或 ・・脱 脂 ソ ノ他 種 々 ナ ル死 結 核 菌 膿 ラ

以 テ或 ル程度 ノ感 染 防 禦 力 テ動物 實 験 二依 リテ

謹 明 スル モ ノ及 ビ然 ラザ ル モ ノ相 封 立 シー 方 又

結 核 菌 類 脂 禮 免 疫 ノ可能 テ、 液 艘 免 疫 學 的 或 ハ

臓 器 病 理 學 的 二云 々 スル モ ノ紗 ナ カ ラズ(第 二 、

三、四 同報 告参 照)。蘇 ツテー 方 二於 テ ハ生 菌B.C.

Gノ 免疫 数果 ヲ張 調 ス ル モノ漸 ク 多キ テ加 へ、本

邦 二於 テ モ戸 田、 今 村 教 授 等 ソ ノ他 生 菌 免 疫 ノ

優 レル所 以 テ論 断 ス ル モ ノ決 シテ紗 シ トセ ズ、

寧 ロ斯 ノ・現 今 最 有 力 ナ ル所 論 トモ云 ヒ得 可 シ。

余 ハ装 詞加 熱 死 菌 、 臭 素 腕 脂 菌 、 「エー テ ル」腕

脂 菌 トB.C.G.ト ノ比 校 ラ行 ヒ、 前 三 者 ニ モ 多

少 ノ免 疫 ガ ァノセテ認 ム ル ト共 ニ ソ ノ量 的 關係 三

於 テ、B.C.G.二 遙 二及 バ ザ ル テ 識 リタ リ。 而

シテ、 ソ ノ際 前 三 者 二依 リテ 「ッ」反慮 ノ陽 性轄

化 テ求 メ得 可 キ場 合 往 々 二存 ス ル コ ト亦 就 述 ノ

如 シ。

今 組織 學 的 攣 化 ト免 疫 トノ關係 ラ 論 ズ ル ニ當

リ、 先 ヅB.C.G.ノ 作 ル病 攣 ラ考 究 シ、 次 デ ソ

ノ 免 疫 學 的 異 同 ラ 考 究 セ ン ニ 、

抑:B.C.G.ノ 創 製 舌 タ ルCalmett・ ・之 力"全 ク病 原

性 ナ ク 、0.5乃 至1mgニ テ ノ・皮 下 二 膿 瘍 ヲ作 ラ ズ、

10選 以 上 ニ シ テ 初 メ テ 内 臓 二 小 結 筋 ヲ作 レ ドモ2-3

週 ニ シ テ 清 失 ス1・ 云 〈、 斯 ・・avirulent,nontuberc・

ulcgeneナ リ ト稔 セ シ ヵ・、Kraus・ ・之 ヲWenig

Virul」nt,tuberculogeneナ レ ドモ 、nosogenナ ラ ズ ト

解 シ、 ソ ・組 織 學 的 特 徴 ト ジ テ 、之 ザ 加 熱 死 菌 ノ夫 二

類 似 ス ト云 ヒ、Sternbergノ 検 索 ヲ 得 テ(1)乾 酪 化 ナ

キ コ ト、(2)多 核 白 血 球 ノ 集 積 、(3)肉 芽 組 織 内 血 管

ノ 多 数 存 ス ル コ ト ヲ 墾 ゲ タ リ。 但 シ 拉 二 注 意 ス 可 キ

メ 氏 自 身 モ 記 セ ル が 如 ク ー・部 ニ ハ 明 カ ニ 定 型 的 結 核

(乾 酪 化 セ ル)ヲ 認 メ タ ル コ ト ニ シ テ 、帥 チ 大 髄 ノ傾 向

が 上 述 ノ特 徴 ヲ 有 セ シ モ ノ1・ ス 。此 ノ他 皮 下 二 膿 瘍 ヲ

認 メ タ ル モ ノ ニ ・・Suarez(1-100mg),Gerlach・'22mg),

RemlingeretBailly(50-90mg>,Selteru.Blumenberg

(5-10-30mg),Tschechnowitzer(5-100mg＼Korschun

u.Mitarbeiter(50mg).Schuukmann・Steckhoven。 今

村 、高 橋(20-10-5-1mg,就 中 前 二 者)、 中 村 、新 井 」0.5-

1.0-5-10mg)等 ア リ、 ソ ノ 中 組 織 的 ニ ソ ノ 周 困 或 ・・

遠 隔 部 二 定 型 的 結 核 組 織 ノ 登 現 ヲ認 メ タ ル モ ノ ニ ・・

Selteru.Blumenberg,Korschunu.Mitarbeiter,

Tschechnowitzer,Gerlach.等 ア)1。 此 ノ他 種 々 ノ接 種

法 二 依 り定 型 的 結 核 結 節 ノ獲 生 ヲ認 ■・ル モ ノChiari,

Nobleu.Sole,Bushman梅 谷 、 米 澤 、Korschmann,



530 森=非 抗酸性結核菌蛇二結核菌髄成分二依ル免疫 ト組織攣化ノ研究 【第16巻

Dwijikoff,Kirchnerソ ノ他 多数 ノ報告 ア リ、 之 ・・更

二毒 力復蹄 ノ問題 ヲ綾 リテ、旺盛 ナル論 孚 ノ的 トナ リ

テ、Krausモ 近來B.C.G.ノ 毒 力復錦 ヲt唱ヘ テ從來 ノ

態度 ヲー墾 スル が如 キ、極 メ テ錯綜紛糾 スル ニ至 リタ

レ ドモ、要之現今B.C.G.ノ ・弱毒 ナ レ ドモ結核性 定型

的攣 化 ヲ起 シ得 トナスモ ノ多 ク、即 チ之 が壇殖性 良性

結核 ヲ作 リ進 行性 二乏 ジク、治癒傾 向極 メテ大 ナル・・

一般 二之 ヲ認 容 ジ得ルガ如 シ。

蘇 ツ テ余 ガ諸 種 ノ菌 盟 成 分 二依 ル組 織攣 化 ラ見

ル ニ、 斯 ノ・一 見 恰 モ増 殖 性 良 性 結 核 二類 ス レ ド

モ、 ソ ノ間 術 幾 多 ノ差 異 ノ存 スル ノ・既述 セ シガ

如 ク、 寧 ロ斯 ハ非 特 異 性 肉芽 組 織 ノ範 疇 二属 ス

可 キ モ ノナ ラ ン ト思 惟 セ ラル。

現 今 死 菌 「ワ クチ ン」ラ用 フル ニ ノ・「ピル レ ンツ」

高 キ モ ノ ヲ以 テ スル ノ必 要 ヲ張 調 セ ラ レ、B.C.

G.ノ 如 キ弱 毒菌 ハ生 菌 ト シテ初 メ テ免 疫 二慣値

ア リ トセ ラル。 余 ハ既 二加熱 死 菌 テ以 テ セ シ實

験 二於 テ少 ク トモ局 所 組 織 反癒 ノ本 質 二於 テ ハ

生菌 タ リ シ場 合 ノ毒 力 二然 カ ク影 響 ナ キ所 以 テ

述 ベ タ リ。 一 方 結 核 菌 以外 ノ菌 ニ シテ、 例 ヘ バ

Discomycescavougei(Tendeloo),Blastomy-

cosis,Sporotrichosis,Tricophytie,Aktino-

mycose,Leischmaniaソ ノ他 二依 リ増 殖 性 結 核

或 ハ乾 酪 性結 核 ニ ス ラ類 似 セル病 攣 ノ形 成 セ ラ

ル ・コ ト衆知 ノ事 實 タル可 シ。 然 モ是 等 二依 リ

テ決 シテ結 核 冤 疫 ノ達 成 テ求 ムル能 ハ ズ。 即 チ

斯 ノ如 キ事 實 ヨ リセバ組 織 反 慮 自罷 ト免 疫 或 ハ

「ア レル ギー」 トハ相 分 離 シテ考 究 ス可 キ性 質 ノ

モ ノタル可 シ。

結

本 報 告 二於 テノ、既 往6同 二亙 リテ述 ベ タル實 験

結 果 テ基 礎 トシテ結 核 病 攣 二特 異 的 ト考 ヘ ラル

ル諸 攣 化 二 自家 考 察 テ加 ヘ タ リ。 ソ ノ結,果結 核

菌 艦 構 成 成 分 ニ ヨ ツ テ實 験 動 物 二惹起 セ ラル ・

諸 憂 化 ノ・病 理 組 織 學 的 ニハ異 物 反 慮 トシテ考 ヘ

ラル 可 キ モ ノニ シテ、 從 ツ テ斯 カ ル成 分 二依 ル

結 核 加 熱 死 菌 ソ ノ他 死 菌禮 ニ ヨ リ、或 ル程 度 ノ

感 染 防 禦 力 或 ハ 「ア レル ギ ー」テ與 へ得 ル コ ト余

ノ前 記 實 験(第 ニ ー 四報)二 徴 シテモ明 カニ シ

テ、 之 ヨ リセバ死 菌 ソ ノ他 菌膿 成 分 二依 ル免 疫

或 ハ 「ア レル ギ ー」ノ問題 ト其 ノ組 織 攣 化 トハ別

ノ因子 二依 ル可 ク、Pagelノ ・加 熱 結 核 死 菌 ラ家

兎 ノ腹 腔 内 二接 種 シ、 上皮 様 細 胞 性結 核(中 心

壌 死 テ作 リ或 ハ有 セザ ル)様 攣 化 ラ腹 膜 二認 メ

タ レ ドモ、 之 ガ晃 疫 二何 等 本質 的 ノモ ノナ ラズ

ド云 ヘ リ。 蓋 シ斯 ノ・余 ノ見 解 ニー 致 ス可 キ モ ノ

ナ ラ ンカ。 要 之 、 余 ハ死 菌乃 至 菌 禮 成 分 二基 ク

局 所 組 織 反 慮 ハ之 ラ決 シテ結 核 二特 殊 關係 テ以

テ解 スル ニ及 バザ ル所 以 テ述 べ、 而 シテ組 織 反

磨泊 膿 ト免 疫 トハ別 個 二考 フ可 キ性質 ノモ ノ ト

思 惟 ス。 換 言 セ バ結 核 菌 二 依 ル組 織 攣 化 ト免疫

トノ・偶 く生 菌 テ以 テ セル場 合 二於 テ ハ同 時 二磯

生 ス ル テ常 トス レ ドモ、 ソ ノ際 雨 因 子 ハ全 ク相

異 ル性 質 ノモ ノニ非 ル カ ラ疑 フモ ノナ リ。但 シ

之 二關 シテハ素 ヨ リ術 幾 多 ノ異 ナ ル立 場 ヨ リ検

討 ラ加 フ可 キ ヤ論 テ挨 タザ ル塵 トス。

余 ト全 ク解 繹 テ異 ニ セ ルSabinノ ・ソ ノDoan

a.Forknerト ノ共 著…二於 テAspergillusfungus

ガ肉 眼 的 ニ モ組 織 學 的 ニモ結 核 ト酷 似 シ「ツ」反

慮 陰 性 ナ ル ラ以 テ初 メ テ幅 別 セ ラル ト構 シ、 結

核 二於 ケ ル 「ア レル ギー」 ト結 節 形 成 トハ全 ク異

レル機 轄 二因 ス ト思 惟 セ リ。 氏等 ト余 トハ論嫁

テ異 ニ ス レ ドモ、 此 ノ貼 二於 デ梢 胤一 致 ヲ見 タ

ル ハ奇 ト云 フ可 シ。

論
の

組織攣化 ト特異免疫本態 トノ・別個 ノ因子二依ル

モ ノナル可 シトノ推論 二到達 セリ。

(附記)本 研究 ラ行 フニ當 リ終始御懇篤ナル御

指導 テ賜 リタル恩師赤岩、戸田雨教授拉二有

盆ナル御助言 二與 リシ病理學教室大野教授二

深謝 ス。
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